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藻類アート

Rhodymenia pertusa (Post. et Rupr.) J. Agardhアナ夕、jレス

紅藻アナダルスは時化のあとの打ち上げ海藻の中に混さ守っていることが多いが，付着器

がなかったりして完全な良い標本を探すのが意外に難しい。この海藻は深みに生えてい

るとみえて，私は残念ながらまだ海中の大きくて立派な葉体を見たことがない。時には

潮間帯の岩陰の暗がりから見つかることもあるが，それらは皆小さ く，色も淡く て深い

ところに生える葉体の美しさはない。描いたものも函館の住吉浜で拾った打ち上げ品で

ある。

アナダルスの最大の特長は何と言っても葉面のたくさんの丸い穴で，しかもその縁がみ

な同じ一方の面にすこし飛び出していることである。それを見ると私はなぜかいつも子

供の頃に台所にあった大根おろし用の下ろし金を思い出してしまう 。それはこの絵のよ

うな楕円形の厚い鉄板に直径4-5ミリもある大きめの穴を打ち抜き，その縁をおろし面

のほうにめくらせたいかついしろものだった。もちろん，アナダルスにはそんな豪快な

冷たさなどはないが，描いていると海藻独特の形態形成の不思議さが伝わってくるのであ

る。

川11鳴昭二(〒041函館市日吉町4丁目 29-15)



藻類 Jpn.1.Phycol. (Sorui) 44: 1-8， March 10， 1996 

科学博物館に培養・保存されている浮遊性アナベナ培養株の形態と分類

新山優子

干 860熊本市黒髪4丁目 11-16

Niiyama Yuko 1996: Morphology and Systematics of Anabaena Strains in National Science Museum. Jpn. J. Phycol. 

(Sorui) 44: 1-8 

百leorigin and the morphological characters of tw叩 tyseven Anabaena str四nsmaintained in血eDepartment of Botany， 

National Science Museum， including seven spe口essuch踊 Anabaenaaffinis， A. crassa， A. s田 -aq閥 e，A. lemmermnnnii， 

A. smithii， A. sp田 dA. spiroides，町ereported， toge血erwith one private strain， Anabaena reniformis， which h田 died

but was used in some physiological studies百官邸datawill give useful information for diverse fields of algal research. 

Key index words: Akinetes， algal strain， Anabaena， heterocytes， vegetatiνe cells 

Niiyama Yuko， K町ok恒国4-11-16，Kumamoto 860， Japan 

緒言

浮遊性藍藻の研究のために 1990年と 1991年に日本

のいくつかの湖沼で採集された試料から，著者はアナ

ベナ属の藻を分離・培養し，観察する機会を得た。こ

れらの培養株は様々な機関で研究材料として使用され

ており(渡辺良之，私信)，今後もそれらを用いた研究

が行われると予想されるので，そのような研究に基礎

資料を提供し，同時に日本産アナベナ属の分類学的研

究に新たな知見を加える目的で本研究は計画された。

本研究で用いた藻株は国立科学博物館の藻株保存庫で

継代培養されている。ここでは上記アナベナ属藻株の

由来，形態，分類について報告する。

で継代培養されている29株のアナベナの株番号 (TAC

番号:TAC=Ts蜘 .baA1gal Collection) ，産地，採集年月，

採集者，および種名を表1にまとめて示す。なお著者

(分離者)の培養株番号のついたA20という株は， TAC 

株に入れる前に死滅してしまったのだが，それ以前に

A20株として生理的研究に利用されていたので(山本

鈴子，私信)，ここでTAC株と一緒に報告する(表1)。

またTAC434とTAC435では著者はアキネートを観察

できなかったので表1に記すにとどめこれ以上言及し

ない。

結果と考察

観察したアナベナ属28株の形態について種類毎に

材料と方法 以下に述べる。

マイクロピペット洗浄法を用いて，単藻培養を得 Anabaena affinis Lemmermann 

た。分離と培養にはCB倍地 (Wa凶 abe，Kぉ剖釦dSudo TAC439 (Fig.l)， TAC440 (Fig.2) :シラルトロ湖，

1988)を用いた。分離した株は，温度20'C，照度4，α)() TAC442 (Fig.3) :霞ヶ浦。

1ux， 16時間:8時間明暗サイクルで約2逓間培養増殖 トリコームは浮遊，たいていまっすぐだがやや曲が

後，さらに温度 18'C，照度 1，000lux， 8時間:16時間 ることもあり，先端部分は細く，互いに側方で接して

明暗サイクル(科学博物館保存庫の培養条件)に移し 束状に集合する。栄養細胞は球形，楕円形ないし樽形

て培養増殖後約4週間目に植継を行い，同時にアキ だが，トリコーム先端の数細胞では細長く，両端の丸

ネートの成熟を確認してから25%グルタルアルデヒド い円筒形，径 (2.7・)5.3-6.7仰し長さ 3.5-8(ー15)凶n，

で固定し，観察や接眼マイクロメーターと対物マイク ガス胞を持つ。異質細胞は球形，径4.5-8~，長さ 4-

ロメーターを使ってサイズの計測を行った。 8仰n。アキネートは楕円形ないし両端の丸い円筒形，

著者が分離し，現在も国立科学博物館の藻株保存庫 径7.5-13仰し長さ 14-40問1，異質細胞に隣接するかそ



2 新山

のすぐ近くに 1個または2個並んで形成される。

これまでに日本で発表されたA.affinisと同じように

(cf.Wa凶 abe1992).今回観察された天然試料において

も，またその分離培養株においてもトリコーム先端の

数細胞は細長いことが確認された。

Anabaena crassa (Lemm.) Komarkova-Legnerova et 

Cronberg 

TAC436 (Fig.4) :阿寒湖。

トリコームは浮遊，単独，規則的らせん形，らせん

の径は約35・55阿1。栄養細胞は球形，半球形または樽

形，径6ふ 12.5仰1. 長さ 3ふ 10凶1. ガス胞を持つ。異

質細胞は球形，径8・10.5仰し長さ 8・11.5凹10 アキネー

トは天然試料中でもまた培養株 (TAC-436)でも非常

に稀にしか観察できなかったが，楕円形ないし両端の

丸い円筒形で，径約201JIll.長さ約25.5仰，異質細胞

から離れて形成される。 Komarkova-Lergnerovaand 

Eloranta (1992)も本種ではアキネート形成が稀と報告

している。培養下での増殖は非常に遅い。

Anabaena l1os-aquae Brebison ex Bornet et Flahault 

TAC429 (Fig. 5). TAC430 (Fig. 6) :弘前城堀，

TA臼45(Fig.7) .TAC446 (Fig.8) :霞ヶ浦。

トリコームは浮遊，単独または多数が絡み合い，不

規則形または一部分規則的ならせん形。培養株によっ

てはトリコームはかなり短くなる傾向がある。栄養細

胞は球形，楕円形，半球形ないし:長短の樽形，径3ふ

7仰し長さ 3.5-8仰1. ガス胞を持つ。異質細胞は培養株

では小数しか観察できず，球形，径5.5ふ-毛8仰1.長さ 6.5

8仰no。アキネ一トは両端の丸い円筒形でやや湾曲し，

径6令-14仰，長さ 11-29.51JIll.異質細胞から離れて l個

または2.3個並んで形成される。培養下での増殖はか

なり速い。

Anabaena lemmermannii P. Richiter 

TAC437 (Fig. 9). TAC438 (Fig.lO) :阿寒湖。

トリコームは浮遊，不規則形，単独または多数絡み

合う。栄養細胞は球形，半球形，または楕円形，径4・

6仰し長さ 2.5-7凹1. ガス砲を持つ。異質細胞はほぼ球

形，径5-6阿1. 長さ5・7.5阿10アキネートは両端が丸い

円筒形でやや湾曲し，径8.5-11.5凹n.長さ 13ふ24仰1.

異質細胞の片側または両側に隣接して l個ないし2.3 

個並ぶ。

本種はアキネートの未成熟時にはA.l1os-aquaeと見

分けがつかないものの，アキネートが常に異質細胞に

隣接して形成される点で区別される。また上記A.110s-

aquaeの培養株と異なり本培養株では異質細胞は普通

に見られ，天然資料により近い形態を示す。

Anabaena planctonica Brunnthaler 

T AC421 (Fig. 11). T AC422 :大沼.T AC423 (Fig. 

12). TAC424 (Fig. 13) :塘路湖。

トリコームは浮遊，単独，まっすぐ。栄養細胞は球

形ないし樽形，径7ふ 12仰1. 長さ 3ふ 13.5仰1. ガス胞

を持つ。異質細胞は球形，経8.7・121JIll.長さ 8.7・14問10

アキネートは楕円形ないし円筒形，径 12・18凹1. 長さ

20・37(・57)仰し異質細胞に隣接せずその近くに1個ま

たは2個並んで形成される。

Anabaena reniformis L巴mmermannemend. Aptekarj 

A20 (Fig. 14) :志方二子池。

トリコームは浮遊，単独，たいていは非常に密な規

則的らせん形またはぱね状，一部特にアキネート形

成部位の近くでらせんが緩く伸びる場合がある。らせ

んの径は約 18-30同1。栄養細胞は小さく，楕円形ない

し腎臓形または球形ないし短い樽形，径3-4.5仰n.長

さ3・7阿1. ガス胞を持つ。異質細胞はほぼ球形，栄養

細胞よりやや大きく，径4・6仰n.長さ 5.5・7仰n。アキ

ネートは球形，直径 10・II仰L 異質細胞の片側または

両側に隣接して形成される。アキネートは天然試料で

は観察できなかったが，培養株で観察できた。

日本新産。

この株は明治大学の山本鈴子博士の分析によれば無

臭であり，未だ研究論文等に引用されてはいないが，

現在も山本博士の研究室で継代培養されている。

Anabaena smithii (Komarek) M. Watanab巴

TAC428 (Fig. 15) :茨戸湖.TAC431 (Fig.16). 

TAC432 :弘前城嬬.TAC450 (Fig.17). TAC451 (FIg. 

18) :阿寒湖。

トリコームは浮遊，単独，まっすぐ。細胞は球形な

いし短い樽形，径6-9μm.長さ 2.5-7.51JIll.ガス胞を

持つ。異質細胞はほぼ球形，筏7・9仰1.長さ 6.5・7.5阿1。

アキネートはほぼ球形，経(10-)13ふ161JIll.長さ (12・)

15・18.3仰1.異質細胞に隣接せずその近くに1個ないし

数個並んで形成される。

Anabaena sp. 

TAC425 (Fig. 19). TAC426 (Fig. 20) :塘路湖，

TAC448 (Fig. 21). TAC449 (Fig.22) :相模湖。



3 科学博物館のアナベナ培養株

Table 1. Collected area皿 ddate. collector. isolator and species name of each TAC strain 

表1.各TAC株の産地、採集年月、採集者、分離者および種名

種名

Anabaena planctonica 

o 

。
。
A. sp. 

0 

A. smi，泊11

A. fJos-aquae 

o 

A. smithii 

0 

A. Yiguieri 

一 (アキネート観察できず)

(アキネート観察できず)

A. crassa 

A. lemmermannii 

o 

A目 at百nis
o 
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A. afImis 
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TAC番号
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*: A20は著者の培養株番号、詳細については本文を参照のこと。

本表のTAC434.TAC435はアキネートが観察できなかったので本文では詳述しない。

前者のシノニムではないかと考えている)。しかし，こ

こで報告するものは異質細胞の方が栄養細胞よりやや

大きく，またアキネートはより大型で，異質細胞に隣

接して形成される場合もある点で，上記の2分類群と

異なっている。そこで，ここではAnabaena.sp.とする

にとどめる。

Anabaena spiroides Klebahn 

TAC443 (Fig.21) . TAC444 (Fig.22) :霞ヶ浦。

トリコームは浮遊，ほぽ規則的らせん形，単独また

は数個が絡まる。らせんの径は約 35-50仰n，間隔は径

とほとんど同程度。栄養細胞は短い樽形，豆球形ない

トリコームは浮遊，単独，規則的らせん形を示し，

らせんの径は約60-130阿1，間隔は径とほぼ同程度かや

や広い。栄養細胞は球形ないし短い樽形，径8.5-14問1，

長さ 4-12仰n，ガス胞を持つ。異質細胞はほぼ球形，直

径 10-16問。アキネートはほぼ球形，径 16-28仰，長

さ18-30仰n，異質細胞から離れてまたは隣接して(異

質細胞とアキネートの間隔は0-8細胞)1個または2個

並んで形成される。

本培養株の形態は，Anabaena mucosa Komarkova-

Legnerova et Eloranta (1992)，または A.spiroides f. 

ucrainica (Schkorb.) Elenkin (1938) に類似する

(Komむkova-Legnerovaand Eloranta (1992)は，後者を
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Figs.l・3.Anabaena affinis (1=TAC439，2=TAC440，3=TAC442) ，Fig. 4. A. crassa (=TAC436). Scale=lO仰n.

し球形，径6-8.5仰1，長さ 2.5・6.51JIl1.ガス胞を持つ。異

質細胞はほぼ球形，径7・91JIl1.長さ 6・8.5凶n。アキネー

トは楕円形ないし長卵形，径 12・16μm，長さ 16.5・

22.5凹n，異質細胞の近くに 1個または2個並んで形成

される。

Klebahn (1895) は未成熟なアキネートが異質細胞

に隣接すると記述したが， Geitler (1932)はアキネー

トは異質細胞に隣接するかまたは離れて形成されると

い一方Komarek(1958). Koma釘批r水k加.ov吋a岳ι-Leg伊nerov泊a釦 d

Eloran旬(1992)は離れて形成されるとした。本培養株
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Figs. 5， 6， 7， 8. Anabaena f1os-aquae (5=TAC429. 6=TAC430. 7=TAC445. 8=TAC446) . Figs. 9.10. A. Jemmennannii (8=TAC437. 

9=TAC438) . Scale=1O阿.

ではアキネートと異質細胞との間隔は 0-8細胞で，両 径9.3-12凶n，長さ 12.7-16(・26)仰n。

者は隣接する場合としない場合がある。

Anabaena viguieri Denis et Fremy 

TAC433 (Fig.21) :志方二子池， TAC44 1 (FIg.22) : 

霞ヶ浦。

トリコームは浮遊，単独，まっすぐ。栄養細胞は球

形ないし短い樽形，径4.7-7.5凹1，長さ 2-6.5阿1，ガス

胞を持つ。異質細胞は球形，径4.7-7μm，長さ 4.5-

6.5仰n。アキネートは楕円形，稀に河端の丸い円筒形，
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15 16 17 18 

Figs. 11，12，13. A.pJanktonica (1 I=TAC421 ， 12=TAC423， 13=TACヰ24). Fig. 14 Anabaena reniformis (=A20) ，Figs. 15-18. A. smithii 

(l5=TAC428，16=TAC431， 17=TAC450， 18=TAC451) . Sc叫e=1O凹n

する。また問い合わせに対して丁寧に御返答下さった

明治大学の山本銘子博士に感謝する。
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Figs. 19-22. Anabaena sp. (19=TAC425， 20=TAC426， 21=TAC448， 22=TAC449) . ScaIe=¥O仰n.
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9 

はじめに たり各l分子の反応中心が存在するので，この当量関

光合成は藻類のもっとも基本的な代謝系のひとつ 係を用いて，反応中心の量を複合体を構成する他の成

である。光エネルギーを吸収するための光合成色素 分から求めることもできる。ふたつの光化学系反応中

の種類と分布は，藻類の分類体系の基本的な性質の 心複合体にはそれぞれ特徴的な色素が存在している。

ひとつとなっている。これらの色素の細胞当たりの 光化学系2反応中心複合体には，クロロフィル a(Chl 

含量は環境に適応して変化することが知られている。 a)，フェオフィチン a(Pheo a)， ~-カロテンが結合し，

また，光化学系反応中心の含量も同様に変化するこ 光化学系 I反応中心複合体には， Chlaとβカロテンが

とが近年明らかになってきた。したがって，光合成色 結合している。したがって，これらの色素は酸素発生

素と光化学系反応中心は，藻類の生理的な指標とし 型光合成生物には普遍的に存在している。

て，また分類学的な考察の基礎として重要な要素と 一方，これらの反応中心複合体に光エネルギーを供

なっている。(ここでは，ラン色細菌(ラン藻)を含 給する役割を持つ色素が存在する oそれらはタンパク

む酸素発生型光合成を営む水界の光合成生物を「藻 質と結合し，色素タンパク質複合体を形成している。

類」と呼ぶことにする。) 量的には金色素の98%以上を占めるもので，自らは光

酸素発生型光合成系には， 2種類の光化学系反応 化学反応を起こさないので「アンテナ色素Jと呼ばれ，

中心が存在する (Fig.1)。厳密に言えば，反応中心 電波を集めるパラボラアンテナのような役割を持つ。

とは光エネルギ を用いて光電変換(電荷分離)反応 それぞれの反応中心複合体に対応して特有のアンテナ

を起こす時の電子供与体のことを意味する。光化学 色素複合体 (LHC1， LHC 11， CP-43， CP-47など， Fig. 

系反応中心は，多くのタンパク質と色素から構成さ 1 )が存在するが， r藻類」の特徴的な色素 (ChIa， ChI 

れる光化学系反応中心複合体を形成している。光化 b， Chlc，カロテノイド (C訂)，フイコピリン)はおも

学系2反応中心は酸素発生に必要な高い酸化電位を形 に光化学系2反応中心にエネルギーを供給する複合体

成し，光化学系 l反応中心はNADP+の還元のために 中に存在する。

必要な低い遼元電{立を形成する。反応中心複合体あ この稿では， r藻類」の生理学的，分類学的，およ
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ぴ生態学的解析に必要な光合成色素と光化学系反応中

心の定量法を，筆者らの経験に基づく改良点などを交

えながら解説する。

1.光合成色素の定量法

光合成色素の定量法に関しては既に報文があり，基

本的な操作方法や問題点については解説されている

(藤田， 1979)。しかし，最近の分析機器の感度や精度

の向上により，従来は問題とされていなかった点にも

十分な配慮を払う必要がある。ここでは，波長走査が

可能な分光光度計と高速液体クロマトグラフィー

CHPLC)が使えるという前提で解説する。また，簡略

法でも，ある程度の精度を保てる場合はその点を明記

する。

1 .試料からの色素 (Chl噌 Car)の抽出方法

1-1. 溶媒の選択基準と抽出方法

分光法により色素を定量する場合，分子吸光係数が

正確に求められ(てい)る溶媒を用いる必要がある。

このためには混合溶媒であったり，溶媒中の水の含量

が制御できない溶媒系はできるだけ避けることが望ま

しい。よく使われる溶媒として，アセトン，メタノー

ル，エタノール，ジエチルエーテルなどが挙げられる。

ChlやCarは抽出された後，光と酸素が共存する環

境では様々な反応を起こし，その産物が定量の妨げに

なる。予防策としては可能な限り光を弱くし，副次的

な反応を抑えることである。 Chlは酸性条件下では

Pheoとなる。例えばPheoaは506nmと535nm(アセト

ン中)に特有の吸収帯があるので，スペクトルを測定

することで九Chlとは容易に区別できる (Fig.2A) 0 Pheo 

の混在が有意で，かつ， ChlとPhωを区別する必要がな

い場合はPhω にして定量を行った方か誤差が少ない。

抽出溶媒としては抽出効率が高いアセトンがよく用

いられている。一定量の細胞懸濁液をガラス遠沈管に

取り，細胞を遠心沈殿させ上清の水を捨てた後，溶媒

を添加して色素を抽出する。このとき，試験管の底に

ノTックされた細胞を薬さじなどで懸濁した後に溶媒を

添加すると，色素の抽出効率が上がる。海産性の藻類

の場合は藻体を純水で1-2度洗浄し，塩分を除去する

ことによって，抽出効率が上がることが経験的に知ら

れている。また，細胞によっては熱を加えることで抽

出効率が上がる場合もある。しかし，熱処理は色素の

異性化やクロロフイラーゼ活性を促進するので，処理

は必要最小限(溶媒の沸点以下， 1-2min)に抑える。ま

た，この際湯浴を用い，突i弗にも注意する。葉状体の

場合には，藻体を凍結乾燥後に乳鉢で細胞を断片化

州市-¥到底聾
出C11mlac)〆料、叩11仇 b)，LHCI 

|]関[聾II劇甚i
損色!i煩 録鷲・高等植物

iι 光合成系での機能タンパク質複合体の系統性

光化学反応中心とアンテナ色素複合体の系統性を模式的に

表している。設い部分は光化学反応中心 (PS1 RC， PS 2 RC) 

を示し， LHCIはおもに PS1 RCへエネルギーを転移するア

ンテナ， LHC U， CP-43， CP-47はおもに PS2RCへエネルギ

ーを転移するアンテナを示す。

し，色素の溶媒抽出を行う。 Chl異性体の人為的な生

成を最小限に抑える方法については，渡辺・小林

(1989)の論文に詳述されている。

アセトンでは色素の抽出が困難な場合には，メタノ

ールを用いるとよい。共存する水の含量が高い場合，

Chlが会合体を形成したりするので，できるだけ水の

含量を下げた条件で抽出する。メタノールは異性化な

どの反応を起こしやすい溶媒であることに留意する。

抽出が困難な藻類の場合には，アルカリ性メタノール

を用いて， Chl異性体として抽出し，定量する方法も

報告されている (Porra1990)。

抽出の後，遠心操作 (10∞xg， 3min)により細胞と

溶媒を分離する。抽出は細胞から色素が完全に抽出さ

れるまで複数回繰り返す。 Chl定量には測定波長が異

なるため， Cぽの混在は妨害しない。抽出後はできる

だけ速やかに分光学的測定を行うことが重要である。

2. Chlの分光定量法

2-1. 定量法

分光定量法には，吸収法と蛍光法がある。前者が一

般的に広く普及しており，かっ測定の信頼性も高い。

後者の検出感度は吸収法に比較して 100倍程度まで上

げることが可能である。しかし，標準試料を用いた検

量線を作成する必要があり，また会合体形成などで蛍

光量子収率が著しく変化するために，測定には細心の

注意を払う必要がある。吸収法による定量の基本は，

特定の溶媒中の分子吸光係数にしたがって，吸光度か
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B 

700 

Fig.2 光合成色素の吸収スベクトル

(A) Chla (実線)， Pheoa (破線)， (B)印 b(実線)，

Pheo b (破線)， (C) Chl c1 (実線)， Chl 句(破線)， s 

carotene (一点鎖線)の吸収スベクトルを示す。溶媒は凹

についてはジエチルエ テル， s-caroteneについては n-

hexaneを用いている。
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定対象の漆液を入れ，吸収スペクトルを測定し，特定

波長の真の吸光度(本来吸収のない波長での吸光度か

らの差)を求める。吸収がない波長域で吸光度が一定

の小さな値を示すはずであるから，その波長域の値を

基準とする。分光光度計のベ スライン補正を行った

後では， 720nmより長波長側の吸光度はほとんどゼロ

のはずであるが， しばしば有意な値を示すことがあ

る。これは(1)細胞残法が十分に分離できていない，

(2)水の存在により色素が高次の会合体やコロイドを

形成していること，に由来する。前者の場合は遠心分

画操作で細胞残誼を取り除くこと，後者の場合は有機

溶媒を加えて水の濃度を下げること，が必要となる。

分光光度計の使用に当たっては，波長ずれに十分注

意する必要がある。 ChlaとChlbの混合試料の場合に

は，Chlbの吸収極大波長が， Chl aによる吸収帯の勾

配の中に隠れるため，分光器の Inm以下の波長ずれで

も， Chla/Chlb比の測定に大きな誤差をもたらす。こ

のことは特定波長で吸光度を測定しただけでは見逃し

てしまう。波長がずれている場合は，計算に用いる波

らその漉度を算出する方法である。複数の成分が混在

する場合でも，成分間の相互作用によって吸収帯に変

化が起こらない限り，特定波長での各々の分子の吸光

係数を組み合わせ，連立方程式を解くことにより，

各々の分子の濃度を求めることができる。

2・2.分光定量法の実際

分光光度計としては，スペクトルの測定ができる自

記分光光度計が望ましい。波長のずれなどに起因する

誤差を除くためにはスペクトル測定が必要となる。ま

た，測定の際の分光器のスリット幅は3nmを越えない

ようにする。スリット幅が広いと，シャープな吸収帯

の形が平均化され，ピークの測定値が過小評価される

ことになる。

測定は次の要領で行う。対照側，試料側に測定に用

いる溶媒をキュベットに入れ，透過率の0%と1∞%の

レベルを正しく補正する。揮発性の高い溶媒を用いる

ときには，栓付きのキュベットを使用し蒸発による測

定誤差を防ぐ。 600-750nmの領域で分光光度計のベ

ースラインを記録する。次に試料側のキュベットに浪ij
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長を Chlaのピーク波長位置を基準にして， Chlbまた

はChlcの吸収極大の波長位置を補正する。

Chl a， Chl bの分子吸光係数についてはいくつかの

報告があるぐrable1)。それらの聞の差は小さく定量

に実質的な問題を生じることは少ない。それに比べ

て，溶媒に依存した変化の方が遥かに大きく，この点

を注意することの方が重要である。 (Chlの混合溶液に

ついての計算式は付録1，2に示す。)Chl cp Chlらに

ついては文献値が限定されている(Jeffrey and 

Humphrey， 1975)ので必要であれば，塩井の方法にし

たがって分離をして (Shioiet al， 1995)，自分で決める

ことも必要である。

Chl， Pheoを始め，それらの派生物を含む抽出液の

厳密な定量測定にはHPLCによる分離が不可欠であ

る.Chlの分離・定量については文献(渡辺・小林、

1989)を，また Carを含む場合は後述の方法を参照さ

れたい.

3.カロテノイド (Car)

Carの分布は藻類の系統性との関連が深く， Chlの

分布と同様に重要な指標となる。藻類には，極性の低

いカロテンの他に，極性の高い(酸素原子を含む)数

多くのキサントフィルが存在する。光化学系反応中心

にはβカロテンが，アンテナを構成する色素タンパク

質には分類群との対応を示すカロテノイドが結合して

いる。渦鞭毛藻のペリデイニン，珪藻・褐藻のフコキ

サンチン，緑藻のルテインなどが代表例である。

3-1. Carの分離・定量法

Carは田LCにより分離し，定量することが必要で

ある。フィールドの試料のように数多くの成分が混在

する場合にも採用できる方法が既に報告されている

(M組旬uraand Llewellyn， 1983)。逆相のカラム，イオン

ペア一試薬を用いる方法で， 14種のChlおよび同族体，

17種のカロテノイドを分離することが可能である。単

一種を対象とする場合は，溶媒組成などがより簡単に

なる(イオンペア一試薬は不要になる場合が多い

(Suzuki， 1994)) 0 2、3の測定例を参考文献として挙げ

る (Pawley，1988， 1991)。これらを参考に最適の分離

方法を考案することが重要である(Brittonand Y oung， 

1994)。
HPLCによる分離では， Chlを含めて従来問題とさ

れていなかった微量成分が見いだされる可能性があ

る。保持時聞が文献値と異なる場合，未同定物質とし

て処理せずに解析を進めることで新たな色素の発見に

つながる可能性がある。検出器としてPhotロdiodearray

を使うことができれば、実時間でスペクトルの測定も

行えるので、分析精度が上がる。

定量に関する問題点は，分子吸光係数の決定，色素

のカラムからの回収率である。最良の分離パターンを

得るために様々な組成の溶媒が用いられる。こうした

系では分子吸光係数を自ら決定することが必要とな

る。カラムから試料を分取し，溶媒を置換して決定す

る方法が最も良い。標準試料として， Chl a， Chl bは

市販品があり， Chl cを含むカロテノイドの標準試料

( 15種程度)も入手可能 (WaterQuality Institute， 

Denmarkが製造)なので，これらを使って，分離パタ

ーン，回収率，分子吸光係数を決めることができる。

代表的な分子吸光係数を Table2に示す。

C釘の組成を問わないで， Chlとの相対的な値とし

て求めたい場合には，可視部の吸収を用いる簡略法が

ある。しかし目安として以上の意味はない。方法につ

いては文献(藤田， 1979) を参照されたい。

4.フィコピリン

フイコピリンは，ラン色細菌，紅藻，およびクリプ

ト藻に存在する水溶性の光合成色素タンパク質であ

る。近年，結晶構造学と分子生物学の発展によって急

速にその解析が進み，分子レベルでの機能と構造との

関連が詳細に知られるようになってきた。フイコピリ

ンタンパク質は，大別すると，紅いフィコエリスリン

(PE) と青いフィコシアニン (PC)，さらに碧いアロ

フイコシアニン (APC)になる。それらはさらに細か

く分類されている。ラン色細菌と紅藻はともに必ずPC

とAPCを持ち，種によってPEを持つものもある。ま

た， PEを持たない紅藻も存在する。クリプト藻のフイ

コピリンはラン色細菌や紅藻のそれとは分光学的な性

質などが大きく呉なる。

フィコピリンについては可視部の吸収を基にした定

量が行われいるが，報告されている分子吸光係数を用

いることは，必ずしも妥当ではないことが明らかに

なってきた。フイコピリンタンパク質は細胞内でフィ

コピリゾームという高次の会合体を形成しており，こ

の構築と維持のためにリンカータンパク質が存在して

いる。さらに，このリンカータンパク質の存在によっ

て，フィコピリンのスペクトルや分子吸光係数が大き

く変わること，このリンカータンパク質の結合状態を

制御する方法がないこと，が明らかになってきた。し

たがって，従来使われてきた分子吸光係数の再検討が

必要がある。

4・1. フィコビリンの定量法

もっとも確実な定量法は色素(発色団)を直接測定

する方法である。フイコピリンタンパク質の分子吸光
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Table 1.光合成色素の分子吸光係数

Chl a and Chl b (EX 103 M.I cm'l) 

by Mackinney (1941) by Porra et aJ. (1989) 

in 80% ac冶tone in 80% acetone 

λ(nm) Chl a Chl b A.(nm) Chl a Chl b 

663 73.2 8.40 663.6 76日79 9.79 

by Porra et aJ. (19唱9)

in 100% methnaol 

A.(nm) ChI a Chl b 

665.2 71.43 20.20 

645 14.95 41.3 646.6 18.58 47.04 652.0 31.65 38.55 

P'hycobilin chromopho問 s(in 8M町田，pH2.0 -3.0) (103 M.1 cm'l) 

λ(nm) PCB PEB PUB 

660 35.4 0 0 

565 7.8 42.8 0 

495 1.5 12.0 104 

PhycobiIiproteins (in 10 mM sodi町nphosphate buffer， pH 7.0皿 d0.15 M NaCI in monomer base) 

A.(nm) APC C-PC C-PE 

652 5.65 1.23 。 (1・ g'lcm-I) 

615 2.68 5.92 。
562 0.849 2.41 9.62 

A.(nm)APC C-PC C-PE 

652 205 47.0 。 (103 M-I cm-I) 

615 97.3 226 。
562 30.8 92.1 384.8 

Table 2. 代表的なカロテノイドの吸収極大と分子吸光係数

Species Abs max Molar extinction Solvent MW  

coefficients 

(l03M-1cm-1) 

9・carotene* 425，453，479 139.0 n-hexane 536 

13・cis 441，467 107.3 n-hexane 

15・cis 446，472 103.2 n-h巴xane

α-carotene* 422，444，474 150 petroleum ether 536 

lutein* 421 ，坐~， 479 168 ethanol 658 

violax加出inキ 417，441，471 153 ethanol 600 

zeax初出inキ 426，452，479 133 petroleum ether 568 

neoxanthin* 415，438，467 135 ethanol 600 

siphonaxanthin 427，笠Q，478 petroleum ether 600 

fucoxanthin本 420，坐全， 467 109 acetone 658 

peridininキ 430，454，483 n-hexane 630 

475 83.4 ethanol 

diadinoxanthin* 424，445，474 131 n-hexane 582 

diatoxanthin 428，449，477 n-hexane 566 

~-cryptoxanthin 425，生52，479 132 petroleum ether 552 

echinenone* 笠重， 482 II9 petroleum ether 550 

myxoxan出ophylI 450，笠~， 5 1O 126 acetone 730 

13 

分子吸光係数は下線を付した吸収極大での値である。文献値に基づき筆者が換算した値を示しているけは標準試料として入手が

可能なカロテノイド(12ページ参照)。この他に， allox叩 thin，c叩 thax阻白血， 19'ーhexanoloxy-fucoxanthin，pr酪 inox血血inがリストに

はある。 MW 分子量
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酸化還元差スペクトル

fヘ P700 
1.0 

小:;ー、
亡〉
..... 
x 0.5 

塁出判 。IP IAscl'[Ferrij 

690 700 長71t0720  730 
波 nm)

ーー『・・・ー

8t 
553-557 シトクロム

4 

540 550 560 570 580 
波長 (nm)

Fig.3 ラン色細菌チラコイド膜で測定したP700とシトクロム

の酸化還元差スベクトル

P700の差スベクトルはフェリシアン化カリウム (Ferri)での

酸化とアスコルビン酸ナトリウム (Asc)での還元で得られる。

3種のシトクロムはフェリシアン化カリウムで酸化後，ヒドロ

キノン (HQ)，アスコルピン酸ナトリウム，ハイドロサルファ

イトナトリウム (HS)と順次還元剤を加えることにより得られ

る。シトクロム fの極大波長は種によって変化する。

チラコイド膜の濃度:P700用， 201Jg Chl a Iml，シトクロム用，

601Jg Chl a Iml。

係数はタンパク質の影響を大きく受けているので，そ

れを取り除いて，色素本来の分子吸光係数を用いれば

よい。しかし， PCとAPCは同じ色素(フイコシアノ

ピリン， PCB)を持つためにこの方法では区別ができ

ない。 PE(フィコエリスロビリン (PEB)を発色団と

して持つ。 B-PE，b-PE， R-PEはフィコウロピリン

(PUB)をも含む)と (PC+APC) については容易に区

別できる。尿素溶液中 (8-9M，pH 2 -3)では，色

素は安定でかつタンパク質は完全に高次構造が壊れて

いるので，色素本来の分光的性質が現れる。この測定

法の信頼性は高い (Glazerand Hixon 1975， 1977) (計

算式の立て方と分子吸光係数については付録1，Table 

lを参照)0APCは単量体あたり 2分子の PCBを、 PC

は3分子のPCB，C-PEは5分子のPEBを含むので，換

算する必要がある。

リンカ タンパク質が共存する場合でも，それらの

影響の少ない条件で測定を行えば，一定の精度での定

量が可能である (Benettand Bogorad 1975)。この場合

の測定誤差は PEとPCについては¥0-15%程度， APC 

については 20%程度と考えられる。具体的には，

10mMリン酸緩衝溶液 (pH6.0) 中でフィコピリンタ

ンパク質の濃度を 3mg!ml以下(極大波長の吸光度で

0.5以下)にし，特定波長の吸光度値から連立方程式を

解いて求める(計算式の立て方と分子吸光係数につい

ては付録 1，Table 1を参照)。

11.光化学系反応中心の定量法

チラコイド膜に存在するこつの光化学系反応中心の

定量は，一般的にそれぞ、れの光化学系複合体中に固有

に含まれている色素や酸化還元成分などを分光学的に

測定することにより行われている。光化学系 lには固

有な色素として Chla' (Chl異性体)が反応中心当たり

1ないし2分子，光化学系2には反応中心当たり 2分子

のPh巴oaが含まれている。藻体からこれらの色素を含

む全ての色素を有機溶媒で抽出後，田LCを用いて分

離し，吸収法で検出することにより，光化学系反応中

心を定量する方法がある(渡辺・小林 1988)。一方，光

化学系複合体に固有の酸化還元成分について，その酸

化還元反応に伴う吸収変化(差スペクトル)を測定す

ることにより，光化学系反応中心の定量が行われてい

る (Fujitaand Murakami 1987)。また，光化学系複合体

を構成するペプタイドの含量を特異性の高い抗体を用

いて免疫学的に定量する方法もあるが，絶対値として

の測定は困難である。しかし，培養条件などを変えた

ときに起こるペプタイドの相対的な量の変化について

の情報は得られる (Aizawaet aL 1992)。ここでは，単

離チラコイド膜の分光光度計での酸化還元差スペクト

ル測定に基づいた光化学系反応中心の定量法を，筆者

らのラン色細菌・紅藻・緑藻での経験をもとに解説す

る。チラコイド膜のシトクロム b6-f複合体や可溶性電

子伝達系成分，プラストシアニンやシトクロム勾53な

どの定量も基本的には同じ方法で行える。

1.チラコイド膜の調製

1-1.細胞破砕

細胞を緩衝液 (50mMTricine-NaOH， pH7.5)で十分
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に洗浄した後，同緩衝液に懸j局する。フレンチプレス，

超音波処理，またはグラスビーズ法などにより細胞を

破砕する。細胞の破砕に必要なフレンチプレスの処理

圧・処理速度や超音波の発振出力・処理時間は細胞の

種類により大きく異なり，予備実験から必要最小限の

処理条件を決める必要がある。一般的には，細胞が小

さいほど細胞破砕が困難で，破砕のためにはより強力

な処理条件が必要である。フレンチプレスの場合は2

回以上の繰り返しにより破砕効率が上がる。処理時の

発熱から試料を保護するため，フレンチプレスのセル

や超音波発振子などをあらかじめ氷冷したり，超音波

発振を間欠的に行うなどの工夫も必要である。また，

処理の際の試料の泡立ちなどにも十分注意する。さら

に，内在性プロテアーゼの作用を防ぐため，プロテ

アーゼ限害剤を緩衝液に添加したほうが良い。細胞破

砕や次の項で述べるチラコイド膜単離の操作はすべて

0-4'Cで行い，また，色素の定量操作と同様に遮光に

も注意する。

チラコイド膜調製に使用する細胞は，収穫直後のも

のでも，一旦凍結保存(ー70'C以下)したものでも問題

はない。また，凍結融解により細胞破砕の効率が上が

る場合もある。紅藻Porphyraなどの葉状体の細胞は，

ハサミで切り刻んだ藻体を液体窒素で凍結後，乳鉢な

どを用いてさらに断片化し，フレンチプレス等で破砕

する。

1・2.チラコイド膜の分画

細胞破砕液から低速遠心(1，6∞x.g，15min)で細胞

残澄を沈殿として除いた後，上清を超遠心 (140，∞Ox

g， lhr) し，チラコイド膜画分を沈殿させる。沈殿を

lmMMgCI2を含む緩衝液 (50mMTricine-NaOH， pH7.5) 

に懸濁後，もう一度超遠心を行い，水溶性蛋白質など

の可溶性成分を十分に除く(フィコピリンを含む試料

の場合は，超遠心上清に色が残らなくなるまでこの操

作を繰り返す)。通常ではこの精製段階のチラコイド

膜を用いて酸化還元成分の分光測定が可能である。沈

殿物の中に細胞壁や他のオルガネラなどの爽雑物が多

い場合には，分光測定時に添加する酸化還元剤により

ベースラインが大きく変動することが多いので，チラ

コイド膜をショ糖密度勾配遠心 (Chuaand Bennoun 

1975)などを用いてさらに精製する必要がある。調製

直後に測定を行わない場合は，単離チラコイド膜を凍

結保存(・70'C以下)する。

2.光化学系 1反応中心の定量

光化学系 1反応中心の定量は，光化学系 lにl当量

存在している P700と呼ばれている反応中心分子の分

光学的な測定により行う。チラコイド膜を用いた光化

学系反応中心の分光測定は， Chlなどの色素による高

吸光度のパックグランド吸収をもっ試料について，色

素の 1%以下の存在量の反応中心やへムの酸化還元に

伴う微少吸収変化を測定するので，通常の分光測定に

比べて得られるスペクトルのS/Nは非常に悪い。した

がって，比較的高性能の分光光度計を用い，その性能

に合わせて波長走査速度などの設定を行う。また，

キユベットの汚れや懸濁液中の気泡の発生には細心の

注意が必要である。

2・1.P700の測定と定量

チラコイド膜は緩衝液 (50mMTricine-NaOH， pH7.5) 

にテフロンホモゲナイザーなどを用いて均一に懸濁す

る。また，超音波処理を 1-2秒間行い，懸濁液を均一

化しでも良い。チラコイド膜懸濁液 (Chl濃度:20-

60陪Iml，680nmの吸光度で1.5-4.5)をキユベットに

入れ，酸化剤(フェリシアン化カリウム)を最終濃度

lmMになるように加える。二波長分光光度計を二波長

モードで使用する場合は， A Iを73伽mに設定し， A 2 

を690-730nmの範囲で波長走査する。まず，酸化剤

を加えた試料をセルホルダーに入れて，ベースライン

の補正とレコーダへの記録を行う。次に，還元剤(ア

スコルビン酸ナトリウム)を溶液(最終濃度1-4mM)

または粉末(薬さじで極微量)で加え，静かに撹祥し

た後スペクトルを記録する (Fig.3)。円∞の還元反応

の飽和を確認するため，さらにもう一度同じ操作を繰

り返す。加える酸化剤と還元剤の至適濃度は試料によ

り若干異なる。また，過剰量の試薬の添加はChlの退

色や膜粒子の凝集などを起こし，バックグランド吸収

が大きく変化する結果，円∞の測定は困難になる。ダ

ブルビーム型の分光光度計を使用する場合は，試料側

と参照側の両キュベットにチラコイド膜懸濁液を分注

し，ベースライン補正をした後，参照側キユベットに

酸化剤，試料側キュベットに還元剤を加えて差スペク

トルを測定する。スペクトルのメモリー機能が付属し

ている場合は，二波長法と同様に試料側のキュベット

だけでも測定が可能である。

P700の定量に関して，光照射により酸化反応を起

こして差スペクトルを測定する方法もある (Abeetal. 

1994)。試料に還元剤を添加し，光照射の ON/OFFで

差スペクトルを測定するため，同一試料で繰り返し測

定が可能で，最少量の試料でスペクトルのS/Nを向上

出来る。
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P700濃度の計算は次のように行う。得られた差ス

ペクトルの差のピーク (7∞nm付近)と 730nmのベー

スラインとの聞の吸光度差を読みとる (Fig.3)。差分

子吸光係数 (sE700.730nm=64mM.1cm.l; Hiyamaand 

Ke 1972)を用いて P700のモル濃度を計算する。定量

値は通常Chl当たりのモル濃度で表現する。

3.光化学系 2反応中心の定量

光化学系 2の反応中心P680は酸化還元電位が非常

に高いので，円∞のような酸化還元剤の組合せによる

簡単な測定は困難である。このため，光化学系2反応

中心の定量には，酸素発生の閃光収率の測定，二次電

子受容体QAの分光測定，および放射標識した除草剤

の結合数の測定など種々の方法が用いられている。し

かし，これらの方法にも固有な装置が必要で，また試

料の取り扱いに多くの注意が必要である。ここではラ

ン色細菌で開発され (F吋itaand Murakami 1987)，一般

的に用いられ始めている (Yuet al. 1993)，シトクロム

b559の酸化還元差スペクトルによる光化学系2反応中

心の定量法を紹介する。

3-1.シトクロム b559の測定

チラコイド膜懸濁液 (Chl濃度:50-100同 Iml，

680nmの吸光度が約4-8)をキュベットに入れ，酸化

剤(フェリシアン化カリウム)を最終濃度 ImMにな

るように加える。分光光度計は二波長モードで AIを

57伽mに設定し， A 2を540-58伽mの範闘で波長走査

する。まず，酸化剤を加え良く撹持した後，還元剤(ヒ

ドロキノン)の粉末を極少量加える。ヒドロキノンの

添加により，高酸化還元電位のシトクロム fだけが還

元される。この段階で，はじめてベースライン補正と

記録を行う。次に還元剤(アスコルピン酸ナトリウム)

の粉末を微量加え，静かに撹祥し， 1分ほど静置した

後スペクトルを記録する。シトクロム b559の還元反応

の飽和を確認するため，さらに同じ操作を 2，3回繰り

返す (Fig.3)。

また，この一連の測定の応用により，チラコイド膜

に存在するシトクロムb6-f複合体の定量も可能である

(Fujita加 dMurakami 1987)。フェリシアン化カリウム

とヒドロキノンの聞の差スペクトルではシトクロムι
さらに，アスコルピン酸ナトリウムとハイドロサル

ファイトナトリウムの関の差スペクトルではシトクロ

ム%が測定出来る (Fig.3)。

これらの測定に用いる還元剤は酸素，水により酸

化，分解をうけやすいので，購入した試薬は小分けし，

デシケータなどを用いて暗所で保存する。

3・2.シトクロム b559(光化学系2反応中心)濃度の

計算

得られた差スペクトルのピーク波長 559nmとベー

スラインとの吸光度差を読みとる。ベースラインが斜

めになった場合は， 540nmと570nm付近のスペクトル

の谷を直線で結んでベースラインとする。分子吸光係

数は精製シトクロムb句'559の還元型スペクトルの分子吸

光係数 (ωGa眠E陀芭wa剖landWa邸ss鴎el町rm官叩na釦nlω97河4)をもとに計算し

た差分子吸光係数企E匂55卸9-5幻70伽nm= 1臼51町m】M-Icα叩I町町I

飢 dWhi討it回m】a釘rsぬh19仰77η)を用いる。定量f値直はP円70∞0と同様

にCαhl叫l当たりのモルi濃農度で表すことが多い。

ところで，光化学系2複合体における反応中心当た

りのシトクロム b559の数については，1個という報告

と2個という報告があり，議論が続いている。しかし，

少なくともラン色細菌については他の測定法による定

量値との比較 (Fujita加 dMurakami 1987)や単離した

光化学系2複合体成分についての定量 (MacDonaldet 

al. 1994)から，光化学系2当たり 2個のシトクロム b559

へムが含まれていると判断出来る。したがって，シト

クロム b559量から光化学系2反応中心量を計算する場

合は，シトクロム b559量の 1/2の値を使用する。

ここで解説した方法は単に藻類に限られたものでは

なく，高等植物のオオムギ (Ohashiet al. 1992)やクロ

マツ (Shinoharaet a1.1992)の葉緑体での光化学系反応

中心の定量にも適応されている。
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付録 1.

成分 1の濃度を Xl'成分2の濃度を X2'成分 1のλlでの分子吸光係数を al'A2でのそれを a3，同様に成分2

については， a2' a4とすると ，A.l' ~で観測される吸光度 Y l' Y2は，
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(2) x1 +x2 = ((匂-~) Yl+ (a1ーち)Y2) ) /D 
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(4) 

3成分系については
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X1 = (Yl (aS ~ -a6 ag) -Y2 (~匂 -a3 ag) +Y3 (~~-a3aョ)) /D 

X2= (-Yl (a4匂-a6~) + Y2 (a1 匂 -~~) -Y3 (a1 aCa3a4)) /D 

X3 = ( Y 1 (a4 ag -aS ~)・ Y2 (a1 ag -~ a7) + Y3 (a1 句 -~a4)) /D 

(5) 

(6) 

(7) 

D = alaS~ + ~a6a7 + a3a4ag -a1a6ag -~a4~ -a3aS~ 

という一般解を得る。これに既知の値 (Table1を参照)を代入することで計算式を求めることができる。

例 1. Chl a， Chl b (80%アセトン中，光路長 1cm) について

a1 =73ム ~=8.40， a3= 14.95， a4=4!.3を式 (1) (2) に代入すると，

[Ch1 a] (41.3 A663 -8.40 A64S) / (2897.58) (mM) 

[Ch1司=(ー14.95A663 + 73.2 A64S) / (2897.58) (mM) 

[Tota1 Ch1] = [Ch1 a] + [Ch1句=(26.35A“3 + 64.8 A64S) / (2897.58) (mM) 

付録2.

Chl a， Chl b， Chl (c1+ C2) ，Chlらの混合物に対して求められた式(光路長 1cm) (Jeffrey and Humphrey， 1975) 

Chl a， Ch1 (c1+c2) (c1+c2を区別しないで定量)(90% acetone，光路長 1cm) 

[Cbl a] = 11.47 A664・0.40A630 (mg/ml) 

[Chl (c1+c2)] ・3.73A664 + 24.36 A630 (mg/ml) 

Chl a， Chl c2 (渦鞭毛藻，クリプト藻)の場合 (100%acetone，光路長 1cm) 

[Cbl a] = 11.43 A663 -0.64 A630 (mg/ml) 

[Chl c2] = -3.63 A663 + 27.09 A630 (mg/ml) 

Chl a， Chl b， Chl (cけら)の混合物の場合 (90%acetone，光路長 1cm) 

[Chl a] = 11.85 A664 -1.54 A647・0.08A630 (mg/ml) 

[Chl b] = -5.43 A6ω+21.03 A647・2.66A630 (mg/ml) 

[Chl (cけら)]司1.67A664 -7.60 A647 +24.52 A630 (mg/ml) 
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aA開術紹介

白岩善博:シリーズ~微細藻類の光合成活性測定法~

藻類は，一般に，維管束植物とコケ植物以外の酸素

発生型の光合成を行う生物の総称として用いられる。

光合成反応は独立栄養の根幹をなし，藻類の生命維持

に重要な役割jを果たし，その特性は生物分類，系統の

体系化において重要な指標とされてきた。したがって，

光合成機能の正確な測定と評価が藻類の研究には不可

欠である。我国においては，光合成研究のうち，生理，

生化，分子生物学及び光合成装置の微細構造に関する

研究の多くは，たとえ藻類を生物材料に用いていたと

しても，日本藻類学会(誌)においての発表は数の上で

は僅少であり，その実験手法などは本誌の多くの読者

にはなじみの薄いものであるように思われる。

日本藻類学会誌における光合成関連の発表は，これ

まで生態学的立場に基づいた研究が多いように見受け

られたが，最近，藻類の生理学的特性の解析手段とし

て，また，藻類の生態系における役割を解明する上で

の光合成特性に関する研究が見受けられるようになっ

てきた。これらの現状を踏まえて，現在，主に微細藻

類を用いて光合成研究を行っている研究者が，汎用さ

れている光合成の研究法を紹介し，また，その留意点

などを指摘し，実際の研究において参考にしていただ

くことを目的に，日本藻類学会和文誌の連載として，

本「微細藻類の光合成活性測定法jを企画した。本企

画は，以下に示すように，第 1回~第 5回よりなり，

微細藻類を用いて光合成活性を測定する際の具体的な

方法について詳細にかっ平易に記載することを目的と

した。なお，記述に当たっては，光合成を専門としな

い研究者が実施する場合を念頭に置き，比較的簡便な

方法で実施できること，特別大がかりな装置を必要と

しないこと等を条件とした。ただし，それによって測

定精度が劣ることがなく，最前線の研究でも十分受け

入れられることをも条件とした。これから藻類の光合

成特性を解析しようとしている研究者や学生を初めと

して，現在，既にそれらの研究を行っている方々の参

考となることを願う次第である。

第1回「色素および光合成反応中心の定量法」三室

守，村上明男(基礎生物学研究所):藻類の分類体系

とも関連が深い光合成色素，反応中心の分光学的な

定量法を中心に述べる。(1)対象とする光合成色素

は，クロロフィル，カロテノイド，ブイコピリンで、

ある。 HPLCなどの最近急速に普及した機器を用い

る分析方法を述べると共に，分析に至るまでの試料

の調製法，特に細胞からの抽出方法など，定量分析

に重要であるが今まで、は解説が少なかった問題点を，

実際の試料に即して解説する。 (2)反応中心の定量方

法は従来は，特殊な分析機器がなければ困難と恩わ

れていた。この状況は現在少しづっ改善されてきて

いる。そこで，現在分光学的に十分な精度で測定可

能な，光化学系 I反応中心 (P700)，光化学系II反応

中心の指標となりうるシトクロム b559を中心に，実

際の手順を解説する。それと同時に，その測定に至

るまでの試料(チラコイド膜)の調製方法について

も，筆者らの経験に基づいて解説し，留意点，問題

点などを明らかにする。

第2回「酸素電極測定法」和田野晃(大阪府立大学農

学部):高等植物裂の光合成をする生物は，炭酸ガス

をl分子同化するために， 1分子の酸素を発生すると

されている。その根拠を，カルピンーベンソン回路

と光化学系との結び付きから簡単に説明をし，なぜ

酸素の測定で光合成の炭酸同化の測定が可能になる

かを明らかにする。酸素の測定法としてのポーラロ

グラフィー型酸素電極の簡単な原理，使用法，日常

の管理法などについて記し，酸素の溶解度と測定用

のセルの容積から，発生した酸素の絶対量の求め方，

速度の表記法についても言及する。廉価な電極と，

単3電池および抵抗とボリューム，記録計を用いた

簡便なシステムの組み立て方や，パーソナルコン

ピューターとのインターフェース，測定データの表

計算ソフトへの取り込みも紹介したい。

第3回「光化学系活性測定法J佐藤典裕，都筑幹夫

(東京薬科大学生命科学部):光合成は，光受容，ク

ロロフィルによる電子の放出とその伝達， NADPの

還元，リン酸化， CO2固定とその代謝というさまざ

まな反応がほぼ直列につながった一連の反応系であ
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る。そのため，光合成速度はさまざまな要因により，

それぞれのステップで制御される。光受容や電子伝

達などはチラコイド膜で起こるが，光の持つ物理的

なエネルギーから電子の受け渡しという化学的反応

への変換が行なわれるのが光化学系である。本稿で

は，酸素電極を用いた，緑藻クラミドモナスの光化

学系Iおよび11の活性測定法について具体的に解説

する。また，チラコイド膜をドデシルマルトサイド

で可溶化することで，クロロフィルを遊離せずに，

光化学系Iおよび11複合体を単離する手法の紹介も

含める予定である。

第4固「光合成キネテイクス測定法J佐藤朗，白岩

善博(新潟大学大学院自然科学研究科，同理学部): 

光合成活性は基質である溶存無機炭素濃度の変化に

応じて変動する。したがって，植物(藻類)の，ある

生理条件下における光合成活性を決定する場合，ど

の基質濃度 (C02律速条件下か飽和条件下か}におい

て測定するかが重要である。すなわち，ある限定さ

れた条件下における光合成活性なのか，その植物の

持つ最大光合成活性(能力)なのかが問題となる。し

かし，これらの点に関する理解がない場合，それを

考慮することなく光合成活性が測定され，報告され

ている場合がある。本稿では，光合成速度と基質濃

度の関係を解析することの重要性について述べると

白岩'

共に，測定の実際として，クラーク型酸素電極を用

いて行う種々の基質濃度条件下における淡水及ぴ海

産性微細藻類の光合成酸素発生速度の測定法及ぴ求

めた光合成の基質依存曲線の解析法について，測定

系の限界や問題点について述べる。

第5回「酵素の抽出友ぴ活性測定法j鈴木健策(農

林水産省東北農業試験場)

微細藻類における酵素活性測定に必要な基本的抽出

手法と注意点について概説した後，カルピンサイクル

とグリコール酸代謝に関連する主要な酵素について，

比較的簡単な活性測定法を中心に紹介する。 (1)酵素

の抽出:細胞の破砕方法(超音波破砕器，ガラスピー

ズ，フレンチプレス，パールプレス，イェーダプレス

等，抽出用緩衝液の組成・添加物(プロテアーゼイン

ヒピター，保護剤等)等。 (2)カルピンサイクル関連

酵素活性測定法:RuBPカルポキシラーゼ/オキシゲ

ナーゼ.PGAキナーゼ，グリセロアルデヒドー3・リン

酸脱水素酵素，トリオースリン酸イソメラーゼ，アル

ドラーゼ.FBPジホスファターゼ等。 (3)グリコール

酸代謝関連酵素活性測定法:ホスホグリコール酸ホス

ファターゼ，グリコール酸オキシダーゼ，グリコール

酸デヒドロゲナーゼ，グリオキシル酸還元酵素，ヒド

ロキシピルビン酸還元酵素，カタラーゼ等。 (4)その

他の酵素活性調u定法カルボニックアンヒドラーゼ。

(新潟大学理学部)
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飯間雅文:長崎周辺海藻採集地案内

長崎県はわが国の本土最西端に位置し，五島列島・

壱岐・対馬を初めとして多くの離島と入り組んだ海岸

線とを有する。古くは以西底引き網漁業で繁栄し，現

在は入り組んだ海岸線を利用した養殖業の盛んな水産

海洋県である。また長崎市周辺各地の海岸は，対馬暖

流の影響下にある西南部の外海側，島原半島の突き出

る干満差数mの有明海側，西彼杵(にしそのぎ)半島

によって固まれ，湾口部(針尾瀬戸)が非常に狭い閉

鎖海域である大村湾と海岸も様々であり，そこに生育

する海藻も多様性に富んでいる。長崎近海の水温は10

(2月)・28t:(8月)と温暖で，寒海性の海藻はあまり

見られず，逆にフサイワヅタ・ミドリゲなど暖海性海

藻が生育する。

筆者は， 1988年より長崎大学水産学部藻類増殖学

研究室に在職しているが，着任直後から右田清治教授

(現名誉教授)に，多くの海藻採集ポイントを教えてい

ただいた。藻類和文誌のシリーズ企画として海藻採集

地案内をとのことで，今回は長崎市周辺の海藻採集に

適した海岸を 6カ所ご紹介する(図 1:地図参照)。

長崎大学水産学部は長崎市北部 (JR長崎駅より路

面電車で北へ約20分)の長崎大学文教キャンパス内に

あり，周りを人家や商庖街で固まれており海を望むこ

とはできないが，東西南北いずれの方向にも20-30分

も車を走らせれば，海藻が豊富に生育するそれぞれ異

なる性質の海岸に到着する。

1.茂木海岸(長崎大学より車で30分.パスで40分)

大学から東南の方向に当たり橘湾湾口に位置する茂

木海岸は，思案橋などの繁華街を通過して一山越えた

所に位置する静かな漁港であり，茂木ピワでも有名で

ある。市内の高級料理庖の食卓に並ぶ新鮮な海の幸

は，多くはここで水揚げされたものであり，茂木の海

岸沿いにも多くの料亭がある。その料亭街の前の磯

に，後述の西海橋や島原に比べれば種数はそれほど多

くはないものの，かなりの海藻が生育している。大学

から近い外海に面した海岸であり，研究材料採集や定

期的な調査に都合の良い場所である。また茂木港から

は高速船70分カーフェリ -90分で，対岸の九州大学

理学部隊属臨海実験所のある天草下島富岡に渡れる。

茂木海岸の優占種はアナアオサ・マルパフダラク・

ツルツル・ムカデノリ・マルパアマノリなどである。

2.手熊海岸(長崎大学より車で20分，パスで30分)

大学の西方，一山越えた所に位置し，角力灘に面す

る海水浴場と隣接する岩礁海岸である。茂木海岸と同

様大学からごく近い外海に面した海岸であり，以前は

多数の海藻が生育していたが，海岸沿いの道路改修工

事後土砂が流入したためか種数は減少してしまった。

典型的な外洋性の海岸でありかなり波が強く当たり，

ヒトエグサ・イワヒゲ・フノリ類などが岩上一面に生

育する。タイドプールにはウミウチワ・マクサ・ムカ

デノリなどが生育する。打ち上げ海藻も以前は多数種

採集できたが，最近はわずかとなってしまった。

3.子々川海岸(長崎大学より車で20分，パスで30分)

大学から茂木とは逆に北に車を走らせると，すぐに

大村湾に達する。大村湾最奥部は，住宅街となってい

るが，その先に子々川海岸は位置する。ポート部や

ヨット部の艇庫がある大学の臨海研修所がある。

大村湾は地図でもわかるように，非常に閉鎖された

内湾であり，湾口部の西海橋がかかる針尾瀬戸は，最

も狭いところで2帥 nほどの幅しかない。したがって，

湾内は波静かであり，風のない穏やかな日はまるで湖

のようである。また近年は周辺域からの排水流入によ

る富栄養化が進み問題となっている。

子々川海岸は川幅数mの小川の河口域であり小さ

な転石が多いが，岩上にオゴノリ・ミル・ウスパアオ

ノリ・アミジグサ・サイダイバラなどが多数生育し，

付着基部を持たず浮遊状態にある不稔性アナアオサも

多数漂っている。この不稔性アナアオサは1985年右田

により初めて報告され，その成長特性から養殖魚介類

の添加餌料としてや海水浄化など水産分野で最近特に

注目を集めている。

また大村湾内は風がない日は波がほとんどないこと

から，潮位がプラス数10-1【lOcm程度あっても容易に
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角力灘

東シナ海

図L長崎周辺海藻採集地

海藻採集が可能であり，筆者は学生実験の材料採集に

重宝しているフィールドである。目の前には多数の小

島が点在するのどかな風景がひろがり，人も少なく保

養地としても格別の場所である。

海藻の生育状況は外洋である他の海岸とはやや異な

るが，大きな流入河川がないことから，最奥部であっ

飯間

有明海

島原

ても有明海と異なり塩分濃度はほとんど外洋と変わら

ず，生育種数もかなり多い。また大村湾内は干潮時刻

が外海(長崎港基準)よりかなり遅れ，湾奥部の子々

川でほぼ3時間違れとなる。そのため外海との採集と

組み合わせれば， 1日に複数箇所での海藻採集が可能

となる。
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図2針尾瀬戸 (西海橋)

4.野母海岸 (長崎大学より車で60分司バスで90分)

大学の西南，東シナ海に突出する長崎半島の先端部

に位置し，長崎大学水産学音1¥附属水産実験所がある。

野母水産実験所は漁港となっている野母湾に而し，長

崎県水試増養殖研究所に隣接する。

長崎半島先端部は，夏場海水浴場として多くの人で

賑わう砂浜海岸と海藻が多数生育する岩礁域が交互に

出現する海藻採集に都合のよい地域であり，れl'合いに

はホンダワラ類を中心とする議場がずっと広がってい

たが，近年海岸沿いを走る道路の改修工事とその後の

消波ブロックの投入で，海藻の生育できる自然、の岩礁

海岸域はせばめられ，みるみる生育種数が減少してし

まった。

野母海岸の優占種はヒトエグサ ・ボタンアオサ -イ

シゲ ・イロロ ・フクロフノリ ・ツルツル ・マクサなど

である。

5.針尾瀬戸 (西海橋)(長崎大学より車で 60分‘パ

スで 90分)(図2)

大学より北方へ大村湾沿いに車で 111寺flf!，子々川を

通り過ぎてハウステンポスの 10kmほど手前に針尾瀬

戸と呼ばれる大村湾の湾口があり，つい先日 開通40周

年が祝われた西海;f，!i;がかけられている。毎日干満に

よって大村湾の海水が流出 ・流入を繰り返すため，非

常・に流れが早くまた湧昇流により水温が低く，今回紹

介する長崎周辺海岸でも っとも生育種数が多い。国道

より数 10m下の橋脚lのたもとま で降りるとそこは，写

真のようにやや険しい断崖となっているが，びっしり

と rlfi~長が生育している 。

他の長11崎周辺の海岸ではみられない多くの微小紅渓

(スエヒ ロヒピダマ，ヒメヒシプクロ，カザシグサ属各

種なと)も生育する。アナアオサ ・ミル ・ウミトラノ

オ マメタワラ ・アミジグサ ・カギケノ リな どが優占

種である。

またここは水温が他の場所より常に 2-3"C低く，

春先の消失!時期が他の海岸より 1ヶ月程度遅れること

から，春先のワカメ成熟藻体の採集などが長崎としず

はかなり遅く 6月頃まで行え都合がよい。

福岡市からも高速道を利用 して車で約 90分 と近い

ことから，九大農学部の川口先生もここをフ ィールド

にされているとのことである。

6.島原市海岸 (長崎大学より草で 90分)(図3)

長崎市からやや離れるが，島原半島の東部，有明海

に面する島原市の長崎県水産試験場烏原分場前の海岸

もよいrlfil築採集地である。写真のように干潮時には一

面に遠浅の海岸が広がり，多数の海藻が生育する。格

好の潮干1すりの場所でもあり，大潮時には多数の人て、

!u長わう 。また周辺の海岸はノリ，沖合いはワカメの養

殖漁場である。

海岸の背後にそびえる雲仙普賢岳の噴火直後('91-

ヲ2年)は，降灰によるためか海藻の生育種数 ・立はや

や減少したが，その後のl噴火活動の休止に伴い徐々に

回復し，現在ではほぼ以前の状態に戻ったと思われ

る。

{憂占極はアすアオサ ・アオノリ類 -イシゲ ・イロ

ロ ツルツル ・ マルJ~ フダラク ・ オゴノリ ツルシラ

モなどである。

上記の長崎周辺各地海岸で採集できる主な海藻をま

とめて挙げると以下のようになる。

緑言語類アナアオサ，リ ボンアオサ，ボタンアオサ，

ウスノTアオノリ，ヒラアオノリ，ヒメアオノリ ，ヒト

エグサ，アサミドリシオグサ，カイゴロモ，ホソジュ

ズモ，ジュスモ，ミドリゲ，ミル，ナガミル，ヒラミ

ル，クロ ミル，フサイワヅタ，ハネモ，アワミド リな

と。
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図3島原市海岸

褐藻類 :ムチモ，アミジグサ，シワヤハズ，ウミウ

チワ，コナミウミウチワ，シワノカワ，フトモズク，モ

ズク，イシゲ，イロロ，イワ ヒゲ，カヤモノ リ， カゴ

メノリ ，フクロノリ ，ハノfノリ ，アラメ，クロメ，ワ

カメ，ヒジキ，ウミトラノオ，アカモク，マメタワラ，

ヤツマタモク ，オオハモクなど。

紅藻類 -ウシケノリ，マルパアマノリ，ヒロハマ

ルバアマノ リ，スサピノ リ， ミルノベニ，ウ ミゾウメ

ン，フサノリ，カギノリ，カギケノリ，ヒメテ ングサ，

ハイテングサ，マクサ，オパクサ，ホソパナミノハナ，

ウスカワカニノテ，ビ リヒノ¥，ムカデFノリ，キョウノ

ヒモ，サクラノリ，マルパフダラク ，ツルツル，マツ

ノリ，コメノリ，ノ、ナフノリ，マフノリ，フクロフノ

リ，ミリン， トサカノリ，ユカリ，ヒ メユカリ，サイ

タ事イノてラ， イソダFンツウ，オコeノリ， ツlレシラモ， ミ

ソeオゴノリ，カノTノリ，オキツノリ，カイノリ，ヒメ

ヒシブクロ，タオヤギソウ，フシツナギ，カエルデグ

サ，スエヒロヒピダマ，カザシグサ，オオカザシグサ，

ケイギス， トゲイギス，アミクサ，エゴノリ ，ヒメウ

スベニ，ハイウスパノリ，アヤニシキ，カラゴロモ，ア

ヤギヌ，シマダジア，イトグサ spp.，ヤナギノリ，ミ

ツデソゾ，クロソゾ，コケモドキなと。

以上のように長崎は狭い地域に多 くの異なる海岸を

抱え，多様な海藻が多数生育している。筆者が学部学

生時にフィールドとしていた北海道忍路海岸や，大学

院生時代を過ごした室蘭チャラツナイ海岸に負けず劣

らず，すぐ近くに海藻が豊富に生育する海岸があり海

i決研究には適した地である。このめぐまれた地にいな

がら ，これまでわずかな研究しか行えずにいる筆者

は， この文を書いていながら反省至極である。

また筆者のIlRで見たかぎりにおいても造成工事によ

る自然海岸の減少による海藻の減少 (量的にも，種数

も)は明らかであり，貴重なこれらの海藻生育海岸も

将来はどうなってしまうか非常に危恨される。

(長崎大学水産学部7~~類増殖学研究室 〒 852長崎

市文教11可1-14) 
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渡辺信:第一回国際有毒藍藻会議(1stInternationa1 Congress on Toxic 

Cyanobacteria)に参加して。

富栄養湖沼で水の華を形成する藍藻類の中に，毒物

質を産生するものが存在しており，それらを含む湖沼

水を飲料した家畜や野生動物が大量に死亡した例が世

界各地に数多くみられている。最初の例はオーストラ

リアのアレキサンドリナ湖でおこり，藍藻Nodularia

spumigenaが大発生している湖沼水を飲んだ家畜が死

亡したという報告がFrancis(1876)によってなされた。

最近になって，英国，オーストラリア，ヨーロッパ諸

国で有毒藍藻類による被害があいついでおこったこと

から，各国政府も有毒藍藻類の問題をさけてとおるこ

とはできなくなり，社会的に大きな環境問題のーっと

認識されるようになってきた。

このような背景をうけて，日本でもなじみのあるコ

ペンハーゲン大学のMoes回 p教授が中心となって，第

1回の国際有毒藍藻会議がデンマークのボーンホルム

島のレネのホテルで 1996年8月20日から 24日の5日

間開催された。参加者はオーストラリアから 7名，プ

ラジルから 1名，デンマークから26名，英国から7名，

エストニアから l名，フィンランドから 15名，フラン

スから 4名， ドイツから 17名，ハンガリーから 1名，

日本から7名，ラトピアから2名，リピアから 1名，オ

ランダから 2名，ポーランドから 1名，ポルトガルか

ら2名，スウェーテ'ンから 3名，スイスから 5名，米

国から4名，とぴいりの数名をふくめて約 110名程度

であった。会議は初日の午前の「藍藻毒の地理的，空

間的，時間的分布」のセッションからはじまり， r藍藻

毒と毒の生産Jr有毒藍藻プルーム:生理生態学的考

察H藍藻毒の分析H藍藻毒の生態系での挙動H藍藻

毒の健康影響」の合計6セッションで41の口頭発表が

あり，さらに30のポスター発表があった。ホテルの大

会議室を l室借り切って，そこで一日みっちりといろ

んな分野での有毒藍藻の発表を聞き，論議をし，英語

の下手な私でも気楽に質問できる雰囲気で，楽しく交

流できた。

印象にのこった発表はドイツのDr.Dittmannとオー

ストラリアのDr.Neilanがおこなったもので，どうや

ら藍藻が産生する環状ペプチド毒物質，ミクロシスチ

ン合成に係るペプチド合成酵素にコードしていると思

われる DNAをさぐりあてたようである。生化学者と

組んで共同研究をおこなうべきであったと大いに反省

させられたところである。さらに，ミクロシスチンの

環境基準値を 1ppbとすることを提案したオーストラ

リアのDr.Falconerの発表も感銘をうけた。彼は実験動

物として内臓が人間とよくにているプタを使い，ミク

ロシスチンの慢性影響試験を行ったものであるが，投

与するミクロシスチンを確保するため，バキューム

カーをつかい一日数トンものアオコを採集し，濃縮

し，ミクロシスチンを抽出，純化したこと，実験動物

にされたプタもかなりあばれたらしく，けっとばされ

たり，かみつかれたり，さんざんな目にあったとのこ

とであった。その結果は，マウスを実験動物とした場

合と閉じであったということで，二度とプタを使うと

いう気は決しておこさないでくれるよう聴衆者にうっ

たえ，大笑いとなった。しかし，彼はとりあえず基準

値を 1ppbとしたものの， O.lppb，場合によっては0.01

ppbとする可能性も否定しきれていないことも示唆し

ており，今後大いに論議される所である。生態系の中

でのミクロシスチンの挙動や動物プランクトンへの影

響については，国立環境研究所からの2題の発表が注

目され，また東京理科大の長田博士らが開発したミク

ロシスチンを免疫学的に分析するELISA法も注目され

た。

会議の合間のコーヒープレークや昼食，夕食では

コーヒーやピールを飲みながら，楽しく交流し，最後

のパンケットでは真夜中まで飲み，踊り，歓談した。

次回は，来年 (1997)か再来年 (1998)の夏，米国ノー

スカロライナ州にある美しい沿岸のホテルでおこなう

ことを決議した。それまでに互いに競い会って，いい

成果をあげようと，新しい友人達と約束をしてわかれ

てきた。

本会議で発表されたものの多くはProceedings用原

稿としてMoes回 p教授に投稿されたが，厳密な審査を

経て，受理されたもののみが本年のPhycologia特集号

に掲載される予定である。

(国立環境研究所)
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幡野恭子:復活!関西藻類談話会(報告)

関西藻類談話会が， 1995年 12月9日(土)午後に

神戸大学理学部で開催されました。関西藻類談話会を

ご存じない方も多いと思いますが，この談話会は，藻

類を材料として研究を行っている関西および中国，四

園地方の方々の集まりです。現在60才代の先生方が若

かりし頃に行っておられた小人数の勉強会が発展して

今の談話会となったそうです。久しく会合が途絶えて

いましたが，関西，四園地方では藻類を扱っている研

究者が徐々に増えてきていることもあり，このたび研

究交流を行う場として 8年ぶりに復活いたしました。

談話会当日の参加者は約 50名でした。その所属は大

学，研究所，博物館，高校，水道局，水産試験場，漁

協などとさまざまで，退職された先生方から4回生の

学生さんまで幅広い年令層の方々にお集まりいただき

ました。高知や広島など，遠くからの参加もありまし

た。

発表者(敬称略)と講演題目は以下のとおりでした。

永井玲子(大阪大・理学部)Dichotomosiphonをめぐる

諸問題

峯一朗(高知大・理学部)紅藻の受精研究の現状

斎藤達昭(神戸大・理学部)Chlamydomonasにおける

シグナル伝達研究の現状

藤田裕子(京都大・農学部)水田における微細藻類の

分布と変動

永井先生はご自分の研究の道筋をたどりながら講演

されました。つぎつぎと出されるデータに惹き付けら

れていくようなお話しで，研究の発展の経緯がよくわ

かりました。終始，先生の研究に対する情熱が感じら

れ，私にとってはとても魅力的な講演でした。そのあ

と，峯先生，斉藤先生，藤田さんが現在取り組まれて

いるテーマに関して，これまでの経過や現状，これか

らの問題点などをおりこんで講演されました。進行中

の研究ということで，学会と違って講演中にも質問や

意見がとびだし，講演後にも活発な議論がおこなわれ

ました。今回いろいろな分野の話を興味深くきかせて

いただき，刺激を受け，私自身とてもよい勉強になり

ました。

講演後，今後の談話会の運営についての相談が行わ

れました。談話会創立時から関わっておられる先生方

からはじめて談話会に出席された方まで，話し合いに

加わっていただきました。その結果，談話会会場の世

話役と庶務関係の世話役をおき，年 1回程度談話会を

開催することになりました。次回の談話会は奈良女子

大学の野口先生にご協力いただき，平成8年 11月頃

に奈良女子大学で行う予定です。

談話会後，淡路島岩屋の神戸大学内海域機能教育

研究センター(旧理学部附属臨海実験所)に移動し

て，懇親会が行われました。移動中，神戸大学からJR

六甲道駅まで歩きましたが，震災のあとの更地が多い

のに驚きました。懇親会には 27名の参加がありまし

た。まず，ビールとお弁当で会食が始まりました。参

加者の自己紹介や活発な研究交流が行われる中，セン

ター長の榎本先生が自ら新鮮な魚をお料理されまし

た。鰭，鯵，鯛，穴子などが，塩焼きをはじめ，南蛮

づけ，煮付けとなって次々と登場しました。私は京都

でくらしており，ふだんはなかなか新鮮な魚を食べる

機会に恵まれませんので，この企画には感激しまし

た。複本先生の手さばきはなかなかのものでした。旧

理学部附属臨海実験所での研究経験があるという夢野

台高校の奈島先生と高知大学の奥田先生も調理に加わ

られ，見事な腕前を披露されました。お酒と海の幸と

ともに，活発に交流がおこなわれ，懇親会は延々と深

夜まで続きました。希望者はセンターに宿泊させてい

ただきました。

神戸大学の川井先生のお世話になりながら，私は

今回はじめて談話会の企画に携わりました。いきとど

かない点も多かったと思いますが，盛会に終わること

ができほっとしています。ご協力いただいた発表者の

方や神戸大学の先生方と学生さん，参加者の皆様方に

心から感謝いたします。そして，談話会を機会にして

藻類の研究の輸が少しでも広がっていけばと願ってお

ります。関西藻類談話会という名称、では関西以外から

の参加者に申し訳ないので，濠類談話会という名称、に

しようという意見もでています。これからも多数の

方々のご参加をお待ちしております。次回は秋の奈良

でお会いしましょう。なお，関西藻類談話会に関する

お問い合わせは以下の宛先までお願いいたします。

問い合わせ先:干 606-01京都市左京区吉田二本松町

京都大学総合人間学部自然環境学科

幡野恭子

TEL : 075-753-6854 FAX: 075-753-6864 

e-mail hatano@gaia.h.kyoto-u.ac.jp 

(京都大学総合人間学部)
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藤田大介 :第3回奥能登曽々木 ・真浦海岸海藻祭り 参加記

および第4回海藻まつりの御案内

平成7年3月26日の午前 11時から午後2時まで，

石川県輪島市の曽々木ふるさと体験実習館で海藻ま

つりが開催された。これは，輪島市内の曽々木観光協

会の主催によるもので，r美と健康は海からJを

キャッチフレーズに， 地元の海藻をふんだんに

用いた郷土料理が用意されたほか，海藻特産品

の販売や海藻標本の展示が行なわれた。会場に

は約百人の観光客が詰めかけ，披露された地元

の子供太鼓や八世太鼓を楽しみながら，日頃は

なかなか口にする こと のできない色とりどりの

海藻料理に舌鼓を打っていた。なお，笑際には

行なわれなかったようであるが，希望者があれ

ば，海藻和紙づくりの笑演販売も予定されてい

たということを，後でチラシでま日り，残念な こ

とをした。

料理の海藻メニューは，海藻シャブシャブ，

青さとすがなの串目， 若布ご飯，青さのj酒粕汁

の4品目が刺身とともに定食の中に盛り込ま れ

ていたほか，ハハノリの田舎味噌焼，カジメの

胡麻和え，カ ジメの酒粕漬け，海藻サラダ，抹

茶入りエゴ餅なども，バイキング方式で食べる

ことができた。このうち， 青さとあるのはウス

パアオノリで，スガナはホンダワラ類，カジメ

はツルアラメである。なお，昨年は弁当形式で，

各種のi海藻料理がすべて折り詰めされており ，

配置と種類をわかりやすく示したメニューが配

られたので，参考までに掲げておく 。

能登半島沿岸は，北陸地方の中で最も盛んに

海藻が利用されて きた地域であり o篠田

1994) ，貴重な海藻利用の文化を紹介しながら地

域の活性化を試みられている こと は，海藻を研

究している者としても大変嬉しい。会員諸氏にも参

加をお勧めする。

文 献

藤田大介 1994.能登半島における海藻の利用と文化.

富水試だより59:14-16. 
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環境の中の毒ーアオコの毒とダイオキ シンー

彼谷邦光著裳筆房干Ij 147ページ

定価 1442円 1995

本書は，環境"1'1でi!l!J御が困難で，かつ務ー性がきわめ

て強いアオコの毒とダイオキシンについて，それらの

性質，帯性，環境仁1"で、の挙1fijJなどについて，わかりや

すく解説したものである。

著者の彼谷博士の専門は天然物有機化学であるが，

有害物質の生体への作用機構にも造誌が深く，部境と

有毒物質が係わる分野をリードする第一人者である。

先生は， 一本筋のとおった人生観をもって研究生活を

営んでおり，なにごとにも謙虚さをもちつつも，強い

意志を示して対処しており， 7ir日頃から，現在山積み

している環境問題の本質的な解決には柔軟な若い頭脳

が必要であり，きたるべき 21世紀がilj竹、な文明となる

か1政局の文明となるかは，ひとえに今，大学や両校で

まなんでいる学生の双肩|にかかっていると，考えてい

る。本訟は彼のこのような痛切な思いをこめて執筆し

たものである。

本省ーは，いきなり恐屯の絶滅と人類の将来という辛

からはじまることで，すこしひ、っくりするが，人類が

これ以上生物の絶滅の加害者とならないように，さ ら

には第二の恐竜とならないように，アオコの毒とダイ

オキシンという例で訴えたいという著者の気持ちがよ

芳〈藻晶玉3ィ

く理解出来る主主である。第2:[，iで毒素をつくる藍藻類

について平易に説明しており，~藻類はなぜ~~!i色の謀

と呼ばれるのか，アオコはなにが峨いか等，読者の興

味をそそる設1::lmi~の語りかけをしている 。 このような

読者の興味をそそる語りかけは，第 3ijiアオコの517の

性質，第41戸アオコの毒の毒性，第 5草環境中のミク

ロシスチンとつづき，読者をあきさせず， 一気に読ま

せてしまう 。内容は本当にわかりやすいのみならず，

アオコの毒をめぐって社会的あるいは行政的にどのよ

うな動きがあるのか，研究者が必死に競いあっている

未知の部分はなにか，も知ることができる。さらに代

表的なアオコ務であるミクロシスチンの作用機構につ

いて著者独特の仮説を綻示している部分は圧巻であ

る。著者は，この本はあくまでも大学生や高校生を対

象にi!J:いたといいつつも，自分の専門以外はまったく

ポ人同然の仰究者も対象とし，あわよくば多くの研究

者をアオコのwの研究に参加させようというもくろみ

もあったではないだろうか。このような偏見でダイオ

キシンの項を読んでいくと，たしかにそのようなもく

ろみを!準じさせるところがあった。

「植物で (夕、イオキシンの)生体泌総が顕著に観察さ

れる例として，i;巣鎖がある。放射性同位元素で標識し

たTCDDを水に分散させ，7iI~類にとりこまれた放射能

を測定すると，明らかに生体il住縮が観察されるという

のである。ダイオキシンの藻類への取り込みや濃縮の

メカニズムはどのようなものであろうか。純物生理!学

の立場からも興味深い研究分野で、ある」

著者の挑発にのる学生や研究者が多くあらわれるこ

とを期待する。

渡辺信(国立環境研究所)

Seaweed Information Server 

(http : //seaweed.lIcg.ie/seaw巴巴d.hlml)

Michael GlIiry， Tom Larkinの両氏が運営する海藻に関するページ。

Algal Culture Collections， Books and sooksell巴rs，Check-list of the 

純白川E山……VER~ ~…ds (B山 MarineAlgae) ofBri川1川1し凶川川a出削¥1叩in.1i巴山 M山山山n問附刷0α叩!川1山 u山I叩0叩叩p仰巴

マ J- D巴partmentof sotany， University College， Galway， Galway， lrish Seaweed， 

The Marlin Ryan Marine Science lnslitllte， Pictllres 01' Galway Bay 

(S巴|巴clion)， Search AlgaJ Databases inclllding Database of Phycologists， 

S巴rverstatistics， Other sites of int巴rest，University College， Galwayなどの

1I!11yo・ctyon r・6叩 W¥t!lglonl 項目を含んでいる。このなかの AlgalDatabase Search (htlp: // 

Ttn，t叩 叩 叫 川 仰 凶 toDNA 巴aweed.ucg.i巴/search/searchchoice.hlm 1)では， Guiry氏が運営するメー
附 曲川町岡山1111:ln リングリストである ι GAE-Lのメンバー，世界のi賊 i研究者の検索

ができるほか， British/European Journal 01' Phycology (1982-1995)， Phycologia (1961-1995)およびProceedingsof 

the lnternational Seaweed Symposiaの掲載論文の検索ができる。
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動物の自然 史~現代分類学の多様な展開~

馬渡駿輔 (編著) 北海道大学図書刊行会

274pp.3，090円 1995

i築類の学会誌にl]!)J物関係の昔物の新刊紹介がなぜ?

と思われる方も多いと思う 。私がこの紹介を引き受け

たのは，編著者の馬i度氏が藻類学会員である(つまり

会員の出版物)ということもあるが，本古ーのiI，l)作意図

である「多様性の学問の面白さをなんとか広 < 1止の ~I'

の人達に知ってもらいたい」という姿勢に共感を覚え

たからでもある。

本占の編著者である馬渡氏はコケムシ類の分類の専

門家であるが，多様性の学問，とりわけ我が国におけ

る分類学あるいは分類学研究室の置かれている現状に

強い危機感を抱き，機会を見つけては分類学の而佐l

さ・重要性を広く世間にアピールしようと努力されて

いる。本f!?の出版もそのような一連の活動の一環とし

て位置づけられると思う 。

本当は「動物の自然史Jというタイトルであるが，

副題にあるようにほとんどが動物の分類 ・系統あるい

はその方法論に関係した内容である。16名の著者によ

るオムニパス形式の構成となっている。構成として

は，体系分類 (第「部)，種分類 (第J音11)，系統解析

の理論と笑際 (第、苦11) という各論の古11分が，編者自

身の執筆による現代分類学の問題点 (第。部) と分類

学はこれから何をするのか (第・部) によってちょう

どサンドイツチされたような形になっている。第「部

はいくつかの分類併についてそれらの分類が抱える個

別の問題に関するレビューである。従って，それらの

動物の分類群に馴染みのない者にと っては内容をフォ

ローするのが大変ではないかとの印象を受けた。第」

29 

部，~1 、部になるとそれぞれの研究者が自分の研究内

容について熱心に諾っており (それぞれの紙数は少な

いが)，話もぐっと只体的になり引き込まれる。特に，

全長たった Ilkmという砧における 4種類の陸産員数

の税分化の歴史を，形態観察， フィールド司.~査， 分子

系統学的手法により II)'Jらかにしていく話題などは推理

小説のような而白さを覚えた。この他にもイリオモテ

ヤマネコと大陸の約の系統関係に|対する研究の紹介，

など興味深い トピックがそれぞれ紹介されている。ま

た著者が複数であるから当然と 言えは当然だが，分

類 ー系統学の方法論に関するそれぞれの所究者の考え

方の.i.!ilいが，直J妾自力あるいはli¥]接的に読みとれてそい

ういった意味で‘もそれぞれの話題を読み比べる ことは

楽しい。縦者自身による第。帝11， 貫5・部は分頒学に関

して，1図鑑を作ることが目的の学問だ」ぐらいのおぼ

ろげながらの認識をしている (あるいは意図的にそう

考えている)人達への啓蒙の草である。本書は，動物

を扱った13物であるが，分類や系統に|均する考え}jは

当然， i築類分類と共通する部分もあり，そういった意

味で，具体例と共にいろいろな考え方が提出されてい

るこの本は分類学 ・系統学のあり方，方法論について

枚々な人達に考えるきっかけを与えてくれるのではな

いかと 期待される。

さて，ところでこの「動物の自然史Jの出版される

前年には「植物の自然史Jが出版されている。こちら

も植物の分類学の魅力を若い人達に伝えたいとのな図

から企画されたものであるという 。7巣類を材料とする

研究者は必ずしも少ないわけではないが， 1止の中のi築

類にi刻する認知|の程度はまだまだ低いのは事笑であろ

う。務類学会では企画委員会を中心に謀学の啓蒙のた

めの方策をいろいろと考案 ・実行していただいている

が，i決類学会としても これからもいろいろと I菜類の面

白さを世の中にアピールしていく必要カfあるであろう

という思いをこの本を読んで強くした次第である。

原i口健雄 (北海道大学)

The Tree of Life 

The Tree of Life 受〈藻類関連らィ (hllp : //phylogeny.arizona.edu/lree/phylogeny.htmり

アリゾナ大学で運営 している生物系統と多様世にIYdするページ。ウイルスを含むすべての生物群を網羅する

データベースの機築をめざしている。兵核生物，ミトコンドリアをもっ其核生物，クラウン生物の順に系統樹を

クリ γクしていくと，緑色純物とアルベオラータ (i1柏戦!毛泌を含む)とストラメノパイル (黄色純物を含む)な

どの藻類の最新の解説にたどりつく 。紅藻，クリプト藻についての説明はまだない。
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学会・シンポジウム情報
学会やシンポジウムの案内もインターネッ トを通じて流される ことが多くなってきました。イン空 ーネ ット

を使用できる環境も整ってきたようですから、直媛アフセスできる方のためにURしを併記することにしました。

1996年4月16-19日:第7回国際応用藻類学会議

International Association 01 Applied Algology， 7th 

International Conlerence， South Alrica (43巻 l号 ，次

ページ)

1996年4月27-28日:THE 35th ANNUAL NORTHEAST 

ALGAL SYMPOSIUM， Woods Hole， Massachusetts， Greg 

Boyer， Faculty of Ch巴mistry，SUNY-College ofEnvironmental 

Sci巴nceand For巴stry，Syracuse NY 13210 01' Carolyn Bird， 

lnstitllt巴 forMarine Biosciences， National Res巴archCOllncil 

Canada 1411 Oxford Street， Halifax， N.S. Canada B3H 

3Z 1 (http://m巴gasun.bch.lImontreal.caJis巴p/neas.html)

Stud巴ntand professional talks: Satllrday mOI日ingto Saturday 

afternoon. Rob巴rtAndersen， on B ioDiv巴rsityand AIga巴.

SlInday: Applied aspects of phycology. Brown tid巴

(AlIl巴OCOCCllSanophagefferens) problem. Friday巴venmg

concert by th巴Yal巴Univ巴rsitySchool of MlISic， and the 

second annual Martha's Vin巴yardbicycle ride on SlInday 

afternoon. 上記 URLから抜粋)

1996年5月27日-6月1日 第 7回クラミドモナス細

胞・分子生物学国際会議 (43巻3号249頁参照)(ht叩 /

/www.lIni-regensbllrg.d巴/aktllelles/chlamyconf.html)

1996年6月10日-24日 MARINEBOTANY: The 

Systematics & Ecology 01 Marine Plants Shoals Marine 

Lab. Dr. Zechman， Department ofBotany， Duke University， 

Box 90338， Durham， NC 27708. E-mail 

zechman@acpllb.dllke.edu T，巴lephone:(919) 660-7370. 

(http://www.sml.comell.edll/) 

Semester Credits Earned: 4 (through巴itherCorn巴11University 

orthe University ofNew Hampshir巴)Cost: $1，795 (Financia 

Aid is available for qualified students) 

lntroduction to the benthic and planktonic plants of the 

oceans， with an emphasis on the seawe巴dsof th巴 Gulfof 

Maine. Stlldents have a lInique opportllnity to study the 

diverse marin巴 algalf10ra of th巴 Tslesof Shoals during two 

we巴ksin a pristine marine environment six miles olf the 

Maine and New Hampshil巴coasts.L巴ctllresinclude a surv巴y

of the different groups of marine algae and vasclllar plants， 

and an introduction to the ecology of producers in di fferent 

marine ecosystems. Fi巴Idand laboratory exercises includ巴

coll巴ctionand indentification of local macroalga巴，

measur巴m巴ntsof productivity，巴xp巴rimentaldesign lIsing 

intertidal macroalgae， tid巴poolsurv巴ys，and individual fi巴Id

projects. Additionally， stlld巴nts1巴adand discuss published 

res巴archpapers on the systematics and ecology of marin巴

plants. As part of individual and grollp projects， stud巴ntsare 

involved with int巴日SIV巴 fieldwork concentrating on intertidal 

commllnities. (J二記 URしから抜粋)

1996年 6月25-28日Asia-PacilicConlerence on 

Science and Management 01 Coastal Environment， 

Hong kong. Res巴rchc巴ntre，The Hong Kong University of 

Science and Technology 

Scienti fic Th巴mes:l. Coastal Ecology and Wetland， 2 

PolJution， 3. Environmental h巴althand Marin巴

Biotechnology，4.Resourc巴sManagem巴nt

連絡先 TheConference Secretariat， Asia Pcific Conference 

on Scienc巴&Managem巴nt01' Coastal Environm巴nt，c/o 

Research Centre， The Hong kong University of Sci巴nceand 

Technology， Clear Water Bay， Kowloon， Hong kong 

T巴1:+853-2358-6920，Fax:+852-2358-1334， E-

mail:ENYIR096@USTHK.UST.HK 

1996年7月14-19日 アメリカ藻類学会 50周年記念

大会 50thAnniversary Meeting 01 the Phycological 

Society 01 America(http://m巴gasun. bch.lImon treal.ca/isepl 

cruz.html) 

Univ巴rsityof California， Santa Cruz. Prof. Lynda Go仔，

Departm巴ntofBiology， Earth and Marine Science BlIilding， 

University of California， Santa Cruz， CA 95064， tel:( 1) 408 

4592832， fax(l) 408 459 4882， email: goff@orchid.ucsc.edu 

1996年月 7日21-26日:第1回アジア ・パシフィ ック藻

類フォ ラム AsianPacilic Phycology Forum (43巻3号

参照)(http://megぉun.bch.umontreal.caJisep/king.html)

1996年B月9-13日:第11回国際進化原生生物学会

1什1thBiennial meeting 01 the International Society lor 

Evolutionary Protis剖to削ology(1陪SEP門)Uni川Ive印rs幻it尚証tzuK凸ω仙仙In (μ43 

巻 l号)(小ht叩tゆp:/I川/ハ134.95.209.481川l川n附1

meLkon川1刊ian/is巴pll.html)

1996年8月11-18日:第1回ヨーロッパ藻類会議 1st 

European Phycological Congress (43巻 2号)(http:// 

1 34.95.209.48/institute/botanik/bot 1 1m巴Ikonian/epcI.html) 
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1996年9月1・7日:第14回国際珪藻シンポジウム(東 連絡先:AlanWarren， Secretary BSSP， Dept. of Zoology， 

京)14th International Diatom Symposium (43巻2号) 明記NaturaIHistory Museum， Cromwell Road， London SW7 

(ftp : //ftp.ndu.ac.jp/pub/l4th_IDSでセカンドサーキュ 5BD， UK. Fax + 44 (0) 171 938 8754; email 

ラーを入手できます。 a.wa町en@nhm.ac.uk

1996・TOKYO，JAPAN 

セカンドサーキュラーから

A tentative outline of topics of出eSymposium: Taxonomy/ 

Systematics， Morphology， Cytology， Physiology， Life Cycle， 

Biochemistry， Ecology， Toxicology， Genealogical Evolution， 

Paleoenvironment， Paleoecology， Stratigraphy， Molecular 

Biology， Environmental Assessment， Industrial Techniques， 

Forensic Science， Science Education， etc. 

1996年10月:第8回国際カルチャーコレクション会議

8th International Congress of Culture Collections (ICCC-

山川， Baarn， Netherlands (43巻l号)(http・/1

www.wdcm.riken.go.jp江CCC8η

1996年9月 10・ 11日 EvolutionaryRelationships 

Among Protozoa : A Joint meeting of the British Section 

of the Society of Protozoologists， The Linnean Society and 

the Systematics Association 

Warren， Secretary BSSP， Dept. of Zoology， The Natural 

History Museum， Cromwell Road， London SW7 5BD， UK. 

Fax + 44 (0) 1719388754; email a.warren@nhm.ac.uk 

Titles (1996年 l月現在): The molecular phylogeny of 

protozoa: solid facts and uncertainties. The use of 

ultrastructural techniques in the study of protozoan and 

evolution. Methods of mol巴cularphylogeny for 

reconstructing deep-branching phylogenetic relationships. 

Evolution紅yr官lationshipsamong microsporidia. Molecular 

systematics of deep-branching protozoa. Enzymes and 

organelles of central metabolism -a specialωseineuk紅 yotic

evolution? Hydrogenosomes and plastid-like organelles in 

anaerobes. Origin of plastids. Proteinases and taxonomy. 

Mol巴cularsystematics of intestinal amoebae. Relationships 

between pathogenic and non-pathogenic amoebae. 

Kinetoplastida. Relationships between A合ican仕ypanosomes.

Organelle and enzyme evolution in trypanosomatids. Cyst-

forming coccidia. Plastid-like DNA in apicomplexans. 

Evolution in karyorelictids and their relationships with other 

ciliates. Molecular systematics and ecology of ciliates. 

Phylogenetic relationship of myxozoans. Relationships 

betw伐 nprotozoa and lower fungi. Cho組 ozoa佃 d血eorigin

of町 malsand fungi. Classification of protozoa -the current 

status. 

1997年8月10・16日:第6回国際藻類学会議 6th 

International Phycological Congress Leiden， The 
Netherlands (43巻 1号)

1997年6月25-29日:第8固有毒藻類国際会議VIII

INTERNATIONAL CONFERENCE ON HARMFUL 

ALGAE， VIGO， SPAIN 

Bea甘izReguera. Conference Coordinator. VIII International 

Conference on Harmful Algae， Instituto Espanol de 

Oceanografa， Aptdo 1552. 36280 Vigo. Spain. 
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llzztfeal 英文誌 43巻4号掲載論文和文要旨

川井浩史*・徳山雅士**.コンブ類の胞子体に内生する新属新種の褐藻 Laminarionemaelsbetiae (シオミド

ロ目)

褐藻シオミドロ目シオミドロ科の新属新種Laminarionemaelsbetiae (和名:コンブノイト)を北海道室蘭から

記載した。本種はマコンブの胞子体の形成表皮，亜皮層に網目状に内生するほか皮層，髄層にも陥入する。宿主

の藻体表面には褐藻毛だけが突出する。自然藻体では成熟したものは見いだされなかったが，シャーレ内での単

藻培養では形態的に異なる三種類の生殖器官が観察された。これらのうち大胞子嚢は20℃より低い温度の長日，

短目条件下で栄養細胞から直接変成して形成され，長さ 50凹1，直径 10問1で，それぞれの胞子嚢中に一つの大

きな鞭毛を持った大遊走細胞を生じた。小胞子裂は分枝しないか時に分校する線状また件披針形で 15"C以下の

短日条件で生じた。単子議は不規則な形態で長さ 60・75仰し直径40-45阿1で5・15"Cの短日条件で形成された。大

遊走細胞と小遊走細胞の聞で接合はみられなかった。コンブノイトとマコンプや Saccofhizadennatodeaの若い胞

子体との2員培養ではコンブノイトはいずれの宿主にも侵入し，自然藻体と同様の状態で内生し，宿主の形成表

皮層内で大胞子嚢を形成した。 (*657神戸市灘区六甲台町 1・1神戸大学内海域機能教育研究センター，柿088・25

北海道別海町明治乳業西春別工場)

治国道夫*・工藤利彦 H ・川口栄男***. Michael D. Guiry山*: W. H. Harveyによって日本から記載された紅

藻の選定基準標本の指定 | 
江戸時代末期に， Perry艦隊と Rodgers艦隊によって日本で採集された海藻標本は， 'Harvard UniversityのAsa

G町からダプリンの T耐 tyCollegeのHarveyに送られ，調べられた。 Harveyは1857年と 1860年にラテン語の

短い記載文を発表したのみで，詳しい記載や図の原稿は完成しなかった。上述した標本の多くは， Trinity College 

の標本庫に保存されており，また，ロンドンの NaturalHistory Museumにも保管されている。今回，紅藻の標本

を観察し，必要な場合には選定基準標本を指定したoPO加納oniasti.叩'soniiHarveyをEnelittosiphonia属へ移し，

E. stimpsonii (Harvey) Kudo et Masudaの新組み合せを提唱した。マキイトグサに対して従来使われていた E.

hakodatensis (Yendo) Segiはシノニムとなる。最近まで注目されることがなかった，Polysiphonia flabellulata Harvey 

は， 6個の周心細胞をもっ特徴的な種であることが分かり，和名をヒメオオギイトグサとした。 Caulacanthus

compressus Harveyをハナフノリ Gloiopeltiscomplana臼 (H紅 vey) Yamadaのシノニムとした。 Wrangeliatanegana 

HarveyとW.tayloriana Tsengが同一種であることを確認し，後者を前者のシノニムとじた。ランゲリアの学名に

は，W. taneganaが使用されるべきである。 (*060札幌市北区北 10条西8丁目北海道大学大学院理学研究科生物

科学専攻， **062札幌市豊平区西岡 3条7丁目札幌大学生物学研究室，帥*812福岡市耳刻区箱崎6-10-1九州大学農

学部水産学科， ****The Martin Ry加 MarineScience Institute and Department of Botany， Uni句rsityCollege Galway， The 

National U凶versityof Ireland， Ir官land)

Niels Daugbjerg* .同vindMoestrup **. Peter Arctander金:rbcL遺伝子に基づくプラシノ藻網とベディノ藻

網(緑色植物門)の属の系統関係

分子系統学的な手法を用いて，プラシノ藻綱の 12属，ペデイノ藻綱の2属の系統関係を調べた。本研究は，葉

緑体にコードされるルピスコ遺伝子の大サプユニットの1094塩基対を最尤法とLogDettransfonnation分析を用い

て解析したものである。 2種類のシアノバクテリア (AnabaenaPCC7120とAnacystisnipulans)と1種類のプロク

ロロン類 (Prochloro制 xhollandica)の相同な配列も含めて解析した結果，マミエラ相撲核緑色植物のもっとも

原始的なグループというよりは二次的に退化した生物群であると考えられた。Micromo，naspusillaの系統的位置は

明確ではないが，rbcLに基づく解析の結果は本種がマミエラ科に近縁であることを示唆している。形態的には大

変異なっているが，PycnococcusとPseudoscoUI古'eldiaは近縁であり，後者はピクノコカス科に含まれるべきであ



33 

ることが示唆された。最初と 2番目のコドンに基づいて系統樹を構築するとマミエラ科，ピクノコカス科，ハロ

スフェラ科，メソステイグマ科が単系統群として認識される。一方，クロロデンドロ科は多系統であるように考

えられた。しかしながらこの分岐パターンはブートストラップ解析によって支持されてはいない。 LogDet

transformation分析においてもマミエラ科の種 (Micromonaspusillaを含む)とペデイノ藻類との近縁性が示唆さ

れた。プラシノ藻網内の属の分岐パターンは高い確率で解析されなかった。 rbcLの進化速度はプラシノ藻網より

もペデイノ藻網において緩やかに進化してきたことが示された。 (Departmentof Population Biology， 

Universitetsparken 15，2100 Copenhagen 0， Denmark: **Department of Phycology， Oster Farimagsgade 2D， DK-1353 

Cope凶 agenK， Denmark) 

Anika S. Mostaert* • Ulf Karsten**・RobertJ. King合:紅藻 Caloglossaleprierii (イギス目)の塩分濃度の

ストレスに対する生理的反応

海域，気水域，淡水域から単離した Caloglossaleprieriiは幅広い細施生存率と成長率に反映される高い塩分耐

性を有し，浸透圧調節は主に K+， Cl-の蓄積と能動的な Na+の排出に依存している。これらのイオン濃度は相当

程度 (67-94%)内部の浸透圧に貢献している。有機物の浸透圧調節物質のマンニトールの波度はすべての個体群

で塩分濃度に強く依存していた。マンニトールは細胞内の浸透圧については無機イオンより低い貢献しかしてい

ないが，それでも浸透圧調節では大きな役割を果たしている。三つの単離株につき塩分濃度とそれらの生活環境

の観点から論じた。 (*SchoolofBiological Science，百leU凶versityofNew South Wales， Sydney， 2052， Australia，紳Max・

Planck-Instutute for Marine Microbiology， Fallrenheitstrasse 1， D・28359，Germany) 

日isaR. Parodi • Eduardo J. Caceres :緑藻の一新種 Cladophorasurera (シオグサ目)の生活史

アルゼンチン，プエノスアイレスの南部からシオグサ属の新種Cladophorasureraを記載するとともにその生活

史につき研究した。本種は配偶体 (n=24)と胞子体 (2n=48)の間で複相で同型の世代交代をする。他の淡水産の

種(c.Suhriana， C. caJlicoma)も本種と同様の生活史を示すが，その核相において異なる。本種の藻体は形態上の

変異に富み，流れの速いところでは単位面積当たりの枝の数が増え， C. vagabunda， C. glomerata， C. laeteviI田 s，C.

brasiliana， C. daJmatica， C. vadorum， C. rivularisなどの種に似るが，頂端の細砲の直径において明らかに区別され

る。 24/48という核相のレベルの報告はシオグサ目では初めてである。自家受精は一般的にみられ，一つの配偶

子の中の配偶子同士が放出前に接合することもある。接合は一方の配偶子の内容物が他方に移る，ゆっくりした

異形接合と同様におこる。その後，減数分裂により 4鞭毛の遊走子を生じる。 (Laboratoryof Non-vascular Plants， 

Departrnent of Biology and Biochemistry， Universidad Nacional del Sur， 8∞o BaiJia Blanca， Argentina) 

Giuseppe C. Zuccarello*・JohnA. West** :紅藻 Bostrychia (フジマツモ科)における交配実験。 1.北米

太平洋唱大西洋沿岸産 B.radicans 

Bω町'chiaradicans は広く熱帯，温帯のマングロープや塩湿地の植物に付着する紅藻である。北米のほほ同じ

緯度の太平洋，大西洋沿岸において採集を行った。これらの2つの沿岸域の聞での生殖的隔離の程度を明らかに

するため，両地域から得た培養株につき交雑実験を行った。一つの四分胞子嚢に由来する雌雄の配偶体はすべて

交配可能であった。メキシコ太平洋沿岸北部の 1500kmにわたる沿岸で採集されたものはほとんど相互に交配可

能で護果を形成し，健全な果胞子を放出した。 monosiphonousな枝の有無という形態的な特徴で区別される 2種

(B. radicans， B. moritziana) と同定される培養株の問でも交配がみられた。合衆国大西洋沿岸に由来する培養株で

はさまざまな程度の生殖的隔離がみられた。そのうち幾つかの株は近くで採集されたものを含め，ほとんどの株

と交配しなかった。一方，おなじ地点(ノースカロライナ)に由来する別の株(サウスカロライナ)では交配が

みられた。サウスカロライナから採集されたある株はメキシコ太平洋沿岸の株と交配し，四分胞子袋を形成した

が，放出された胞子は生存しなかった。一部の交配不能の株では偽嚢果を形成したが健全な果胞子体の発達はみ

られなかった。ある種における生殖的な隔離に関する一般化した議論は，それぞれ異なった古気候学的な歴史や

創始者効果，間有の分散にかかわる事柄を反映しているそれぞれの個体群の聞での違いを考慮して行う必要があ

る。(*Dep紅回entof Biology， University of Califomia Santa Cruz， CA 94720， U.S.A.，紳SchoolofBotany， University of 
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Melbourne， Parkville， Victoria 3052， Australia) 

Ulf Karsten* • Christian 80ck“・ JohnA. West*** : 13C-NMRによるマングローブの紅藻 Bostrychiaと

Stictosiphonia (イギス目)の有機浸透圧調節物質の解析

世界各地から集められた紅藻 BostrychiaとStictosiphoniaの自然藻体，培養藻体について 13C-M.ほと HPLCを

用いて浸透圧調節物質として働く D-ソルピトールとズルシトールと h巴terosidedegeneasideにつき調べた。すべ

ての藻体がD-ソルピトールを含んでいたがズルシトールと heterosideの存在は多様であった。そのため BostJychia

とStictosiphoniaでは異なるタイプの低分子炭水化物の存在様式がみられた。 D-ソルピトールの存在はこれらの

属の有効な化学分類上の特徴であり，他の紅藻ではこの物質の存在はみられない。これらの属でズルシトールが

みられない場合，それはそれらのサンプルの地理的な由来と関係があると思われ，熱帯産の株は両方の糖アルコー

ルを含んでいたのに対し冷温帯産のものではD-ソルピトールだけがみられ，また暖温帯産のものでは両方のタイ

プがみられた。これらの結果はズルシトールの生合成経路の温度感受性と関連づけて論じられる。しかしイギス

目の藻類の主たる光合成産物である digeneasideの持つ生物学的な役割については未だににはっきりしていなし、

(*Max Planck Institute for Marine Microbiology， Fahrenheitstrasse 1.， D-28359， Bremen， Gennany，材UniversityofBremen， 

Institure of Experimental Physics， D-28259， Bremen， Gennany， ***School of Botany， University of Melbourne， Parkville 

3052， Victoria Australia) 

Allen W.J. Frazer*・MurrayT. 8rown** :紅藻 Porphyracolumbina (ウシケノリ目)の異なる温度，光量，

窒素・リン酸濃度条件に対する反応

紅藻Porphyracolumbinaを員殻を基物として培養すると，温度，光量，窒素・リン酸濃度のすべてが成長速度

に大きな影響を与えた。低い光量下では15'(;と8'(;で成長速度が最大となった。この温度・光量の条件は南ニユア

ジーランドの海岸でみられる亜潮間帯での条件に近いものであった。窒素は自然条件で期待されるよりはるかに

高い濃度で成長を促進したが， 120同叫んまたはそれ以上では阻害的に作用した。培養の条件，特に光量と温度

は相互に関係がみられた。殻胞子嚢の形成はいずれの条件下でも日長条件を 10時間明期 14時間暗期の条件に設

定して 14日目にみられた。南ニュージーランド産の P.columbinaのコンコセリスの培養にもっとも好適な培養条

件は水温約 15'(;，光強度 10-50同101mセー1で海水の窒素濃度を 100阿101/L以上であった。 (*Ministryof Fisheries， 

Private Bag 1926， Dunedin， New Zealand，料'Universityof Plymouth， Department of Biological Sciences， Plymouth， PLH 

8AA， Devon， U.K.) 
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EτI 学会録事 l
l 評議員の交代

1995年 12月31日付 けをもちまして，本会評議員で

あります三本菅普Hi':l氏 (東北地区)および野崎久義氏

(関東地区)がそれぞれ関東地区，東京地区へ転出され

たため評議員を辞任されました。従いまして，本会会

則の付則第 4条により ，次点の谷口和也氏 (東北地

区)，吉崎誠氏 (関東地区)に評議只に就任していただ

くことになりました。なお，任期は前任者の残余期間

である 1996年 l月l日-1996年 12月31日までとなり

ます。

2 秋季シンポジウム

日本藻類学会秋季シンポジウムは，rのりの魅力と

将来jとい うタイ トルで 1995年 10月27日東京の KKR

ホテル東京にて開催された。「将来ののり養殖(三浦昭

新入会

A 口

五 貝

泌氏)Jrのりに秘められた機能性(野田宏行氏)Jr珍
しいのりの食べ方 (大房剛氏)Jの3つの話題提供がな

され，その後「のりの555を語るJと題したパネル討論

が行われた。本シンポジウムの開催にあたっては，水

産庁から後援をしていただいた。また，全国海苔問屋

共同組合連合会，全国力11工海苔共同組合述合会，全国

漁業共同組合連合会，全国海苔貝類漁業共同組合迎合

会，海苔産業tIIi造改革委員会の言者団体からは共催とし

てのご協力を符た。また，その他多くの方々からの協

賛をいただいた。東京水産大学の有賀祐!路氏にはシン

ポジウム|井HU;のためにご尽力いただいた。以上の方々

に，謹んで感謝いたします。

異 動

Rin
四角形
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住所変更・勤務先名称変更・電話番号変更
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Eト報
本会会員 斎藤昭二氏は去る 1995年2月7日逝去されました。謹んで哀悼の意を表します。 日本藻類学会
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日本藻類学会和文誌投稿案内

1.編集の方針と投稿資格 本誌には藻学に関する未発表の和文論文，短報，速報のほか，総説，大会講演要旨，

藻類に関する企画および投稿記事(採集地案内・分布資料・新刊紹介・シンポジウム紹介，学会事業案内など)を

掲載します。論文および短報は和文誌編集委員会(以下編集委員会)が依頼する審査員による審査を経たのちに

編集委員長によって掲載の可否が決定されます。速報およびその他の投稿原稿の掲載の可否は編集委員長と編集

委員会で判断します。なお，編集委員会が依頼した場合を除いて，投稿は会員に限ります。共著の場合，著者の

少なくとも一人は会員であることが必要です。

11.制限頁 論文は刷り上がり 10頁，総説 16頁，短報4頁以内を無料とします。頁の超過は制限しませんが，超

過分については超過頁代が必要です。その他の報文，記事については，原則として2頁以内を無料としますが，編

集委員会の判断で6頁を上限として超過を認めることがあります。速報は2頁以内とします。速報は超過頁と同

じ扱いになりますので有料です。 2∞o字で刷上がり 1頁となる見当です。そのほか，折り込み頁，色刷りなどの

費用は著者負担となります。

111.原稿執筆・投稿要領 原著論文および、短報は下記の様式に従って執筆し，オリジナルの原稿と図表各 1組と

それぞれのコピー 2組(写真を含む図版はこれを写真複写したもの。電子複写は不可)を編集委員会に提出して

ください。その他の報文については特に様式の制限はありませんが，最新の号を参照し，必要に応じて編集委員

会に問い合わせてください。また，原稿の種類を問わず，次の規則に従ってください。 1)テキストファイル形式

で保存できるワードプロセッサーを用いて作成し， A4用紙に 1行40字， 25行で印刷する。 2)当用漢字，新かな

づかいを使用する。 3)句読点は I，Jと loJを用い， I、」や I.Jの使用は避ける。 4)学名と和名の使用:新種

記載や学名の使用は最新の国際植物命名規約に従い，和名にはカタカナを使用する。 5)本文中ではじめて使用す

る学名には命名者名をつける。また，属と小名には下線を引き，イタリック指定をする。 6)単位系と省略表記:

SI単位を基本とします。原稿中で使用できる主な単位と省略形は次のとおりです(時間 :hr，m泊， sec，長さ :m，

cm，阿1，nm，重量:g，mg，容積 :I，ml，温度:'C，波長 :nm，光強度:lux， IJE・m'2s・'，Wm，同101・m.2s"など)。

そのほか，執筆にあたっては以下の投稿原稿の構成およびワープロ入力の注意の項を参照してください。

投稿原稿の構成 原著論文は，1)標題， 2)英文要約， 3)本文， 4)引用文献， 5)表と図およびその説明(英文)

の順にまとめてください。短報は本文の構成が異なる点を除いて，原著論文に準じます。

1.標題と要約欄外見出し(和文25文字以内)，標題，著者名，所属，住所，著者名(和文)，英文標題，英文

要約 (200語以内)，英文キーワード (5-10語，アルファペット順，著者名(英文)，宛先(英文)の順に記入し

てください。

2.本文 論文は原則として緒言，材料と方法，結果，考察(または結果と考察)，謝辞で構成されます。短報で

はこれらの項目を区別せず，一連の文章にすべてが含まれるように構成してください。原著論文，短報とも必要

に応じて図(線画や写真)や表を用い原稿中にそれぞれ挿入を希望する位置を指示してください。本文中での

文献，表および図の引用は次の例に従ってください。

・・・・が知られている (Yamada1949， Yamada釦 dYamada 1950， Yamada et a1. 1951)。岡村 (1907，p.6) 

は，・・・・を示している・・・・の大きさには地域により明瞭な差が認められる (Table3)。

3.引用文献 本文中で引用したすべての文献を著者名のアルファベット順に列挙してください。原著論文と単行

本，叢書中の分冊等では引用の方法が異なります。下記の例にならってください。



(単行本)
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岡村金太郎 1936. 日本海藻誌.内田老鶴園，東京.

Christensen， T. 1994. A1gae. A taxonomic Survey. AiOPrint Ltd.， Odense. (著者，出版年，標

題，出版社，出版社の所在地の順)

(単行本中の l章) 有賀祐勝・横浜康継 1979.光合成・呼吸の測定.p.4¥3-435.西淳一俊・千原光雄(編)藻類

研究法，共立出版，東京.

Drebes， G. 1977. Sexuality. p.250-283. In: D. Wemer (ed.) The Bidogy of Diatoms. Blackwell 

Sci. Publ.， London (著者，出版年，引用した章の標題，同掲載頁，編者，単行本標題，出版

社，出版社の所在地の順)

(叢書中の分冊Krammer，K川Lange-Bertalot，H.1986. Bacil加iophyceae.1. Teil : Navicu I aceae. In : Ettl， H.， Gerloff， 

1. and Heynig， H. (eds.) Susswasserflora von Mitteleuropa. No.2f1. Gustav Fischer， Verlag， Stuttgart 

(著者，出版年，引用した章の標題，編者，単行本標題，版番号，分冊番号，出版社，出版

社の所在地の順)

(雑誌中の 1論文) 筒井功・大野正夫 1992.和歌山県白浜産クロメの成長・成熟と形態の季節的変化.藻類40:

39-46. (著者，出版年，論文標題，雑誌名，巻，同掲載頁のl碩)

Yoshida， T. and Silva， P. C. 1992. On the identity of Fucus babingtonii Harvey. Jpn. J. Phycol. 40: 

121-124. (著者，出版年，論文襟題，雑誌名，巻，同掲載頁の}II買)

4.表と図.および説明 表と図は印刷版下として使用しますので原寸大で作成してください。印刷頁は2段組み

で幅 14cm，1段で幅6.6cm，縦20.4cmです。表，図ともに説明のためのスペースを含めて印刷範聞に収まる

ように作成してください。写真は光沢印画紙に鮮明に焼き付け，不要なスペースをカットしてレイアウトしてく

ださい。図や写真には倍率を示すスケールを入れ，必要に応じてレタリング用の矢印や文字などを貼り付けてく

ださい。表の罫線は横線のみを用いるようにしてください。表，図ともに，脱落防止のためにカバーをつけ，そ

の下端に著者名，図の番号を記入してください。送付にあたっては，厚手の紙で保護してください。

IV. ワープ口入力の注意 本誌は D胃 (DeskTop Publishing) によって作成されます。掲載が決定された後，最

終原稿のファイルが保存されたフロッピーディスクを堤出していただき，編集委員会ではこれを用いて印刷版下

を作成します。したがって，あらかじめ，テキストレベルでデータ互換が保障された(テキストファイル形式で

ファイルを保存できる)パーソナルコンピューター上のワードプロセツサーまたはワープロ専用機で原稿を作成

するようにしてください。互換性が不明な場合は編集委員会までお問い合わせください。編集作業を円滑に行う

ために，原稿作成にあたっては次の点に注意してくださるようお願いします。J)学名や英単語の区切り以外には

スペースキーを使用しない。 2)段落行頭や引用文献の字下げにはワープロのインデント機能を使用する。 3)改

行(リターンキー)の使用は段落の終わりだけに限定し， 111'ごとの改行の挿入はしない (DTP編集では，改行

コードの有無で段落を判断します)0 4)数字とアルフ 7ベットはすべて半角で，カタカナは全角で入力する。 5)

ギリシャ文字や独仏，北欧文字を他の文字で代用しているときは，出力原稿中に赤鉛筆でその旨明記する(例:

Uをu，μをu，eをe，sをB，のを Oで代用など)0 6)数学記号などの特殊記号をワープロの外字で使用してい

るときは出力原稿中にその旨明不する。

V.校正と別刷 校正は初校のみとします。 DTPの最終割り付けが済み次第，レーザープリンター (300dpi程度

の解像度)で出力したものを著者に送ります。ためし刷りですので写真等は最終印刷のイメージより劣ります。校

正はレイアウトと提出したファイルからデータ変換が正しく行われているかを確認するにとどめ，図や写真の最

終チェックは編集委員会におまかせください。校正は受領後3日以内に編集委員会あて返送してください。別刷

は原著論文，短報，総説に限り 50部を学会で負担しますが，それ以外は有料・です。校正送付時に同封される別刷

申込書に所定の事項を記入して返送してください。



賛助会員

北海道栽培漁業振興公社 (060札幌市中央区北3条西7丁目北海道第二水産ピル4階)

阿寒観光汽船株式会社 (085-04北海道阿寒郡阿寒町字阿寒湖畔)

株式会社シロク商会 (260千葉市春日 1・12-9-103) 

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 (108東京都港区高輪2・16-5)

有限会社浜野顕微鏡 (113東京都文京区本郷5-25-18)

株式会社ヤクルト本社研究所(189東京都国立市谷保 1769)

田崎真珠株式会社田崎海洋生物研究所 (779四23徳島県海部郡日和佐町外ノ牟井)

神協産業株式会社 (742司 15山口県熊毛群田布施町波野962・1)

理研食品株式会社 (985宮城県多賀城市宮内2丁目 5番60号)

株式会社白寿生科学研究所 (351朝霞市栄町3-3-7)

三洋テクノマリン株式会社 (103東京都中央区日本橋堀留町 1丁目 3-17)
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日本藻類学会第20会大会プログラム

(1996) 

船橋

学会会長吉田忠生

大会会長吉崎誠

The XXth Annual Meeting of the Japanese Society of Phycology 

孔1arch28-29. 1996 

Funabashi 

会期 1995年3月28日(木) "--3月29日(金)

会場東邦大学理学部 3号館 (2階201，204， 205， 501) 
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東京駅か色総武線快速で

主韓国沼駅まで約30分
千条駅かι総武線快速で

i.l.t田沼まで約13分烹京 j幸田;召 一実子

そら

交通

(1) JR 

総武線津田沼駅下車，車で 15分，津田沼駅北口から京成パスで国立病院前下車。ωJ五;吋湖 、 ら 乗 車 … さ いo 1TMcはいず川町。

京成成回線の京成大久保駅下車徒歩約 10分

(特急電車は停車しませんので、気をつけください。また，京成成回線は都営地下鉄「浅草線Jに接続しています)

軍事E文学

附属中・高絞

会場案内国
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会場 東邦大学理学部3号館 274船橋市三山 2ふ 1(TEL似 74-72-7110)

スケジュール表

3月28日 8 :55-16 :30 大会第一日目 理学部3号館 204 205 

16: 40-17: 40 総会 理学部3号館 205 

18: 00-20: 00 懇親会習志野ラウンジ

3月29日 9 :00-15 :00 大会第二日目 理学部3号館 205 

15: 00-17: 30 シンポジウム 理学部3号館 501 

18: 00-20: 00 シンポジウム懇親会習志野ラウンジ

受付

3月28日 8: 30-17: 00 理学部3号館 2階ホール

3月初日 8: 30-16 :00 理学部3号館 2階ホール

当日受付

3月28日 8: 30-17: 00 203号室前

3月29日 8: 30-15: 30 203号室前

展示貼付

できるだけ3月初日の 10:00までに所定の位置に展示してください。撤去は 3月29日の口演発表の終了する

15: 00頃にお願いします。

スライド受付・返却

それぞれの会場入り口スライド係に講演開始30分前までに提出し、終了後受け取りください

間合わせ先

274 船橋市三山 2-2-1 東邦大学理学部生物学教室

吉備誠 TEL0474-72-5491 FAX 0474-75-1855 

宮地和幸四L0474-72-5247 e-mail: mi阿ika@is.sci.toho-u.ac.jp

会場案内
理学部3号館

2 j 

階・
501 
C会場

5
階

205 
B会場
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3月28日 午前の部 A会場 (204)

進行:鳩貝太郎

8 :55・9:00 開会の挨拶大会会長官崎誠(東邦大学・理学部・生物)

口演発表

9 :00-9: 15 (1) 南極産地衣類のphotobiontに関する分類学的研究

0青木美恵*・中野武登紳・神田啓史料*・出口博則*(*広島大・理・生物科学，

紳広島大・理・宮島自然植物実験所***極地研)

9: 15・9:30 (2) 中央アジア潅蹴農地の土壌藻類分布に及ぼす塩類集積と土壌水分含量の影響

O辻村茂男・中原紘之・小崎 隆・石田紀郎(京大・農・熱帯農学)

9 : 30-9 : 45 (3) 浮遊性藍藻の脂肪酸組成に基づく化学分類

0李 仁輝*・横田 明紳・杉山純多紳・渡辺真之帥*・彼谷邦光帥**・渡辺

信料紳(*筑波大・生物，判東大・分細生研*紳国科博，判制国立環境研)

9 :45・10:00 (4) 溶藻性微生物によるラン藻毒ミクロシスチンの分解

OJlI崎彩子申・内田秀明紳・原田健一材・鈴木真言**・山本鋳子*(*明治大農

化，料名城大・薬)

10: 00-10: 15 (5) ラン藻Spirulinaの凝集運動におよぼす塩の影響

大森和子(昭和女子大・生活科学)

10: 15-10: 30 (6) らん藻Spirulinaの光驚動反応

O岡本 忍・豊嶋功一・石川依久子(東京学芸大学・生物)

10:30・10:45 (7) 石灰藻さんごものアレロケミカルスについて

0俸法 隆*・舘脇正和*・鈴木稔**(*北大・理・海藻研，帥北大院・地環研)

10 :45・II: 00 (8) 近紫外ー青色光による緑藻ハネモの配偶子放出誘導

0峯 一朗*・奥田一雄*・舘脇正和柿(*高知大・理・生物，帥北大・理・海藻

研)

II :00・II: 15 (9) スサピノリに含まれる紫外線吸収物質の純化と物性

0御園生拓*・杉山美保子*・時友裕希子*・井上行夫料・西野好古**・堀裕和

帥・桜井彪帥・前川行幸*榊(*山梨大・教育，紳山梨大・工*紳三重大・生

物資源)

II : 15-11 : 30 (10) 海藻類に与える紫外線の影響 その 2.UV-BのDamaging-UVの条件

0矢部和夫*・牧野愛**・鈴木稔紳(*北東海大・海洋開発工，帥北大院・地

環研)

II :30・II:45 (11) 海藻類に対する紫外線の影響 その 3.紫外線の吸収物質Paly出ineの作用

3月28日午前の部B会場 (205)

進行:宮地利幸

0牧野愛*・矢部和夫紳・鈴木稔*(*北大院・地環研，紳北東海大・海洋開

発工)

口演発表

9: 00-9: 15 (12) 紅藻マギレソゾの減数分裂期核形態

0村上由利子・安井肇(北大・水産学部)

9: 15・9:30 (13) ダジア属(紅藻，ダジア科)の一種について

梶村光男(島根大・生物資源・臨海)

9 :30・9:45 (14) 日本産のアヤニシキ属の種類について

0吉田，忠生*・三上日出夫榊(*北大・理・生物科学*札幌大)
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9: 45-10: 00 (15) 日本新産ヒメアヤギヌとアヤギヌとの形態的差異および生殖的隔離

0神谷充伸*・田中次郎**・原 慶明*柿(*神戸大内海センター，帥東水大・藻

類***山形大・理・生物)

10: 00-10: 15 (16) Osmotic adjustment in mangrove algae with special reference to Caloglossa leprieurii and other 

Japanese mangrove macroalgae 

OMωtaert， A.S. *， Karsten， U.紳組dKing，R.J.紳 (*NationalInstitute for Env加 nmental

Studies，帥Th巴Universityof New South Wales) 

10: 15・10:30 (17) 紅藻フダラク属Pachymeniopsisの分類学的再検討

川口栄男(九州大・農・水産)

10: 30-10: 45 (18) 紅藻ムカデノリ属 3種藻体の糸状組織の誘導とその再生

0岩原信吉・飯間雅文(長崎大・水産)

10 :45・11: 00 (19) アオカワモズク，ナツノカワモズクとオオイシソウの季節的消長

0山岡容子*・吉崎誠紳(宇市川中学校，柿東邦大・理・生物)

11 :00・11: 15 (20) 特異な葉緑体核様体分布を持つ羽状珪藻Nitzschiasigmoideaの殻微細構造

0真山なぎさ・真山茂樹・石川依久子(東京学芸大・生物)

11 : 15-11 : 30 (21) 珪藻Pleurosiraの葉緑体運動 I 青色光および緑色光による葉緑体運動の誘導

0古川隆博・石川依久子(東京学芸大学・生物)

11 : 30-11 : 45 (22) 珪藻Pleurosiraの葉緑体運動H 接触刺激による葉緑体凝集の伝掃

0蒔田紀彦・石川依久子(東京学芸大学・生物)

特設展示発表

12: 00-12: 30 (23) 千葉県の海藻文化誌

0鳩貝太郎*・吉崎誠紳(*国立教育研究所，柿東邦大・理・生物)

3月28日午後の部A会場 (204)

進行:鳩貝太郎

13: 00-13: 15 (24) 

13: 15・13:30 (25) 

13 : 30-13: 45 (26) 

13 :45・14:00 (27) 

14: 00-14: 15 (28) 

14: 15-14: 30 (29) 

口演発表

NNG処理による紅藻スサピノリの色素変異体の誘導H

0厳興洪・有賀祐勝(東水大・藻類)

紅藻数種類のカルス誘導，生長及び再分化

O黄偉*・藤田雄二柿(*長崎大・海洋生産，帥長崎大・水産)

藻類における分子マーカーとしてのミトコンドリア遺伝暗号変異

石丸八寿子・田中嗣子・ O大浜武(生命誌研究館)

北海道過栄養湖，茨戸湖の浮遊性藻類遷移とその決定要因について

0高野敬志*・日野修二紳(*北海道立衛生研究所**山形大学・理・物質生命)

裏磐梯酸性湖沼の付着藻類植生

0吉武佐紀子*・福島博紳(*湘南短期大学，紳藻類研究所)

日本の湖沼における車軸藻類(緑色植物)の分布の現状

0佐野郷美*・加藤{喜重紳・大森雄治*紳・加崎英男材料・野崎久義材料申・渡

辺信帥紳(*千葉県国分高校，帥独協大・外国語*帥横須賀市自然博，紳紳

国立環境研，紳帥*東大・理・生物)

14:30-14:45 (30) イノカシラフラスコモの再発見

加崎英男(国立環境研)

14: 45-15: 00 (31) 野尻湖における車軸藻ホシツリモの再生に向けての検討

0樋口澄男*・近藤洋一紳・川村 賓*・関 久人*・野崎久義帥*・渡辺信料帥・
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加崎英男****(*長野県衛生公害研究所，柿野尻湖博物館，紳*東大・理・生物，

帥榊国立環境研)

15 :00・15:15 (32) 汽水産珪藻Navicularecensの多形性について

小林弘(東京珪藻研)

15: 15・15:30 (33) 羽状ケイ藻Naviculamuticopsis Van Heurckについて

0福島博*・小林艶子帥・吉武佐紀子紳(*藻類研，帥湘南短大)

15: 30・15: 45 (34) Nitzscbia subcommunis Hustedtについて

0飯山美紀*・福島博判・小林艶子*帥(*水圏科学コンサルタント，紳藻類

研***湘南短大)

15: 45-16: 00 (35) 円石藻の精巧な鱗“コツコリス"-Pleurochrysis carter百eのコッコリスの微細構造と Ca-

結合酸性多糖 (2) 

0尾崎紀昭・岡崎恵視(東京学芸大・生物)

16 :叫16:15 (36) 黄金色藻類Poteric町加monasmalhamensisによる有毒アオコの摂食・消化過程における毒

物質ミクロシスチンの運命

0渡辺信・張暁明・彼谷邦光(国立環境研)

16: 15-16: 30 (37) 太平洋南西海域から分離した黄金色藻 1新種の分類と系統

3月四日午後の部B会場 (205)

進行:宮地利幸

O河地正伸*・熱海美香*・加藤美砂子榊・池本尚人*.宮地重遠*・千原光雄*柿

(*海洋バイオテクノロジー研究所**お茶の水女子大*紳日本赤十字看護大)

口演発表

13 :00・13: 15 (38) パロニアのレンズ状細胞形成における表層微小管の配列変化

0上野昌子・峯一朗・奥田一雄(高知大・理・生物)

13: 15・13: 30 (39) 18S rDNAによるクロロコックム目 (Chlorococcales)の分子系統解析 11

0三井蕪*・渡辺信榊・中山剛紳*・井上勲*紳(*筑波大・バイオシス

テム，料富山大・教育*帥筑波大・生物)

13 : 30-13 : 45 (40) 汀S，rbcLの境基配列に基づくアオサ類の分子系統学的解析

O土井考爾*・原 慶明紳(*筑波大・生物，紳山形大・理・生物)

13 : 45-14 : 00 (41) 不稔性アオサの大量培養と生産力の推定

0松村知明・前川行幸(三重大・生物資源)

14: 00-14: 15 (42) アナアオサ藻体の細断による成熟誘導について

0平岡雅規・榎本幸人(神戸大内海域機能教育研究センター)

14: 15・14:30 (43) カワノリ (Prasiolajaponica)の系統的位置について

O中山 剛*・長谷井稔紳・井上勲*(*筑波大・生物，柿群馬県太田市)

14: 30-14: 45 (44) ヒトエグサ葉緑体DNAの精製

佐藤征弥(徳島大・総合科学)

14: 45-15: 00 (45) 淡水産ネダシグサRhizocloniumripariumの光合成活性と増殖に及ぼす塩分濃度の影響に

ついて

0今井正江*・片山静康帥・山口征矢*(*東水大・教養・生物，紳東京学芸大・

生物)

15: 00・15: 15 (46) 緑藻Pleurotaeniumnodωumcomplexの分類学的研究

0清水貴裕*・坂東忠司*・上阪昌孝柿・市村輝宣*糾(*京都教育大・生物，帥

松下電器FAソフトテクノロジー***北大・理・・海藻研)
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15 : 15-15 : 30 (47) キッコウグサの配偶子形成過程におけるパピラ形成と表層微小管の配列

0吉田絵里・峯一朗・奥田一雄(高知大・理・生物)

15: 30・15:45 (48) 緑藻アオモグサ (Boodleacoacta)の原形質膜分画における繊維状物質の生成

0生野智昭・峯 一朗・奥田一雄(高知大・理・生物)

15: 45-16: 00 (49) 群体性緑藻Basichl訓 Iys (オオヒゲマワリ目)の微細構造と分類学的位置

O野崎久義*・伊藤元巳帥・渡辺 信*帥(*東大・理・生物，紳千葉大・理・生

物*紳国立環境研)

16 :00・16:15 (50) Dunaliellaの細胞表層構造に関する研究

0畠中芳郎・小林修・東原昌孝・槍山圭一郎(大阪市立工業研究所)

16: 15-16: 30 (51) ミカヅキモを指標生物とした中性洗剤の毒性について

16 :40・17:40 総会 (B会場)

Oi賓回 仁・大石直人・子安真樹子・坂口恭久・鈴木瑞史・田代聖子・村上史峰・

山下 央・赤尾法彦・工藤智洋・小松真紀・合回 史・桜井健二・清水 晶・山

口禎夫・高川順也・野路善博・平野克治・村上康一・森田誠市・四柳智嗣・上勢

敬一朗・太田匡宣・経 隆紀・九鬼伸夫・篠崎健太郎・細井尚人(富山医薬大・

保健衛生)

18 :00・20:00 懇親会(習志野ラウンジ)

3月29日午前の部B会場

進行:宮地和幸

口演発表

9 :00・9:15 (52) 単細施性緑藻 Chlamydomonasreinhardtiiの接合直後に発現する遺伝子zys1の解析

内田英伸(筑波大・生物)

9: 15・9:30 (53) 潮間帯に生育する海藻の乾燥に対する防御戦略

0阿部信一郎*・田中次郎**・横浜康継*紳・有賀祐勝帥(*中央水研，紳東水

大・藻類*榊筑波大・下回臨海実験センター)

9 :30・9:45 (54) 1994年春~夏の瀬戸内海の灘別流れ藻の構成種

池原宏二(南西海区水研)

9 :45・10:00 (55) 褐藻アラメの葉状部における脂肪酸組成

O菅原顕入札佐藤博雄帥・吉岡明子帥・竹内俊郎*(*東水大・資源育成**

東水大・海洋生産)

10: 00-10: 15 (56) ミツイシコンブの遊走子形成過程での核・葉緑体・セントリオールの連関について

本村泰三(北大・理・海藻研)

10 : 15-10 : 30 (57) マコンブLaminariajaponicaの新分布

川島昭二(函館市)

10: 30-10: 45 (58) 褐藻アントクメおよびカジメにおける光合成の環境適応

0神林友広*・倉烏 彰**・横浜康継*(*筑波大・下回臨海実験センター，紳東

水大・藻類)

10 : 45-11 : 00 (59) 尾鷲湾の海藻植生と藻類の高温耐性

0奥村宏征・前川行幸(三重大・生物資源)

11:00・11: 15 (ω) ホソメコンプ (Laminariareligiosa Miyabe)胞子体の伸長に対する温度の影響

0飯泉仁・町口裕二・坂西芳彦(北海道区水研)

11 : 15-11 : 30 (61) 三陸沿岸の藻場の構成穫エゾノネジモクの生育状況の季節変化

0斉藤宗勝*・片山野康帥・竹内一郎*柿(*盛岡大学・短期大学部，紳東京学
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芸大・生物*紳東大海洋研大槌臨海研究センター)

11 :30・11: 45 (62) 三陸沿岸の藻場の構成種エゾノネジモクの光合成特性の季節変化

11 : 45-13: 30 

進行:宮田昌彦

D会場 (201)

0斉藤宗勝*・片山静康**・竹内一郎帥*(*盛岡大学・短期大学部，紳東京学

芸大・生物*帥東大海洋研大槌臨海研究センター)

展示発表

(63) 南極，雪鳥沢産土壌藻類の分類学的研究

0中野武登*・山崎扶美紳・神田啓史*紳・出口博則紳(*広島大・理・宮島自

然植物実験所，帥広島大・理・生物科学***極地研)

(64) 海岸飛沫帯に生育する地衣類の phoωbiontとその耐塩性

0渡部佐知子*・中野武登紳・出口博則*(*広島大・理・生物科学，紳広島大・

理・宮島自然植物実験所)

(65) 土壌から分離した Syncoryne属(緑藻類，カエトフォラ目)の l新種

0飯田高明*・中野武登柿・出口博則*(*広島大・理・生物科学，柿広島大・理・

宮島自然植物実験所)

(66) 中海産 Neodelphineispelagicaおよびその近縁種について

0大賀 学・大谷修司(島根大・教育)

(67) 緑藻類 Trebouxia属6種の栄養細胞における形態の比較 I

0竹下俊治*・中野武壁材(*広島大・学校教育・理科，帥広島大・理・宮島自

然植物実験所)

(68) 管状緑藻ハネモーツユノイト群の葉緑体のピレノイド構造

0高原隆明*・千原光雄**(*専修大学・商学部，料日本赤十字看護大)

(69) 緑藻オオハネモのサイトゾルと葉緑体に存在するグルタミン酸デヒドロゲナーゼの性質

0井口律子・中山克己・岡田光正(東邦大・理・生物分子)

(70) 緑藻オオハネモにおける硝酸還元酵素の性質および細胞内局在

0木村裕子・岡田光正・中山克己(東邦大・理・生物分子)

(71) 緑藻DunalieJlasaJinaの光化学系11集光性クロロフィルタンパク質複合体の光化学的性質

0西垣教子・中山克己・大島 茂・岡田光正(東邦大・理・生物分子)

(72) 緑藻DunaJieJlaviridisのAdenylatecycl鎚 eの性質と精製

0亀崎佳子*・高堀佳世子**・中山克己*・岡田光正*(*東邦大・理・生物分子，

帥中央住宅)

(73) 中国産の 1種の無色鞭毛藻の摂食栄養について

0張暁明・渡辺信(国立環境研)

(74) マルパアマノリおよびウツプルイノリ葉片の培養

能登谷正浩*・ O金亨根帥(*東水大帥韓国江陵大・水産資源開発)

(75) 福島県松川浦産アサクサノリの培養

能登谷正浩*・ O金南吉*・須田昌宏紳(*東水大，紳福島県磐城高校)

(76) 相模湖産Anabaenaspiroidesのカピ臭産生に及ぼす環境要因

0山本鈴子・千室麻由子*・田中和明紳・小森 登帥・渡辺真之*帥(傘明治大・

農化，料川崎水道局*紳国立科博)

(77) NNG処理による紅藻スサピノリの色素変異体の誘導 I

0厳興洪・有賀祐勝(東水大・藻類)
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(78) 海藻分布指数 (LFD値)から見た韓国の海藻相特性

田中次郎*・ O金 亨根**(東水大・藻類，韓国江陵大・水産資源開発)

(79) ネパールヒマラヤ，ヤラ氷河における氷雪藻類の種類組成について

0大谷修司*・吉村義隆帥・幸烏司郎柿(*島根大・教育**東工大・理・生物)

(80) ネパールヒマラヤ・ヤラ氷河における氷雪藻類の分布特性とコア解析における環境シグナルとし

ての可能性

O吉村義隆*・幸烏司郎*・大谷修司紳・瀬戸勝基柿*(*東工大・理，料島根大・

教育*料名古屋大・大気水圏科学研)

(81) 門柱・塀・壁に付着した藻類の調査ー第 1報ー

川上裕司*・ O寺島由紀彦*・長島秀行**(* (株)エフシージー総合研**東理

大・基礎工)

3月29日午後の部B会場

進行:宮地和幸

口演発表

13: 30-13 : 45 (82) 富山湾におけるキタムラサキウニの大量へい死とその後の海藻群落形成

藤田大介(富山水試)

13 :45・14:00 (83) ノコギリモクの年齢形質と群落の年齢構造

0村瀬昇・鬼頭鈎・大貝政治(水産大学校・増殖)

14: 00-14 : 15 (84) ベトナム産マジリモクの 1変種とキレパノマメタワラについて

0鯵坂哲朗*・ HuynhQ.N. • Nguyen H.D.紳・吉田，忠生林*(*京大・農・熱帯農

学， **Production of Seaweed， Vietnam， *紳北大・理・生物科学)

14: 15-14: 30 (85) 中部太平洋産ホンダワラ属新種へラナラサモの形態

シンポジウム C会場

進行:宮地和幸

14 :40-14 :45 

14:45-14:55 

14 :55・15:20 

15 :20・15:55 

15: 55-16: 20 

16: 20・16:45 

(86) 

(87) 

(88) 

(89) 

16: 45-17: 10 (90) 

17: 10-17: 35 

18 :00・20:∞ 

0村上裕重*・新井章吾紳・凹中次郎*榊(*筑波大・バイオシステム，紳(株)

海藻研***東水大・藻類)

大会会長挨拶吉崎誠

シンポジウムによせて

オーガナイザー:横浜康継(筑波大下回臨海実験センター)

カジメ群落の生産力モデルー光と温度の関数として

本多正樹(電力中央研)

アラメ・カジメの生理特性

倉島彰(東水大・藻類)

アラメ群落の生育環境と消長

前川行幸(三重大・生物資源)

低温条件下おける寒海性褐藻ナガコンブの光合成について

坂西芳彦(北海道区水研)

海中林造成の基礎と実践

谷口和也(東北区水研)

総合討論

シンポジウム懇親会
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座長 32・34 真山茂樹(東京学芸大)

1・2 渡辺信(富山大・教育) 35・37 堀口健雄(北大・理・生物)

3-4 日野修次(山形大・理・物質生命) 38-40 野崎久義(東大・理・生物)

5・6 渡辺信(国立環境研) 41-43 大野正夫(高知大・海洋教育)

7-9 能登谷正浩(東京水産大) 44-46 奥田一雄(高知大・理・生物)

10・11 前川行幸(三重大・生物資源) 47-49 半田信司(広島県衛連)

12・14 神谷充伸(神戸大・内海センター) 50・51 中野武登(広島大・理・富島)

15-17 飯間雅文(長崎大・水産) 52-53 御園生拓(山梨大・教育)

18-19 川口栄男(九州大・農) 54-56 田中次郎(東京水産大)

20・22 南雲保(東京歯科大) 57-59 鯵坂哲朗(京大・農)

24・26 嵯峨直恒(東海大・海洋) 60-62 村瀬昇(水産大学校)

27・28 大谷修司(島根大・教育) 82・83 太田雅隆((財)海洋生物環境研)

29・31 宮地和幸(東邦大・理) 84-85 今野敏徳(東京水産大)

特設展示発表

(23) 千葉県の海藻文化誌

鳩貝太郎*・吉崎 誠紳(*国立教育研究所，帥東邦大・理・生物)

千葉県で食べられている海藻をあげると，アオノリ(ヒラアオノリ，スジアオノリ)，ヒトエグサ，ミル，ハパ

ノリ，セイヨウハパノリ，フトモヅク，カヤモノリ，アラメ，カジメ，ワカメ，ヒロメ，アオワカメ，ノリ(ス

サピノリ，ウップルイノリ，マルパアマノリ)，カモガシラノリ，テングサ(マクサ，オオプサ，オパクサ，ヒラ

クサ，オニクサ，ユイキリ)，フクロフノリ，ムカデノリ(ムカデノリ，ヒラムカデ，ツルツル)，オゴノリ(オ

ゴノリ，オオオゴノリ，シラモ)，ミリン，トサカノリ，スギノリ，ツノマタ，コトジツノマタ，イボツノマタ等

がある。

千葉県におけるノリの養殖は，船橋，木更津や富津などで大規模に行われている。千葉県中部の市原市や九十九

里地方を中心に「太巻きずし」がつくられている。干瓢，ずいき，でんぷなどを使い，季節の花や文字，家紋な

ど様々な模様が出るように工夫して海苔で巻いた太い海苔巻きである。海苔のかわりに卵焼きを使った卵巻きも

ある。太巻きずしは，これらの地方では，いろいろな祭りや冠婚葬祭などの行事等と強く結びついている。

コトジツノマタを煮て固めた「カイソウ(ケイソウ，寄せ草，海藻商務などともいう )Jは，九十九里地方と印

旗・香取・銚子などの利根川流域地方で食べられている。正月のおせち料理や冬の各種行事には必ずだされる食

べ物である。山武郡蓮沼村のおぴしゃ(御歩射)祭では，腹合わせの鮮魚，稲穂，それにカイソウと豆腐を竹串

で刺したものを神前に供え，五穀豊鏡を祈願する。カイソウの原料であるコトジツノマタは本海藻と呼ばれ，年

末になると乾燥した藻体が袋詰めされて売りだされる。イポツノマタも新海藻と名付けられて売られている。コ

トジツノマタとイポツノマタの主な生産地は，銚子と外房海岸の勝浦から鴨川にかけての岩礁海岸である。ただ

し，外房地方ではコトジツノマタもイポツノマタも食べられていない。

ハパノリは，館山から勝浦にいたる岩礁海岸に生育する。これを採って板状に漉いて乾燥したものを「ハパまた

はハンパ」と呼び， 10枚ずつ袋にいれ，生産者の氏名も付したものが正月直前に売り出される。今年は l袋4千

円もしており高価なものである。市原市や山武地方の正月の雑煮は，餅に醤油味のしたじをかけ，それに火で炎っ

たハパノリとアオノリ，かつお節をたっぷりかけた雑煮である。ハパノリの塩味，かつお節のだし味，アオノリ

の香りが餅とよくあう。ハバの雑煮は，この地方の正月にはなくてはならないものである。また，千葉県中南部

では，ハパノリをきっと焼いて採んだものを温かい御飯にかけ，それに醤油を落として食べる習慣もある。

このように，千葉県には近くの海で採れる海藻を使った伝統的な食べ物が，地域の行事などと密接に結び付いて

現在まで受け継がれてきている。地域の食文化が失われつつある現在，これからも大切にしてゆきたい海藻食文

化である。
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オーガナイザー:横浜康継(筑波大学下回臨海実験センター)

日本地図あるいは世界地図のスケールでは海岸を表わす線に含まれてしまうほどの，海洋全体からすれば，ご

く狭い沿岸部の浅海底に発達する藻場・海中林は，きわめて集約的な物質生産の場であり，また沿岸水の浄化と

魚介類の産卵および稚仔育成の場でもあるため，海洋環境保全と漁業の両面において，その存在意義はきわめて

大きい。しかし近年磯焼けと呼ばれる藻場・海中林の荒廃あるいは消失が全国各地から報告されるようになり，関

係各機関はその対策に苦慮している。このような状況下にあって，藻場・海中林を構成する海草および大型褐藻

の生理・生態から磯焼け対策にいたる各分野の研究者による情報の交換や公闘が急務と言えるが，海中林を構成

するコンプ科植物については，現在多彩な若手研究者がそれぞれ貴重な知見を得つつある。日本藻類学会では，来

春に東邦大学で開催される第20回大会における企画として海中林に関する標記のシンポジウムを準備中であるが

海中林に関して我が図の第一線で活躍中の 5人の若手研究者を演者とする本シンポジウムが，磯焼け対策に有力

な示唆を与えるとともに，海中林に関する多様な研究の意義が一層理解される契機になれば幸いである。

(86)カジメ群落の生産力モデルー光と温度の関数としてー

本多正樹(電力中央研究所)

カジメ (Eckloniacava) により形成される海中林は中部日本太平洋岸の沿岸生態系における一次生産者として

重要な地位を占めており，海中林の物質生産を把握することは生態学的にも水産学的にも有意義である。実際の

海域では，生産は常に環境因子に影響されており，環境因子の量的変化に伴い生産動態がどのように変わるかを

明らかにすることは重要である。しかしたとえ定性的であってもこれを正しくイメージすることは意外に難し

い。それは環境因子と生産の関係が非線形であること，生産が複数の因子の相互影響の結果として導かれること

そして生産動態が非定常状態にあることに起因する。このように複雑な生産動態を把握しようとするとき，モデ

ルは非常に有効な道具となる。

生産の蓄積結果である現存量は，カジメ群落の場合，夏に極大，冬に極小となる季節変動を示す。この性質から

力学的振動に基づくモデルをつくることができるが，そこから得られる情報量はそれほど多くはなく，環境因子

の変化に伴う生産動態の変化を予測することは困難である。もう一つのモデリングの方向は，生産に係わる生理

特性から組み立てる道をたどるもので，生理特性を環境因子の関数として表せば，因子の変化に伴う生産動態の

変化を表現できる。今回紹介するモデルは後者の道をたどるものであり，これまでに研究してきた具体的な生産

モデルの概要を以下に記した。

生産速度すなわち現存量の時間変化は， sS/dt=Pgross-r-OI+A-Oiで表される。ここで dS;現存量変化，dt;

時間変化，Pgr包括;総光合成速度(光合成サプモデル， r;呼吸速度(呼吸サプモデル)，01;葉の脱落速度， A;

加入速度，Di;死亡速度。

光合成サプモデルは生産モデルの要となるユニットである。光が反応中心の励起確率を規定し，電子伝達過程

でエネルギー障壁を乗り越え電子が伝達される確率と熱変性確率を温度が規定すると定義し展開した光合成速度

論を基に，Monsi . Saeki群落光合成理論を修正し，光合成サプモデルを作成した。呼吸サブモデルでは，呼吸速度

がアレニウス理論と熱変性確率の様式で温度に依存するとみなし，温度による関数化を行った。業の脱落，加入，

死亡の各速度はまだ環境因子による関数化ができておらず，現地実測値を定数として用いた。

演者が神奈川県横須賀市秋谷地先海域を対象として，本モデルにより生産動態を計算した結果は現地実測値と

大きな違いはなく，本モデルが道具として有効であることが示された。

本講演では，まず具体的な生産モデルの組み立てと構造，続いて検証結果を紹介し，このモデルにより明らかに

なる海中林の生産の特徴について考察する。
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(87)アラメ・カジメの生理特性

倉島彰(東京水産大学水産学部)

アラメとカジメはともに海中林を構成する多年生の大形褐藻で，アラメはカジメと比較して浅所に，またやや

北方に分布する。

伊豆半島にはアラメ・カジメともに分布しているが，水平分布と垂直分布に違いが認められる。伊豆半島では

西海岸の方が東海岸よりも年聞を通して約2'C水温が高いのであるが，カジメは東伊豆全般と西伊豆のごく一部に

アラメは東伊豆の一部に認められる。また，アラメとカジメが混生している海域では，アラメが水深約 5mW，浅

に，カジメが水深約5m以深に生育している。このような分布の違いから，これら2種の聞には生理的な差異があ

るものと考えられる。

南北方向に分布の異なる種間では光合成最適温度に相違があると予想されるが，その温度は生育場所の水温よ

りも5'C-1O'C高いことが多い。このように光合成最適温度と生長最適温度とがかなりずれるため，光合成と温度

との関係から分布を論じるのは困難と考えられていた。アラメとカジメに関しでも例外ではなく，種々の温度で

純光合成を測定したところ光合成最適温度は両種とも25'C-30'Cになり，実験試料を採集した伊豆半島下回の平

均水温である約 19'Cと比較しでかなり高温であった。

ところで，光合成一温度曲線を求める際は，一般に光飽和となるような強光の下で光合成の測定を行う。しかし

海中林の中では，そのような強光になることは通常あり得ず，夏季の快晴時の正午にカジメ群落内の側葉が受け

る光強度の平均値は約30fJE/m2fsと推定される。さらに，この値は正午の値であるから，朝・タに海中林内で個々

の側葉が受ける光はさらに弱いものと考えられる。そこで，実際に海中林内の光環境に近い強度の光で光合成一

温度曲線の測定を行った。

アラメとカジメについて 12.5-400凶lm2fsの光強度で光合成一温度曲線を求めたところ，25 fJE/m2fs以下の光

強度では最適光合成温度は1O'C-20'Cとなり，生育場所の水温に近い値となった。また，1O'C-27'Cの水温で光

合成一光曲線を求め，両種が一日に必要とする光量，すなわち日補償積算光量と水温の関係を調べたところ，20'C

以上において同一光量ではアラメの方がカジメより生育可能な水温が低くなることが明らかとなった。

以上のような生理的な違いにより，アラメの方がカジメよりやや北方に分布し，同所に生育している場合はア

ラメの方が浅所に分布していることが説明可能である。また，特に潮間帯以深の藻類の光合成一温度曲線を求め

る際には，生育している場所の光環境を考慮に入れる必要があるといえる。

(88)アラメ群落の生育環境と消長

前川行幸(三重大学生物資源学部)

尾鷲湾は熊野灘に面し，黒潮の影響を強〈受ける暖海性のリアス式の湾である。湾口部には島が点在し，湾内は

比較的閉鎖性水域となっている。湾内環境は周辺集落からの生活排水および産業排水の流入，魚類養殖等による

直接的な有機負荷，また黒潮系外洋水の流入など多くの要因に支配されている。さらに，湾奥に立地する火力発電

所の温排水の放流および水力発電所の淡水放流などの環境要因が加わる。

尾鷲湾の海藻植生は喜田らにより 1950年代から調査が行われており，典型的な暖海性の性格を示している。ア

ラメについては， 1950-60年代には湾中央部から湾口部にかけて広〈分布し，濃密な群落を形成していた。しか

し， 1970年代にはいるとアラメ群落は衰退し，湾口部に小規模な群落を形成するにとどまった。 1980年代にはア

ラメ群落はさらに衰退し，コドーカ鼻と呼ばれる湾口部にわずかに点在するのみとなった。 1990年代にはいり，ア

ラメはコドーカ鼻を中心にして徐々に広がる傾向にあり，この地域に比較的浪密な群落を形成するまでに回復し

た。このようなアラメ群落の消長には，魚類養殖における餌の質的変化，火力発電所からの温排水やダム放流水の

流入等いくつかの要因が考えられるが特定するには至っていない。

尾鷲湾のアラメ群落拡大のため， 1992年度より尾鷲市による藻礁プロックの投入が始まり，また 1995年度より

三重県による海中林造成事業が始まった。本発表は，このような尾鷲湾内のアラメ群落の消長の経緯を紹介し，ま

た，海中林造成事業のための基礎調査の結果を報告する。これまでの調査によれば，尾鷲湾のアラメの最大寿命は

4年程度であり，これは演者らが調査した志摩半島のアラメの7-8年に比べかなり短命であり，茎の長さも 30cm

未満の小中型の個体がほとんどであった。また， 1年未満の幼体も多数みられることから，約 3年周期で安定して

群落が交代しているものと考えられた。
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(89)低温条件下における寒海性褐藻ナガコンフ'の光合成について

坂西芳彦(北海道区水産研究所)

北海道東部太平洋沿岸の岩礁域に生育し，濃密な群落を形成するコンブ目褐藻ナガコンブ (Lamin如・aJongissima) 

は厳冬期の水温がO'C以下になる条件でも比較的高い光合成活性を維持することができる。ナガコンブと本州中南

部沿岸に生育するコンブ目褐藻カジメ (EckJoniacava)の光合成一温度曲線を比較してみると，ナガコンブの方が

低温域でより高い光合成活性を示すことが明らかになっている。

光合成の温度依存性の差異をより明確にするために，2月と8月のナガコンブとカジメの暗反応速度を問歓照射

実験から推定し，比較した(実際には暗反応が50%進行するのに要する時間 (t1/2) を求め，比較した)。低温条

件下での暗反応速度は 2月， 8月ともにナガコンブの方が大で，また両種とも 8月の藻体より 2月の藻体の方が大

であった。さらに，メチルピオロゲンを用いて光化学系Hから光化学系Iまでの電子伝達速度の温度依存性を調べ

たところ，カジメの電子伝達速度は温度の低下とともに著しく低下したが，ナガコンブの電子伝達速度は 5'C-0

℃という低温でもかなり大きな値を示した。この電子伝達速度の温度依存性の差が低温域におけるナガコンブと

カジメの光合成活性の差の一因であると考えられた。

炭酸固定反応が低く抑えられるような低温条件で，捕集する光エネルギーが過剰にならないような適応現象の

ーっとして PSUsizeの調節があげられる。ナガコンブとカジメで PSUsizeを比較したところ，冬季，夏季ともに

ナガコンブの方がPSUsizeが小さかった。また，両種とも夏季の藻体に比べると冬季の藻体の方がPSUsizeが小

さかったが，その差異はナガコンブの方がより明瞭であった。これはナガコンブの光捕集系レベルでの低温期の

光ストレスに対する防御機構と推察された。

以上のことから，ナガコンブの電子伝達系及び光エネルギー捕集系はより低温に適した性質を持っていること

が明らかになってきた。これらの光合成系の特性が厳しい温度条件下でのナガコンブの物質生産を支えているも

のと考えられる。

(90)海中林造成の基礎と実践

谷口和也(東北区水産研究所)

亜寒帯から亜熱帯にかけての岩礁海底には，藻場あるいは海中林と呼ばれて大形多年生のコンブ目やヒパマタ

目褐藻が優占する海藻群落が形成されている。海中林は，陸上森林以上の高い生産力をもち，微小な葉上動物から

魚類に至るまで豊富な生物相をもっ固有の生物社会を構成する。海中林の分布下限以深には無節サンゴモが優占

するサンゴモ平原が認められる。海中林が縮小，消滅するとサンゴモ平原が浅所方向に拡大し，海中林を生活の場

とする水産動物の漁業生産が著しく低下するので，古来「磯焼け」と呼ばれる。このため，安定した海中林を造

成し，維持するための技術の確立が必要となる。磯焼けは，海域汚染など偶然的，不可逆的な人為的要因による場

合を除けば，海況変動と生物学的要因によって海中林とサンゴモ平原とが交互に拡大と縮小を繰り返すサイクリッ

クな遷移の一部と理解される。磯焼けは，ギャップ更新で維持される海中林が高水温，低栄養の海況条件下で個体

数を著しく低下させることによって発生し，拡大したサンゴモ平原に優占する無節サンゴモが揮発物質，ジプロ

モメタンを生産してウニなど植食動物幼生の着底，変態を誘起して集め，それらの高い摂食圧で他の海藻の侵入

を妨害することによって持続する。一方テルペンやフェノールなど植食動物に対する化学的防御物質を生産す

るアミジグサ科褐藻やフジマツモ科紅藻の幾つかの穫に代表される小形多年生海藻はサンゴモ平原に侵入して草

原を形成し，植食動物を排除する。その結果，海中林の形成が促進される。サンゴモ平原に海中林を造成するには

このようなサイクリックな遷移を人為的に制御できる技術を確立する必要がある。これまでに，海中林構成海藻

の成熟した藻体や種苗の移縫とともに摂食圧を排除する措置として海中林を構成する大形多年生海藻類に先行

して一時的な優占群落を形成するワカメ，コンブ，アントクメなどの大形 l年生海藻の養殖や種苗移植，および植

食動物の駆除が行われ，成果を挙げている。
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(1) 0青木美恵*・中野武登料・神田啓史*料・出口

博則ホ:南極産地衣類の photobiontに関する分類学

的研究

南纏産地衣類の photobiontに闘する詳細な研究は行

われていない。本研究では，国立極地研究所で冷凍保存

されている南極産地衣類15種24標本から photobiontを

分離・培養し，それらの分類学的検討を行った。その結

果 ， Trebouxia cf. impressa， T.加crus飽旬 ，EIIi伊to・

chloris bilobataが photobiontとして確認された。また，

南極固有穫である 地衣類 Mastodiatesse伺伺の

photobiontは，Prasiola sp.であると報告されているが

(Kohlmeyer， J. & Kohlmeyer， E. 1979) ，今回分離・

培養した藻株を観察した結果 ，Prasiolaではなく，

Trebouxia様の形態を持つ藻類であることが明らかに

なった。さらに，分離された phQtobiontの温度感受性

を調べた結果，南極産地衣類の photobiontは， 10"Cま

たは15"Cで最高僧殖量を示した。これに対し，温帯域か

ら得られた同種の typecultureは15"Cまたは20"Cで最高

増殖量を示した。これらの結果から，南極産地衣類の

photobiontは，生育環境のー要因である温度(低温)の影

響を受けていることが示唆される。

(帯広島大・理・生物科学，榊広島大・理・

宮島自然値物実験所*制恒地研)

(3) 0李f二輝率・織田月“・杉山純多H ・渡辺真之… -

彼谷邦光....・渡辺健..... 浮遊性藍菰の脂肪酸組成に基づく

化学分類

富栄養湖沼で水の惑を形成する浮遊性墜漢の分類は主に

形態的な特徴によって行われているが.培養下では種及び

レベルでの織別に用いられる形質は馨しく変異するため.

従来の形態分類システムを適用することが因錐となってい

る。演者らは浮遊性箆藻の純粋培養株について.脂肪酸の

成分分析による化学分類法を検討した。

材料はNIES(国立環境研究所).TAC (国立科学博物館) • 
CCAP (イギリス)カルチャーコレクションから浮遊性監

藻のMicrocystis.Anabaena.OsciJlatoria. Aphanizomenon. 

Spirulina属の無菌株29株について.細菌分類学によく用

いられている形質であるNonpolarと3'OH脂肪酸組成を

分析した。その結呆.3'OH脂肪酸については.形態的特性

と明確に対応した結果を得ることができなかった。一方.

Nonpolar脂肪酸に基づいた結果は.浮遊性藍謀は 2つの大

分額群単細胞Microcystisと糸状体Anabaena.Spirulina， 

Aphanizomenonに分かれ.さらにMicrocystisとAnabaena

属内種の織別は形態的な形質にほぼ対応していた。しかし，

Osci1latoria属は単細胞分類群と糸状体分類群の双方ヘパ

ラパラに位置した.この結呆は16SrRNAの趨基配列でも示

されたものである。(‘筑波大・生物**東大・分生研.

i判事国科樽****国立環境研)

(2) 0辻村茂男・中原紘之・小崎隆・石田紀郎:

中央アジア潅淑農地の土壌藻類分布に及ぼす塩類集

積と土壌水分含量の影響

昨年の本大会で，潅淑農地の塩性化が進行してい

るカザフスタン共和国イリ川流域ベレケ農場におけ

る塩類集積の土壇藻類分布に及ぼす影響について報

告を行った。 1993年9月にベレケ農場南東約印刷に

位置し，潅瓶農地としての土地利用歴がベレケ農場

より10年長Lv{クパクティ農場にて同様の調査を行っ

たので報告する。

パクパクティ農場内に潅灘水路を挟む形で既耕地

と未耕地を含む約4haの調査区を設定し，既耕地29ヶ

所，未耕地28ヶ所から表層土壊の採取を行った。土

壊藻類量はBBM寒天培地を用いた希釈平板培養法に

よるコロニー数から，緑藻類を中心とする真核藻類，

藍藻類のChroωo∞ales，Oscillatoriales， Nosto伺 lesの4グ

ループに分けて評価した。

真核藻類は土壌電気伝導度の上昇に強く分布が制

限されるのに対し， Nostoωlesでは土壌水分含量によ

り強く影響を受けることが示された。この結果はベ

レケ農場での結果と一致していた。塩性化の最も進

んだ地点での藻類量は極めて低く，出現した藻類の

耐塩レベルを超えていたと考えられた。(京大・農)

(4) o，'t藻性微生糊こよるラン藻毒ミクロシスチンの分解:

川崎彩子・内田秀明'・原田健一事・鈴木真言権・山本銘子

湖沼の宮栄養化にともない発生したアオコは悪臭を放つだ

けではなく.水質の悪化を招〈。また噂アオコを形成するラ

ン藻の中には毒素を生産する種もあり，この水を飲んだ家畜

や野生動物カヲE-cするという報告例もある。

本報告は.諏訪湖より分離した溶藻能の高い粉液細菌

Myxo∞ccussp.MY・1c牒およひ官線菌S官制omyむes

同a回目前i開 Sを用い.Microc戸商旨属の細胞内に含まれるミク

ロシスチンの分解の有無について調べた。

粧描細菌および放譜曹は，ま措蛸殖蹄安何〉ものを使用し，

洗漸愛.CT培地に懸濁する。藻細胞に湾謝割放生物を各々加

え.30"C.光照射下で培養した。溶藻がみられた試料につい

て.TLCあるいはHPLCでミクロシスチンを測定した。

3日間の培養τ強制包はー郁容解され，ミクロシスチンの

2，5-55%が分解された。

(時台大・農化*名城大・薬)



(5) 大森和子:ラン蕩 Spiruli聞の凝集運動におよぽす

滋の効果

ラン藻 Spj11/1 jna p1alensjsの細胞犠濁液に1xlO-5Mのc-AMP

を添加すると酸素消費の促進、細胞内ATPの糊D、滑走運動の促進

がみられ、その結果紘胞が凝集しマットを形成する。好塩好アル

カリ性の Spirulinaでの凝集運動におよぽすpHと滋の効果を検討

した。 pH7から凶10までの G∞dBufferに細胞を懸濁し、 C働制Pを

添加しても凝集運動の促進はみられない。しかし、各pHのbuffer

にSOT.l費地を加えてからc-AMPを添却すると、凝集逮動がおこり

マット淵滅される。釦T培地の何コりにo.1-0. 2Mの NaClを添加

しても同様の結果が得られる。 li函及び2価イオン溶液を用いてc-

訓Pによる凝集運動の促進効果を検討した結果、 2価イオンは効果

がなく、 l価イ才ンではNa+が鼠も効果があった。 c-AMPの効果は

Na+チャンネルの阻害剤jによって打ち消されることから、 Na+チャ

ンネl同議筏縫勤に関与する可能性が考えられる。

(昭和女子大・白百科学)

(7) 0傍法隆*・鈴木稔**舘脇正和*石灰藻

さんごものアレロケミカルスについて

紅藻類，特に石灰藻さんごもではブロモペルオキ

シダーゼ活性が高く，ジプロモメタン，ジプロモク

ロロメタン及びプロモホルムの揮発性のハロメタン

が放出されていることが確認されている.我々は，

前回，これらのハロメタンを用いてコンブ発芽体に

対する阻害活性を調べ，すべて高濃度でコンブ発芽

体に対して致死活性を示すこと，量も多く放出され

ているブロモホルムでは10ppmで正常胞子体の発生

が顕著に低下することを報告した。また，二藻培養

のときピリヒパとコンブ遊走子発芽体の配置を上下

の配置から同一平面の配置に変えると阻害活性が著

しく減少することから，この阻害物質は揮発性の化

合物であると推定し得た。

しかし. GC-MS分析で，これらのハロメタンは二

議培養で使用する藻体量(乾重量約10mg)では培地

中に阻害活性を示す濃度まで放出されていないこと

が確認されたため，今回は石灰藻のプロモペルオキ

シダーゼ活性がコンブ発芽体に対する阻害活性と相

関があるのか検討した.

<*北大・理・海藻研，キ*北大・大学院地球環境

科学研究科)

(6) 0岡本忍・豊嶋功一・石川依久子:らん藻

Spirulillaの光驚動反応
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らんS革命irulillaは短円筒状の細胞が連鎖状に配列して糸状体

(lrichome)を形成し、平均7p山 hからなる螺旋構造をとってい

る。藻体は基質と接点を保ちながら滑走運動を行い、 lrichome

の長軸に沿って前進後進運動を行う。本研究では運動の観察が

行いやすい直線型の変異株を用い実験を行った。藻体は暗所で

も明所でも一定の滑走運動を行うが藻体の先端が青色光下に進

入すると運動方向を反転させて青色光下から逃避し、赤色光下

にある藻体が赤色光域から外れると反転して赤色光域に戻る。

この現象を単波長光を用いて解析したところ、光合成色素の吸

収波長域ではslcp-downph01ophobic反応(結果としてその波長

域に集まる)を示し、近赤外及び短波長領域においてはslCp-up

pho旧'phobic反応(結果としてその波長域から逃げる)を示すこ

とが明らかになった。 Plwrmidi，聞やAI田ぬ町田でも過去の研究に

おいて類似の反応が報告されており、そのメカニズムについて

多くの考察がなされているが、決定的な見解はない。演者ら

も、メカニズムの究明に挑んだが、いまだ結論は得られていな

い。今回はこの興味ある現象を紹介するとともに演者らの考察

を述べる。

(東京学芸大・生物)

(8) 0峯 一朗*・奥田一雄*・舘脇正和.-

近紫外一青色光による緑藻ハネモの配偶子放出誘導

多核緑藻ハネモE立盟豆三国旦旦笠主の配偶子放出

は，暗処理の後に光を照射することにより誘導され

る。成熟した配偶子嚢は.配偶子力ず詰まった細胞質

と中心部を占めるの大きな液胞からなる。光照射後

2-3分で細胞質と液胞の境界(液胞膜)が消失し.配

偶子の運動力f開始する。配偶子の活発な運動が配偶

子嚢全体に行き渡った後.配偶子嚢先端側部の突起

(パピラ)が破裂し配偶子が放出される。

単色光による配偶子放出実験の結果唱波長520nm 

以上の光は配偶子放出を誘導できなかった。また.

370 nmと450nmに極大をもっ作用スペクトルが得ら

れ司藻類・菌類などで知られているcryptochrome様

の近紫外一青色光受容体が，ハネモ配偶子の運動開

始に至る光受容反応に働いていると考えられる。

。高知大・理・生物ー H 北海道大・理・海藻研)
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(9) 0御園生拓・杉山美保子・時友裕希子・
井上行夫*.西野好古女・堀裕和*.桜井彪女・前

川行幸合*スサピノリに含まれる紫外線吸収物
質の純化と物性

Porphyra属の多くの種には，特異的に紫外域吸収
特性を示す物質(UVAS)が含まれていることが知
られている.この物質は，藻の生態と密接な関係を
持つことが示されているが，その生理・生化学的な
役割についての詳しい解析は行われていない.私た
ちは，スサピノリ (Porphyra yezoensis)に含ま
れるUVASに注目して，藻体からの抽出・純化およ
びその物性についての研究を行った.
水抽出によって得た粗抽出液をゲルろ過後， ODS 

カラムを用いたHPLCによって，異なる吸収ピークを
持つ3成分のUVASを得た.今回作成したXeCIエキ
シマレーザー励起による色素レーザー (p-ter-
phenyl， 341 nm)蛍光検出システムによってもこれ
らの成分の蛍光は検出されず，従来報告された
UVASの蛍光は，石英セルまたは水の発光であると
結輸された.また， UVASの細胞内局在を調べるた
めに藻体を細胞分画したところ，色素体の可溶性薗
分に顕著な吸収が見られ， UVASは色素体内液に存
在していることが示唆された。
今後はこの物質の構造解析および，励起エネルギー

転移過程の解析を予定している.
(山梨大・教育戸山梨大・工**三重大・生物資源)

(11) 0牧野愛キ・矢部和夫傘*・鈴木稔*

海事量類に与える紫外線の影響

その3. 紫外線吸収物質Palythineの作用

北海道産のコンブ類の遊走子を用いて初期

発生に与える紫外線 (UV-B)の影響を調べ

た。 UV-sの条件は札幌におけるDamaging-

UVの過去最高日積算値の月平均値0.7kJ/m2を

基準として用いた。この条件はUV-lightからの

照射時間では約90分であった。

紅藻エゾツノマタ(Chonclrusyencloj)の

320-322nmに栂大吸収を有する紫外線吸収物

質palythineを用いて，本物質のUV-sの防御

機能に関する実験を行った。本物質を培養液中

に添加すると配偶体の生存が確認された.生存

が確認された配偶体は雌維の配f肉体に成長し，

その後幼胞子体に成長した。 紫外線吸収物質

palythineは. UV-Bの影響を防御する作用を

有するのではないかと思われた。

(*北大院・地環研，キ牢北東海大・海洋開発工)

(10) 0矢部和夫*・牧野愛村・鈴木稔村:

海藻類に与える紫外線の影響

その2. UV-BのDamaging-UVの条件

UV-¥ight (Toshiba製のFL-20E)からの光を

オゾン層観測報告:1994 (気象庁)の札幌にお

けるDamaging-UVの過去最高日積算値の月平

均値0.70KJ/m2 (1994.7)の値を基準として使

用して，コンプ類の初期発生に与えるUV-Bの

影響を調べた。 UV-lightからの光を紫外透過フ

ィルターおよび紫外透過，可視吸収フィルターを

使用して波長ごとにカットした。

なお. DUVの値は米国政府産業衛生学者会議

(ACGIH)が定めた紫外光の波長別許容被爆基

準を表す作用スペクトルのDUV(Damaging-

UV)の式より計算した.その結果， UV-30のフ

ィルターの下では， 10P寺閑で0.45KJ/m2，16時

間で0.72KJ/m2，20時間で0.89KJ/m2という

値であった。

コンブ類は札幌のDUVの少なくとも最大値の

が12分のlのUV-Bの照射量でその初期発生が阻

害されることが確認された。

(怠北東海大・海洋開発工..北大院・地環研)

(12) 0村よ由利子・安井肇:紅藻マギレソゾの

減数分裂期核形態

紅藻の一種マギレソゾを材料として四分胞子袋内

における分裂期染色体の形態と行動について観察し

た。第一分裂前期初めの核内では，長さ3-20μmの細

い染色体が多数出現し絡み合うが，このうちの約10

対の相同染色体において点在する染色小粒の数，大

きさ，位置に高い相向性が確認できた。その後，染

色体は対合し次第に凝縮が進み，移動期一前中期に

は30個のニ価染色体が認められ，それらの長さは漸

変的で約3.2μ聞から約1.0μmの範囲にあった。また，

仁lま細糸期より移動期前半までは大きさが長径約17

μm・短径約10μmのだ円形を呈し，第9番目の染色体

が常に付着していた。これは，他の染色体に比べる

と仁に接する側の部位で特に灘舗が遅かったが，移

動期末に仁が著しく膨張し消失するのに伴い完全な

ニ価染色体を形成した。(北大・水産)



(13) 梶村光男:ダジア属(紅穣，ダジア

科)の一種について

葉状体の高さは 2岨迄で.軸は円柱状で

皮層は無い。輪関節には 5個の周心細胞を

有し，早落性仮側枝を有する場合と有しな

い場合が有る。ブロカルプは成熟関節に 1

個，まれに 2僧形成され，中性細胞群を 2

個有し，造果枝は 4個細胞から成る。受精

後造果器は連絡細胞を 1個切り出す。助細

胞からはゴニモブラスト始原細胞を l個生

じ，ゴニモブラスト始原細胞から 2個のゴ

ニモローブを生ずる。助細胞と成熟関節の

中軸紙胞及び支持細胞は癒合する。成熟し

た雄性配偶子のう托は単条で，まれに叉状

に分岐する。四分胞子のう托の成熟関節に

は 5-6個まれに 5個以下の四分胞子のう

を生じ，成熟した四分胞子のう托は単条で

あるが，まれに叉状に分岐する。

(島根大・生物資源・臨海)

(15) 0神谷充伸*・問中次郎帥・原慶明山

日本新産ヒメアヤギヌとアヤギヌとの形態的差異および
生殖的隔般

アヤギヌ (Caloglossacontinua ssp. continua) に比べて

極端に藻体幅の狭い個体を石垣島、西表島および与那国

島で採集した.これらとアヤギヌとの聞の形態的差異お

よび生殖的緩和性について調査し、分類学的位置につい

て検討した。本藻は、内生二次枝を持つこと、側輪第 1

中軸細胞が向紬側に細胞列を有すること、節部の仮根が

主軸と側輸の聞に生じることでC.continuaに属し、また

藻体舗が75-300μm.節間部の周心細胞由来の細胞列が

主lこ4ないし5911であることから、 C.cont，的uaの1!!種、

ssp. postiae (新称ヒメアヤギヌ)と同定した.さらに、

節部中軸細胞の側軸側の細胞列数においてヒメアヤギヌ

とアヤギヌの聞で違いがみられること、節部中軸細胞の

主軸側の細胞列数をみるとヒメアヤギヌはシンガポール

やオーストラリアよりもむしろ日本のアヤギヌに近いこ
とがわかった。両者を培養したところ、節部中軸細胞の

側軸側の細胞列数は高い可塑性を示したが、藻体幅は安

定していた。交配実験では、ヒメアヤギヌは日本、シン

ガポール、オーストラリアのいずれのアヤギヌとも交配
せず、両者の聞で生殖的隔緩が完全に成立していること

がわかった。これらの結果はヒメアヤギヌを独立種とし

て認識すべきであることを示唆しており、今後ヒメアヤ

ギヌのタイプ産地であるオーストラリアの藻体を含めて
比較検討する必要がある。(合神戸大・内海織機能教育
研究センタ一、帥東水大・藻類、吋山形大・生物)
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(14) 0吉凶忠生・・三上日出夫..:日本産のアヤニシキ属の種類に

ついて

アヤニシキ属 Ma地 問iaHeringは紅君臨コノハノリ科のなかで遺産郎

の腹状部とその上の網状部からなる独特の形態的な特徴を持ち.イン

ド洋から太平洋にかけて広く分布している.

日本底のアヤニシキ属 A街地問iaの標本を検討して，これまで知ら

れているアヤニシキ M町制抑斤可偽Harvey(~M 伽úic油曲目a円ey)

と.瀬戸内海でよく見られる.いわゆるセトウチアヤニシキが柔らか

いくずれやすい大形になる点を除いて.形態的には明磁な区別ができ

ないので同一種であると判断した.八丈島から大形で.網状部が一度

だけしか作られない Mm世間信 a回 IralisHarveyミナミアヤニシキ

(新祢}に同定できる積類を見いだした.従来注意されていなかった

膜状部の構造も調べヲイプ種の抽出制白ぬ抑sHeringと同様

に断面で平たい細胞が規則正しく虚なっていることを明らかにした.

また.これら3種ではいずれも巣胞子畿が造胞糸に頂生することも共

通している.これに対l."エツキアヤニシキ M町台間ia角beJIifm澗 is

Harveyは不規則に配列する細胞が膜状部を嫡成し.果胞子嚢が鎖状に

形成される特徴とともに独立の属を代表するものとの結論になった.

{・北大・理・生物科学.“札幌大学}

(16) 0 Mostaert， A.S人Karsten，U"" and附ng，R.J.": 
Osmotic adjustment in mangrove a1gae with specific refer自nceto
Caloglossa leprieurii and other Japanese mangrove 
macroa匂鈎.

Ca/oglossa leprieurii occurs in the eulittoral zone 01 marine. 
自stuarineand Ireshwat白rhabitats， olten associated with 
mangroves and saltmarshes. It has been used as a m凶ellor the 
study 01 osmolic adjuslment 10 Ilucluating salinily. Following 
large waler Iluxes， osmotic adjustment is achieved by rapid 

changes in inlernal ion ∞ncentrations (predominantiy K+， CI-

and Na+) and the content 01 the compatible solule， mannitol目

The sites 01 ion localisation within selected subcellular 
∞mpa同ments01 osmotically stressed cells is shown in X -ray 
microanalysis 01 Ireeze-substituted material. The results 
demonstrate the role 01 ion ∞mp剖 m白ntationin the toleranω01 
C. leprieurii to a range 01自xternalsalinities 

Th自role01 compatible solutes has been demonstrated 
in a range 01 macroalgae associated with the mangrove 
vegetation 01 Okinawa， Ishigaki釦 dIriomote. The flora includes 
the typical mangrove red algal genera Bostrychia， Ca/oglossa 
and Catenella， as well as the brown alga Dictyopsis 
propagulifera. In these algae， the range and distribution 01 the 
low molecular weight carbohydrates sorbitol， dulcitol， mannitol 
and Iloridoside has been measured， and the results are 
∞nsistent 刷 thpublished studies. Additionally， the polential 01 
mannilol as a ∞mpatible solute in D. propagulifera was assessed 
lor the lirst time. The physiological role 01 such compounds as 
osmoprotectors was shown in investigations 01 the eftect 01 
salinity on the inlracellular sorbitol and dulcilol conωnlration in 
B. pinnata， and on mannilol concenlralions in D. propagulifera 
In bolh species the polyol values increased with increasing 
salinity. 

・Nalionallnslitutelor Environmental Studies， Tsukuba 
""The University 01 New South Wales， Sydney， Auslralia 
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(17) 0)11口栄男:紅藻フダラク属 Pachymeniopsi sの分類学

的再検討

紅藻ムカヂノリ科フダラク属は川端(I954)の論文中で山田

の新属として正式に発表された。タイプ種はフダラク

P. JanceoJata (三AeodesJanceolata Ok田町a)である。

本属の特徴は、山田によれば、皮膚は外部は小細胞列からな

り内側に向かって大型となり、内皮部は星状となる;髄部は糸

状細胞がかなり密に錯綜する;造胞糸をとり図む網状の特別な

明らかな組織は存在しない。川端(1957，1958)はこの属の定

義に従ってアカハダP. yendoi Kawabata、タンパノリ尺

eJ liptica (Hol脚 s)Kawabataを本属の種とした。

しかしながら、演者がフダラクの正基準標本、アカハダの選

定基準標本及び日本各地から得られた材料を詳細に検討した

結果、上記の特徴は、本属を独立した属として扱うには不十分

であり、むしろムカデノリ属 Grateloupiaの種として取り扱う

のが妥当であるとの結論に達した。また、アカハダとタンパノ

リは外部形態でも、栄養体及び生殖器官の構造でも区別できな

いので、同一種と考える。この結果に基づけば、上記3種の学

名の取り扱いは次のようになる:Grateloupia 1却 ceolata

(Okamura) Kawaguchi， comb. nov.三Aeodeslanceolata Okamura 

=Pachymeniopsis lanceolatB (Ok訓 ura)Y剖nada

GrBteloupiB ell ipticB Holmes三 PBchymeniopsiselliptica 

(Holmes) Kawabata =PBchymeniopsis yendoi Kawabata 

(九州大・農・水産)

(19) 0山岡 容子事・吉崎誠...アオカワモズク，ナツノカ

ワモズクとオオイシソウの季節的消長

千葉県の北部には谷津と呼ばれる地形が発達している。谷津で

は一日の気温差は6-18'C，水温の差lま3-7'Cにもなる。このよう

な谷津の聞を流れる四街道市東部排水路に生育するアオカワモズ

ク，ナツノカワモズク，オオイシソウについて，季節的消長の観

察を行った。年聞を通じての議体の変化と成熟時期，水温，降水

量と日照量を測定したところ I ;;欠のような結果が得られた。

オオイシソウは5-6月になり水温が20'Cを越える頃に出現し， 8 

月にはよく分枝し藻体の長さが;18cmになった， 12月，水温がlS'C

以下になると徐々に太さを増し，翌年の1月には長さ10-20cm，直

径約3mmで枝が落ちてよじれた紐状になり， 8月に見られたものと

は別種と思えるほど形態が変わった.

(18) 0岩原信吉・飯間雅文:紅藻ムカデノリ属3種藻体の糸

状組織の誘導とその再生

「目的」紅藻ムカデノリ属の各種は，わが国では海凝サラダ

や刺身のツマなどとして広〈利用され，また世界的にもその用

途が注目されて近年需要が高まっている。しかしその栽培技術

は確立しておらず，今後の技術開発が望まれている。本研究で

は将来的にアマノリ養殖と同様のフリーリビング糸状体での種

苗維持，楢殖を行うことを目的として，ムカデノリ属各種の糸

状組織の誘導および再生能について，またこれらを種苗とする

養殖法について検討した。

「方法」ムカデノリ野生種，ムカデノリ緑色変異種，マルバ

フダラク，キョウノヒモの3種4株について胞子から発芽成長し

た盤状体をカミソリで細かく切断し，これらの切断片をシャー

レに入れ，温度10，15， 20， 25'C，光強度10，20， 40， 70 

μEm-' S-1の条件で止水培養を行った。培養液は P1培養液を

用いた。さらに切断した糸状組織を培養液中のカキ殻，クレモ

ナロープに散布し， 1-2カ月間室内培養を行い.基質に付着さ

せた後に海に垂下し養殖試験を試みた。

「結果」どの穫でも糸状組織は誘導され，同時に直立体を形

成した盤状体もあった。特に20-25'C， 20-40μEm"s"で

良く誘導された。誘導された糸状組織は振盗培養を行うことに

より盤状体の再生を抑制でき，各種とも糸状組織の状態での保

存培養が可能であることが明らかになった。糸状組織の再生は

マルパフダラクでは20'C，ムカデノリ野生種，ムカデノリ緑色

変異種，キョウノヒモでは25'Cが良<， 5日後には基質に付着

した糸状組織から盤状体が再生され， 2カ月後には直立体を形

成した。

(長崎大学・水産)

(20) 0真山なぎさ・真山茂樹・石川依久子:特異な

葉緑体核様体分布を持つ羽状珪藻 Nitzschiasigmoidea の

殻微細構造

これまで演者らは，Ni.白 chiasな'moidea (Ni tzsch) W. 

Smithの葉緑体核様体が短い平行線状をなして葉緑体全

体に散在していることを報告してきた。今回，本種の殻

微細構造を詳細に観察し若干の知見を得たのでこれを報

告する。

本種の殻面は直線状，殻長217-307μm，殻幅8.5-10μ田，

条線の密度は24-25本/10μmである。条線を構成する胞

紋列は，殻外表面で閉塞しており，内側は細い溝の中に

関口している。縦溝管が接する殻套はもう一方よりも深
アオカワモズクの配偶体はお℃以下になる1自月に，ナツノカワ

モズクの配備体は10'C以下になる12月に出現し始め，両種とも翌
年の6月には消失してしまう.アオカワモズクは一個体がゆっく い。縦溝管の両外側からはcanopyが伸張する。縦務管に

りと成長し，水温が10'Cを越える4月にならないと果胞子体が形 は発達した間板がある。縦潜には中心節が無い。半殻帯

成されないのに対して，ナツノカワモズクは一個体が出現すると はそれぞれ胞紋列を持つ5枚のopenバンドから構成され

すぐlこ成長して生殖器官を形成し， 1月以降はすべて果胞子体の ている。

形成が見られた・ 本種は殻の微細構造において， Kobayasi and Kobori 
以上のことから，オオイシソウIむか20'Cの闘でよく成長し，

ナツノカワモズクはアオカワモズクよりも10'C以下の低温に適し (1990)の報告したNi，師 chialinea瓜グループの種類と類似

ていると考えられる。このような温度特性の異なお種の藻類が を示す。しかし，葉緑体核様体の分布様式においては，

同じ場所に生育することを可能にしているのは，それぞれの種の リンクー裂を示すN. linearisと全く異なっている。すなわ

生育好適温度が異なるためと考えられる。 ちN.sigmoideaとN.linearisでは従来の殻形態による分類

(市市川中学校..東邦大学・理・生物) と葉緑体核様体の分布様式が一致していない。今後.新

しい角度からの系統解析が期待される。(東学大・生物〉



(21) :=，古川隆博・石川依久子:珪藻Pleuros;rBの葉緑体運動

1.青色光および緑色光による葉緑体運動の誘導

淡水産中心目珪号車 Pleuros;ra laev;sは、円筒状の細胞体

が鎖状につながって群体を形成している。個々の細胞体は中心

部に位置する核と約200個の偏平卵形の葉緑体を持っているめ

細胞質は、細胞膜直下と核周囲にあり、原形質糸が2つの細胞

質域をつないでいる η 葉緑体は暗所では原形質糸を含む全細胞

質に分散しているが、弱光照射により全葉緑体は表層に移動し

細胞膜直下に一層をなして広がり、強光照射により全葉緑体は

細胞中心に移動し核周辺に凝集する。干渉フィル合一及び大型

スベクトログラフにより、 540nmlこピークをもっ緑色光が葉緑

体の発散運動を誘導し、 450nmlこピークをもっ青色光が葉緑体

の凝集運動を誘導することが解ったの緑色光は、弱光長時間照

射で有効であるのに対し、青色光は、強光短時間照射で有効で

あったまた、緑色光効果は持続的であるのに対し、青色光効

果は一過性であった"このような特異な葉緑体運動の意義につ

いて考察を行うっまた、近隣の二つの渡長域が、葉緑体に逆向

きの運動をもたらすことから、単一の光受容体の光化学変換に

よるものではないかと考えたが、検討の結果、二つの異なった

光受容体、すなわちフラピン色素と未知の緑色光受容色素の可

能性が強いυ (東京学芸大学・生物)

(24) 0厳輿洪・有 賀祐勝 NNG処理によ

る紅藻スサビノリの色素変異体の誘導 E

薬品処理により紅藻スサビノリ (Porphyrayezoen-
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(22) 0鷲田紀彦・石川依久子:珪藻Pleuros;raの葉緑体運動

Il.援蝕刺激による葉緑体凝集の伝措

糸状群体をなす Pleuros;ra laev;sのー細胞に接触刺激を

与えると、接触を安けた細胞の全葉緑体は数秒のうちに細胞中

心部に凝集する。この葉緑体凝集は、隣接する細胞に次身に伝

播し、さらに離れて配置された群体にまで伝播する、凝集状態

は.数分間持続するが.徐々に回復する.この現象を、ビデオ

レコーダーで観察し、そのメカニズムを解析した 接触刺激

を電流に変えると、糞縁体凝集が誘導される確率は電圧と刺激

時聞に比例して上昇したU また、培地のKCI濃度を上げると凝

集誘導が促進された"Ca2+チャンネルブロッカーにより、凝集

は阻害された、これらの結果は、珪藻が興奮膜を持ち、一過性

の脱分極によりCa2+の流入が起こり、その結果として葉緑体凝

集が誘導されることが示唆されたO また、離して配置したこ群

体の一方のー細胞に与えた刺激は他群体が200μm上はなれると

伝播が低下した。糸状群体に平行に水流を与えると刺激の伝播

は下流域に多く起こった、これらのことから、刺激を受けた細

胞から伝達物質が放出きれ、これを受けた細胞が膜興奮を起こ

し、順次、葉緑体凝集の誘導が伝播することが示峻された

(東京学芸大学・生物)

(25) 0黄体h 藤田雄二日:紅藻数種類のカルス誘導，

生長及び再分化

【目的】有用紅藻類の組織培養に関する基礎的な知見を得る

sis Ueda)の色素変異体を作るため，フリー糸状体に ために，数種類の業片からカルスの誘導と継代培養及びカルス

できた殻胞子と絞胞子発芽体(4細胞まで)を NNG
から葉状体への再生について試験した.

(N-田ethyl-N'-nitro-N-nitrosoguanidine)で処理した。
【方法】長崎市付近の海岸から採取された葉体をヨウ素溶液

殻胞子を処理した場合には色彩変異は現れなかったが，

殻胞子発芽体を処理した場合には種々の色彩部分から と抗生物質混合液への浸潰による無菌化処理を行った後， 2-

成る区分状斑入りキメラ葉状体とごく少数のスポット 3mm角の葉片とし，植物ホルモンlAAとカイネチンを組み合わ

状斑入りキメラ禁状体及び 1色彩型の変異禁状体が得 せて添加したASP12NTA寒天培地へ植え付け，温度20'C，光強

られた。色彩変異をもっ葉状体の発生頻度は，殻胞子 度10-20μEm-2s-l，明暗周期12:12L:Dの条件でカルスの誘導を

放出後72日固まで生き残った葉状体については1.2- 行った。次いで，誘導されたカルスを葉片から切り離し，寒天

1. 3%で，その60-77%が区分状斑入りキメラであった. 培地での継代培養を繰り返した.さらに，カルス塊を細分し，

区分状斑入りキメラ葉状体の色彩変異部分を切り出 PFS液体培地に移し，カルスから禁状体再生の有無を調べた.

して海産巻貝消化管酵素で処理し，得られた単細胞あ
【結果】試験した13属21種類のうち， 14種類はカルスが形成

るいはプロトプラストを培養したところ， 4種類(赤
され，種類によるカルスの発生部位(組織)，カルス細胞の形

色系 1，緑色系 I，黄色系 2)の色素変異体(葉状体)
態及び色素の有無などの違いが認められた。種々の培地で試験

を単離することができた。これら 4種類の色素変異株

は.葉状体から得られた果胞子を培養し，フリー糸状 した結果，オオムカデノリ，ツルツルおよびトサカノリなど6

体として保存されている。

それぞれの色素変異株について，葉状体並びに糸状

体の生体吸光スペクトルを記録し，野生型葉状体と比

較した。各変異株の糸状体の生体吸光スペクトルは，

基本的には葉状体のものと同様の特徴を示した。

(東京水産大・漠類)

種類のカルスは無分化状態での長期の継代培養が可能であった。

また， 8種類のカルスは，液体培地での培養によってカルス細

胞の再分化が起こり，禁状体の再生が確認された。葉状体の再

生はカルスの誘導よりやや高い混度と光強度条件により促進さ

れる傾向が示された。

(*長崎大・海洋生産，村長崎大・水産)
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(26) 石丸八寿子事・田中嗣子・ O大浜武

:藻類における分子マーカーとしてのミトコンド

リア遺伝暗号変異

これまでに多細胞動物では、網あるいは門特異的

なミトコンドリア遺伝暗号が報告されている。そ

れに対して藻類ミトコンドリアでは紅藻(

UGA=Trp， Boyen et a1.1994)の他に緑藻5種につ

いて (UAG=A1a or Leu， Ishimaru et al. 1995)遺

伝暗号変異が知られている。

我々はミトコンドリアゲノム上で、最も保存性の

高い遺伝子であるCOXIを更に広範囲について検

索することにより、黄緑藻のうち少なくとも3種

ではAUA=Metに変異している可能性が高いこと、

及びハプト藻のうち少なくとも2種でUGA=Trp、

1種のクロララクニオン穏についてUGA=Trpで

あることを示唆するデータを得た。遺伝暗号変異

は安定して子孫に受け継がれ、また水平伝搬する

可能性がないので、このような遺伝暗号変異は分

類上のよい分子マーカーであると恩われる。また、

これらの変異メカニズムについても議論したい。

(生命誌研究館 事現ロックフエラー大、)

(28) 0吉武佐紀子・・福島博裏磐梯酸性湖沼

の付着藻類植生

1995年9月、前回(1994年7月)に引き続き裏磐梯の酸性

湖沼の付着藻類調査を行なった.湖沼名、 pH，付着藻出

現量.主要種は以下のようである.池 1-4は銅沼付近

に点在する池である.

池一 1: pH3.6， cc， Nitzschia capiteI1ata. EunotIa 
exIgua. Navicula digltulus 

池-2 : pH3.2， r， HormIdl四 sp.
池-3 : pH3.0， +， E. exlgua. PinnularIa braunIana 
池-4 : pH3.4， c， E. exi♂1a. P. brauniana 
銅沼 : pH3.4， cc， Nitz. capiteI1ata. P. brauniana 
青沼 : pH6.5， +， Oedogoni幽 sp.Nitzschia obtusa 

励。'palodIagibba. Anomoeoneis 
exl1is var. gomphonemacea 

深泥沼:pH5.7. r， Oedogonium sp. Nitz. obtusa， 
Surirella sp. 

竜沼 : pH6. O. +， Oedogoni四 sp.P. brauniana. 
Anomoeonels exll1s var. go即'ho.

弁天沼:pH4. O. c， E. exlgua. Nitz. capitellata， 
Surlrella sp. 

瑠璃沼:pH4.0. c， Stichococcus bac1l1arls. Horm. 
sp. Surlrella sp. 

柳沼 : pH6.9， cc. Fragl1arla SP. F. plnnata. 
Rbopalodla gibba 

強磁性湖沼に特徴のある種 (Eunotlaexlgua. Pinnula-
ria braunlana. Nitzschia cap1tellatιNavlcula 
dlg1tulus}fft優占種になる瀬沼はpH3.が4.0である.

{・湖南短期大学、“藻類研究所)

(27) 0高野敬志*・日野修次**.北海道過栄養湖， ~定戸

湖の浮瀞性藻類選移とその決定安凶について

荻Pi，聞は北海道の中央部に位慨する河跡iMlであり， ，匂濃度の

然素， ')ンを合tlしているため， ・次lU11i-J役は )Wii~に向い。伊l
i制においての 1988年から 1994~'までの浮瀞性泌~jの現イ'r:.J'I~: と環
境.j¥f附の湖1t紡*を縦fりする。クロロフィル a{ch1-a}濃度は

88， 8911'において挺挙に100μg!I前後であり Microcy古tis
aerugmosaやAphallizomenonj/os-aquaeなどのラン îjjí殺がf~Uí して
水IfIiドに設省な水の華を形成した。 9011'から931ドまでは 5J]に

chl-a濃度が急消し.特に91年はその年間故大波l支は300μμを越

えている。 liiIU~" こMe/osira granulataやCyc/ote/Iameneghini，出回など

のケイ泌種の現存iltがmJJU して誕季を~じて優，'í し，ラン詰車種
のH¥現が抑えられたことにより水の撃の形成は飢然きれなかっ

た。例年においては， chl-a濃度は88，89{f.>lT.みであり，夏季に
はAphanizomenonjlos-aquaeの:m.:rn止が矧加し，水U'Iドに薄い水

の華の形成が認められた。 4，5月の平均気温は特に90，91年
に尚く，この年のケイ線の成長によるchl-a濃度の増加は気候的

姿闘によることが示唆された。茨戸湖では無機態窒素が~of，'に豊
百fにf{:イ正するため， )，巣類種の現存盤はリンによって制御されて

いると考えられている。溶存反応性リン濃度は90年から93年ま
で， 5Hのch1-a濃度の瑚加と共に減少し，検出限界債である3

11g!1以下まで落ち込んだ。この初夏のケイ諜種の取り込みによ

るリンの欠乏により，ラン藻の出現が直接的に抑えられている

ことが考えられた。また， 7， 8月の平均気温は92，93年が他

の年よりも低<，ラン誕の出現の抑制にある程度寄与したもの

と思われる。このように茨戸湖では年間の気温の変動が藻煩種

の変遷に大きく影響すると考えられる。

(*北海道立衛生研究所，帥山形大・5型・物質生命)

(29) 0佐野郷美・.加藤喜重“・大森雄治“事・加崎

英男....・野崎久義H ・・・.渡辺信...・:日本の湖沼に

おける車軸藻類(緑色植物)の分布の現状

近年日本各地の湖沼の水環境の悪化により、水草類の

減少や消滅が種々の調査より明らかにされてきている。

Kasaki (1964)は、日本各地の46湖沼における車軸藻類

(車軸藻目〉の分布を調査し、 4属31種を確認しているが、

これらの湖沼における現在の車軸藻類の分布状況を調査

することは、本藻類の保全のための基礎資料となるだけ

でなく、日本各地の湖沼の水環境の実状をさらに明らか

にすることになる。

そこで、約30年前の分布データのある全国の46湖沼

(KasakiI964)の再調査をはじめた。その結果、 1995年

までに調査した計20湖沼では、 15湖沼で車軸藻類の分布

が確認できなかった。また、車軸藻類の生育が確認され

た5湖沼でも種類数が激減していた。

υ千葉県立国分高校.“濁協大・外国語横須賀市

自然博物館・国立環境研・東大・理・生物)



(30) 加崎英男;イノカシラフラスコモNitellamirabilis 

Nordst. var. inokasiraensis Kasaki ex Woodの再発見
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(31) 0樋口澄男判・近藤祥 事2・川村賀川・関久人事 1.llf崎
久義判・渡辺信制・加崎英男判・野尻湖における車軸藻ホシツ

リモの再生に向けての検討

本極は帥J301fdii後胤都三鷹市の井の頭公凶の池及び流れ出変1222tUで;JJZ認慢は見詰託手222
る11/1田川 UMの水域で凡l.HされたフラスコモNitc/laの l騒であり， のため1978年に放流されたゆγョにより絶滅したが、培養株が残

されており、我々はこれまでに、これを用いて培養条件の検討
一見ヒメフラスコモN. t7cxili，に似て輪~I=.伎の段終分射伎は'.wrこ単 を行ってきた。今回は野尻湖にむ11Jtを再生させることを目的に、

細胞からなる11I Ujli1ii%nのl極として認識され，産地に凶んで 1995年に湖内2地点にソ供、防護棚を設け、生育実験を行ったの

で、その結果を報告する。
この和名で呼ばれている 2 わが国で極めて珍しい雌雌呉株の種類 些息1:野尻湖の水深4.5m地点、に2基の防護櫛 (0.5xO. 5xlm) 

で，雌.MH訟はそれぞれ輪生枝の節剖lにn生し， しかもしばしば を設置した。むツリモの仮綴及び地 l二部の節の貯蔵組織約300粒を

野尻湖底質と共にステンレス徳に詰め、 3月下旬に防護樹内の湖底に
長い柄を持つという他岐にはない特徴があり，しかも染色体数は 植え込んだ。以後水中ピデ材月で毎月観察を行った結果、水温

車軸最長最少の11=6であることも附り，日本では極めて貴重な積書面 が20'C前後に上昇した7月下旬には発芽は見られなかったが、 2
5'Cを超えた8月下旬には5株の発芽が確認された。 15cm程度ま

として注目されてきた ところがその後原産地付近の水辺環境の で生長した藻体は、厚い付着物に覆われており、以後少なくと

急速な変化と水の汚染の進行により今や車軸議~jは全く見られず， も20日間以上は水温20'C以上のHが続いたにもかかわらず、顕
著な生長や新たな発身:は見られなかった。 9月下旬には新たに2

当然この被怨iも以必一地より姿を泊してしまう結*となった 3 その Ocm ほどの様体を値え込んだが、活着したl株以外は厚い{するー

後この特産憾の内発比・復活を!VJ待し江がらも空しく i主1[.)Jを経 物に疲われて倒伏してしまい、日月下旬には全て倒伏した。
些息~:沿岸部の水深1m 地点に設置された防護櫛内は、 tルム

シ日等の群落が形成されている。その一隅に上面を解放したφ25
cm透明題ピ管を波避けとして設問し、 6月下旬に約20cmの滋

体を植えた。 7月下旬には30cm、8)1下旬には60cmを超え、故

大約80cm (水面)まで生長した。

以上からソウ供キt'ヨの食，三占普がなければ現況水質の野尻湖で
b確在認できたので'本舗の新産地として公表し本悼の紛介.現地

再生は可能である。 ー方、両地点における生長の差異を見ると

の状況とともに報告したいけ近来絶滅植の報告の相次ぐ1f人新産 値え込み方法、光量、底質等の膨轡の他、藻体を覆う付着物に

よる光遮断の影響も考えられる。地点lでは水草が無いことから、

付着物を除去する小動物が7"7'171¥" ^に殆ど補食されてしまう。

約7リモの再生に当たり、この点の改善も必要であろう。(判長野

県衛生公害(ilf.• 2 ml' I)LliilJ 博物館、判Jl.oi¥大・足、判国u:環境研)

過したが成近にぞり， 千葉県市川iiJの噂菜泌総地公i剖の池に多

量に生ずることが宇IJり， しかも市より管flIlを委任された地川総l封

仁払、氏の献身的な努力で毎年確実に生育する状況に来ったことも

地の発見は誠によろこはしい限りであるし (凶u様暗主制f)

(32) 0小林 弘:汽水産珪毒事也豆旦l.!!盟盟旦S の (33)

多形性について

4 般に，皮針形の綾をもっ Nav主旦l.!!婦の珪藻はど

れもよく似た形態をしているので，光顕による識別は

非 常に凶燈であるが，特に，汽水性の河口域に出現す

る Navi旦l.!!recens Lange-Bertalotでは綾の形だけ

でなく鍛凶上の条線の配 列様式にも変異が見られるの

で，その議別はなおー層困難である。

演者lま，東京湾に滅入する多摩川大師縮地点，洗川

島問縞地 Jo~\ ，目黒川太鼓橋地点から採取した試料を，

おもに SEKを用いて調べたところ，伎の胞紋の機造，

鍍 端の胞紋配列では全く共通していた。この種類では

(1)綾耐が平姐でなく，全体として丸みをもち軸域を線

に し て 盛り上がっているため，光顕での観察では，そ

の何処に焦点を合わせる かによって，見え方に大きな

差が生じてしまうこと， (2)殺の中心郎の条線の配列に

強い放射状から，弱い放射状，時には始ど‘'11.行になる

までの変~がみられ，同じ種類でありながら，全く別

の種類のように見えてしまうこと，の 2点が識別を-

届困難にしている版凶であることがわかった。

(東京珪重量研究所)

O悩島tVi・ ・小林艶子・・・吉武佐紀子・・.
羽状ケイ溌Naviculamuticopsis Van 
IIcurckについて
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Navicula muticopsis Van Jlcurck ~alf~質の出現頻度

m 質 頻度(%)

ウイ殺の先端 明j)(~出 43. 4 
tinm~状突出 56， G 

逃由rb.~j.帥lほぼ奥山 72. 2 
l，hjs!111まのIfi 遊出世!.~， ßÞJあまり真直でない 13. 0 

遊離点のない側ほほ真由 1. 8 
両側線ほぼ真直 1 3. 0 

tf線の左右両側のケイ般の面積 I1lI同じ 13. 4 
遊総点側小さい 86. 6 

t正おIIぼ悶じ 18. 7 
中心J，JIの大きさ 遊雌点旧l小さい 74. 2 

遊離点側大きい 7. 1 

l~い 17. 3 
制J，JIの悩 中{立 62. 4 

lよい 20. 3 

lつ 94. 0 
11.l/L..J~の遊縦点の数 2つ (在同じ側) 1. I 

3つ( 右各 1) 4. !) 

(・高E鰯庁究所."i.相南短大)
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(34) 
0飯山美紀*福島樽**小林艶子***
Ni tzschia subcommunis Hustedtについて

演者・飯山が1994年9月初日採集したVictoria湖のMwanza(Tanz
ania)の湖岸の石に付着している珪藻類は本種が 98.2%という
高頻度で生育していた。
ケイ殻は線状披針形から披針形で先端部は模形ですが、時には
弱く噴状に突出する。
ケイ殻長丘0-4ι5μ皿、ケイ殻幅 2.0-5.0μm。横条線は繊細
で10μm聞に 24-38本。ケイ殻の中央部は殻長に対し直角であ
るが、両端部は斜交することが多い。竜骨点は10Jlm悶に 11-
17個。中央部の間隔が大きいことがある。
Mtzschia subcommunis Hustedtは Machusa滝(Katana、Kivu湖)

などに多量出現していたものを Hustedtが 1949年記載した種
で、原記載には中心の竜骨点の2つはお互いに離れているとして
いるが今回はそうでない個体もかなりある。 Hustedtは先端部
機条線の斜交ついてはふれていず、原図もそうなっていない。
Simonsen(J987)はlectotype(243/31)を選択し写真9枚を示してい
る(pl.534 fig. ¥-9)。そして Hustedtは先端部の横条線の斜交
については原記載にふれていないとしている。
上記の諸試料より本種を Nitzschia subcommunis Hustedtと同
定した。 Victoria湖の試料の形態変異を報告する。

(*水圏科学コンサルタント、林藻類研究所、料率湘南短期大学)

(36) 0渡辺信・張暁明・彼谷邦光黄金色務類

POl剖 oocbromonasmalbamensisによる有毒アオコの摂

食・消化過程における毒物質ミクロシスチンの運命

毒物質ミクロシスチンを細胞内に産生する有毒アオ

コMiσ即戸tisviridisの純粋培養株を混合栄養賃金色藻

類Po.聞 oocbromonasmalbamensis ~こ餌として投与した

結果、 5日以内にすべてのNLviri，曲細胞は摂食・消化

された.毒物質ミクロシスチンは培養液中にのみ存在

し、 P.malhamensisの細胞内には存在しなかった。 M

陶磁sの凍結乾燥試料を餌として投与した場合も同様

の結果が得られた。しかし、自然の有毒アオコ試料を

餌として投与した場合には、全ミクロシスチンの53%

が培養液中に、 14.4%はP.malh畑 ensis細胞中に存在し

ていたロ残りの32.6%は培養液中に分泌した後、共存

していたバクテリアにより分解されたものと思われる。

有毒アオコが細胞内に産生する毒物質ミクロシスチ

ンは、自然湖沼水にも溶出していることが知られてい

る.それは、バクテリアによる有毒アオコの分解活動

によるものと考えられていたが、今回の結果は、混合

栄養黄金色藻類による有毒アオコの摂食活動もミクロ

シスチンの湖沼水への溶出に関与していることを強く

示唆するものである。

(国立環境研)

(35) 0，尾崎紀昭・岡崎恵視:円石藻の精巧な鱗“コ

ッコリス..-P/euroc!J•λrsis carleraeのコッコリス

の微細構造とCa-結合酸性多糖(2)

円石藻(ハプト植物門)のコッコリスは細胞内の

“コッコリス小臨"中で造られ細胞表面に放出され、

細胞を覆う。コッコリスの大きさや形態、構造は属tL

特異的であり、その形廊盈程が細胞によって厳密に制

御されている。 P.carleraeのコッコリスは長密約

2. 5μ皿で、 12個の金床型大エレメント (A)と同型の12
個の小エレメント (B)から構築され、 AとBが交互に連

結している.制限視野電子線回折の結果、 A，Bとも方解

石の単結晶で、そのc-軸が互いに直交し、 E/Ui/ianIa
!Jux/eyiのコ yコリスで提唱された“V/Rモデル"

(Young et al.， 1992)が P.carleraeのコッコリスに

も当てはまる乙とが明らかになった。乙の結晶成長制

御には、コフコリス小胞内のCa-結合酸性多糖が関与し

ていると思われている.P. carleraeの場合、との多

糖の分子量は4----5万で、遊離な状態では inyilro 

での炭酸カルシウム形成を強〈阻害したが.Sepha-
roseビーズに固定化した場合には阻害しなかった。固

定化した乙の多糖の準安定な炭酸カルシウム飽和溶液

中での結晶誘導能についても検討した。

(東京学芸大・生物)

(37) 0沼地正l申*・熱海美香*・加藤美砂子H ・池本尚人.. 
宮地震遠..千原光雄***.太平洋南西海域から分腕レた黄金色

藻1新種の分類と系統

1~脱年1 0.月7日に太平洋南西海域，パラオj中で採取した海水

サンプルから，特異な脂肪酸組成を有する微細漢を分離レた。

この藻l立高度不飽和脂肪酸， EPAとDHA'の組成が全体の約慨

に達する。これは過去に倒のない高い値である。細胞微細構造

と18SrRNAのシーケンスの調査を行い，本種の分類学的位置に

ついて様討した。本穫は単細胞性で，鞭毛をちつ細胞は観察さ

れない。長径2.5-4.0.μ mの洋梨型の細胞形で.細胞の膨潤部分

lこ黄色の葉緑体が1個容在する.葉緑体lま4霊膜からなり，祭

緑体ER外膜は核援と連続すること，そして三重チラコイドラ

メラとガードルラメラが認められ黄色纏物防特徴と一致した。

またクロロフィルaとC，フコキサンチンなどの光合成色素を

確認した。以上から本種は黄色植物の黄金色藻に所属すること
が示唆される。過去に記載された黄金色藻および近縁藻群の穏
とI~，細胞サイズ，鞭毛の有無，葉緑体のピレノイドの形態，

細胞壁構造の有無の点で区別され，本穫は新種と判断される。

一方， 18SrRNAのシーケンスデータから構築L足分子系統制I~，

本種が黄色植物の綱レベルの系統群のいずれともクラスターを

形成せす.独立した系統群であることを示した。本穫は系統的
に新規な分類群である可能性が示唆されたが.現時点では黄金

色藻の新属新種として記載を行う予定である。
本研究開発の一部は，産業科学技術研究開発の一環とレて，

新エネルギー・産業技術総合開発機構から委託を受けて実施し
たものである.

ぴ海洋バイオテクノロジー研究所..お茶の水女子大日
本赤十字看護大〉



(38) 0上野昌子・峯一朗・奥田一雄:パロニアの

レンズ状細胞形成における表層微小管の配列変化

パロニアは，ミドリゲ目に属する，海産の多核緑藻

である。パロニア藻体の体形成は，母細胞表面にレン

ズ状細胞が形成されることによって行われる。本研究

では，パロニアのレンズ状細胞の形成過程における，

核，業縁体の分布および微小管の配列を免疫蛍光抗体

法により，共焦点レーザー顕微鏡を用いて観察した。
パロニアをPESを含まない海水中で培養すると，

レンズ状細胞が頻繁に誘導される。レンズ状細胞形成

は，次の 5つのステージに分けられる.

1.栄養状態。原形質は，細胞表面に一様に分布してお

り，表層微小管は，等間隔で，平行に配列している。

2.葉緑体の集合。集合部分の大きさが徐々に増加す

る。原形質は，厚くなる。核は，高密度に分布する。

表層微小管は，葉緑体集合部分の中心に向かつて放射
状に配列するが，その中心部での配列方向はランダム

である。
3.葉緑体集合部分の輪郭が明瞭となり，微小管配列が

ランダムとなる範囲が拡大する。核の分布密度は，さ
らに増加する。業緑体集合部分の周辺では表層微小管

の配列はほぼ平行となる。

4.葉緑体集合部分の周辺部から細胞壁が形成され，レ

ンズ状細胞の細施質が分離する.

5.レンズ状細胞が成長する。
これらの結果から，レンズ状細胞の形成には表層微

小管の配列変化が関係していることが示唆される。
(高知大・理・生物)

(40) 0土井考爾・原 慶明・:ITS， rbcLの塩基配列に基づ

くアオサ類の分子系統学的解析

アオサ属の種レベルでの系統分類学的研究の一環として， DNA塩

基配列による分子系統学的解析を試みた.ITS (Internal Transcribed 

Spacer)を分子種としてアオサ腐 4種(アナアオサ，リボンアオサ，

ナガアオサ，ヤプレグサ)8サンプルと，アオノリ属 2種{ウスパ

アオノリ，スジアオノリ)2サンプルに既知の纏基配列データ (lJlva 

ng.da. Enteromorpha c/athlata)を加えて，蔵尤法，近隣結合法，

巌節約法により系統樹を構築した.同時に， 6種 8サンプルについ

て， rbcL(RuBisCO大サプユニット)の塩基配列を決定し，既知の

塩基配列データ (Chlorel/aellipsoidea)を加えて ITSと同様に系統

樹を構築した.

それぞれの系統樹を比般したところ，次のような共通点が認めら

れた.

1)下回(静岡県)及び泡屋崎{福島県)のアナアオサは一つのグ

ループにまとまったが，茂木(長崎県)のアナアオサは，これと全

〈異なる位置を占めた。これまでの演者らの研究で，向者聞には酵

素多型についても明確な差異があることを確認しているが，今回の

知見はこれと矛盾しない.

2)ナガアオサは前者，リボンアオサは後者のアナアオサとそれぞ

れグループを形成した.

3)ヤプレグサは，調査した他の全てのアオサ・アオノリ属議類より

も先に分岐した.

以上から，アナアオサとみなされる裁の中には，少なくとも 2種

類の系統的に異なる積が含まれている可能性が示唆された.また，

ナガアオサとリボンアオサがアナアオサとどのような系統関係にあ

るのか，更に調査が必要である.

さらに，ヤプレグサは他のアオサ属議類と系統を異にしている可

能性があり，この読をアオサ腐とすることの妥当性を再検討する必

要がある筑波大・生物，・山形大・生物)
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(39) 0三井薦*・濠辺信州・中山側*・井上勲*

18SrDNAによるク口口コックム自の分子系統解析II

クロロコックム目は単細胞または群体の体制を持つ録藻

の仲間で，多くの淡水産緑藻が含まれている.分類は栄養

細胞の体制に基づいて行われてきたが，近年，この分類群

に属する藻類の遊走細胞の鞭毛装置構造など微細徳造の調

査が盛んに行われ，微細構造形質による新たな分類系が提

唱されている.

演者らは，クロロコックム自の分子系統解析を進めてい

るが，今回以下の4属 7種について新たに 18SrDNAの塩

基配列の決定を行った:Micractinium(UTEX 929・930)，

Golenkinia (UTEX93ト 932)，Ettlia (UT医 113)，

Neochlorosarcina(UTEX722・1700).分子系統解析の

結果， Micractinium' Golenkiniaは他のクロロコック

ム自の緑藻とは系統的に異なる位置に出現した.この結果

は，これら 2属は従来のクロロコックム固から除かれるべ

きであることを示唆している Micractinium(UT医

929)の鞭毛装置は時計回り裂といわれているが，クロロコ

ックム目藻類に見られる典型的なそれとは異なり，また，

Golenkiniaはおそらく DO型の基底小体の配列をもっと

考えられる.今回の分子系統解析はこれら微細構造の特徴

を支持するものであると考える.

(*筑波大・生物**富山大・教育}

(41) 0松村知明・前川行幸:不稔性アオサの大量倍養

と生産力の推定

不稔性アオサは室内倍養下でほとんど成熟することなく

栄養生長を続け.生長率が非常に高いことで知られてい

る3 本研究では屋外において不稔性アオサの大量倍養を行

い.生産力の測定を行うとともに.培養期間中の光合成有

効放射量および光合成一光曲線から不稔性アオサの生産力

の推定を試みた

19%年12月に不稔性アオサを701(/)屋外水憎で13日間倍

養を行ったn 水温を20"Cで一定に保ち，培養液は窒素と

リンを毎日測定し.培養初期には1I2PES，以後はIIIPESの

濃度になるように補強.添加した 生長はLAI(築面積指

数)の噌加量として表し.予め実測された各LAIと吸光係数

との関係から計算して求めたA 同時に.改良型プロダクト

メーターを用いて晴天および曇天日に天然光下における光

合成測定を行い，光合成一光曲線を求めた i 日射量につい

ては5年間の天候別の平均値を用いた

LAIは倍養開始時の1.28から 13日目には13.80に達したr

この値は推定された生産力とほぼ一致し.本研究で用いた

推定モデルの有効性が確かめられた 水温20"Cにおける長

適LAII士5-6，最大生産力は17.6grn-'d-'と推定され.不稔性

アオサの高い生産力会実づけることができた t

{三重大・生物資源)
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(42) 0平|尚雅規・桜本幸人:アナアオサ藻体の

梨11断による成熟誘導について

淡路島・岩屋政アナアオサをコルクポーラーで打

ち抜き， PJ縦状の小院rr};-(ディスク)にすると，ディ

スクは尚ボで成熟する。正午にnち依いた鼠径

1.5mmのディスクlOO枚を滅菌海水， L:D=12:12 (明

JUJ 6:00・18:(0)，蛍光灯(民天然昼光色) 100μ 

E/m2/s， 20"Cで前itiSt培養すると，ディスクは打ち銭き

から2・3日後の午前中に全而あるいは部分的に成熟

し， n~殖細胞を形成，放出する。ディスクの成熟は

肉 l以的には盟r~I:.~長体と同様，色調の変化によって識

別される。打ち抜かれた母藻休の残りの部分は成熟

しない。この;i法で:b:1U~:，雌性配似体および胞子体

の成熟を誘導できる。主主出された雄性，雌性配偶子

は接合する。接合子，遊走子は正常に発生する。直

径0.9，1.5， 2.1， 6.0， 9.0， 12.0，および15.0mmのディ

スクを上記条件で椛益すると，設も小さい直径

O.9mmのディスクが肢も高い率で成熟する。母様体

を紺l断するt栄作は成熟誘導に効果的てーあるが側体に

よって成熟Ifiが災なる。知l断による成熟誘導はアナ

アオサの'1:.翌日的活性が|刻係していると考えられる。

不稔性アオサについては実験rl'である。

仲11戸大・ l人j海域機能・教.TrJfセンター)

(43) 0中山 岡ド・長谷井稔キ*・井上勲*: 

カワノリ (Prasiolajaponica)の系統的位置について

カワノリ属 (Prasiola)は渓流または飛沫帯上部に生育

する葉状の緑色藻類である。本属は星状の葉緑体を持ち，

特徴的な卵生殖を行う。カワノリ属は同様な特徴を持つい

くつかの属 (Rosenvingiella，Prasiolopsis) とともにカワノ

リ科 (Prasiolaceae)に分類されているが，その系統・分類

学的位置については様々な意見があり，ヒビミドロ目やア

オサ目に所属させたり，独自の目とされたりしている。

演者らはカワノリ属の系統的位置を明らかにするため，

群馬県桐生市桐生川より採集されたカワノリ (Prasiola 

japonica)の 18SrDNA担基配列を決定し，系統解析を行

った。その結果，本務はChlorellaやTrebouxiaのような単

細胞性の緑色糠類に極めて近縁であることが示唆された。

これまでに報告されているカワノリ科の鞭毛装置構造も

この結果を支持する。 ChlorellaやTrebouxiaが属する藻類

群に対して近年トレボウキシア綱 (Trebouxiophyωae)と

いう分類群名が提唱されており，カワノリ属はこの綱に所

属するものと考えられる。またこのことはトレボウキシア

綱の中において栄養体の体制に大きな変化が起こったこ

とを示唆している。

(*筑波大・生物，市*群馬県太田市)

(44) 佐藤征弥:ヒトエグサ葉緑体 DNAの精製 (45) 0今井正江e・片山宮f康"・山口征矢・:淡水産ネダシ

葉緑体やミトコンドリアは共生によって生じた

と考えられている。藻類の葉緑体は多系統であり，

原核や真核など様々な生物が共生したと考えられ

ているが，その詳細は明らかになっていない(Wh-

atley 1993)。また，ミトコンドリアに関しても高

等植物と緑漢では DNAが大きく異なっており高等

植物では新たに共生したとする考えもある (Grayet

al. 1989)。オルガネラ DNAの解析は共生関係の解

明に有効な方法であると考えられる。演者は以前イ

ワヅタ葉緑体 DNAの精製を行い RFLP分析を行っ

た (Satohet al. 1992)。今回ヒトエグサ (Mono旬

stroma nitidum)の葉緑体DNAについて精製が成

功したので報告する。藻体を 5倍容の buffer中で

破砕し，ガーゼで瀦過して細胞壁成分を除いた。遠

心によりオルガネラを沈殿させ， N-lauroylsar∞-
sine， Proteinase Kを用いて DNAを遊離させ， 7ェj
づい川口ホルム処理により DNAを回収した。さらに

DNA結合性蛍光色素 Hoechst33258存在下での塩

化セシウムの密度勾配超遠心を行って DNAを分

画・精製した。ミトコンドリア DNAは曇が少なく

解析できなかったが，葉緑体 DNAについて制限酵

素パターンの解析を行った。

(徳島大・総合科学部)

グサRbizocJonium ripariumの光合成活性と増殖に及ぼす塩分濃

度の影響について

シオグサ科の糸状微細書長類ネダシグサは，淡水，汽水，海

水の全水域に生育していることが知られており，広塩性の藻

類であると考えられる。そこで本研究では，淡水産ネダシグ

サの光合成活性と増殖に及ぼす塩分濃度の影響を調べた。ま

ず，原海水(梅分濃度34%0)や種々の割合に希釈した海水及

び蒸留水中で，光合成速度を測定したところ， 14%。付近でそ

の値が最も高かった。次いで，藻体を一定光条件下で}京海水

や希釈海水及び淡水で培養したところ，どの塩分濃度でも地

殖可能であったが， 14%。で最も良く増殖し，その時の光合成

活性は他の担分濃度の場合に比べて高くなっていた。以上の

結果から，淡水産ネダシグサは広塩性を示すものの，光合成

および増殖に適した纏分浪皮は14%。付近であることがわかつ

fこ。

(‘東京水産大学・教養・生物，叫東京学芸大学・生物)



(46) 0清水貴裕・・ fi東忠司・・上阪昌孝“・市材陣

宣・・・:緑議 Pleurotaenlumnodos阻 cOlDPlexの分類学

的研究

単細胞性の緑穣類 Pleurotaenlumnodos咽は，ミカ

ヅキモと同様に接合子を形成する.本種は，これまでに

栄養細胞の微細な形態の差異をもとに.6変種が報告さ

れている(Krieger. 1937 )。本研究では，広島県を

はじめとする.10箇所から得られた本種の 39穣線を

用い，培築後の栄養細胞の形費量，接合子の形成などを観

察し，変種レベルの分頚学的検討を行った.その結果，

以下のことが確認されたo 1 )栄養細胞の縦の長さと績

の長さの比，接合子の直径債の計測を行ったととろ.39 

掠はそれぞれ，グループ A( 26徐). B ( 9縁 ). 

C ( 4株)の 3つに分かれたo 2 )これらの各グルー

プ内では接合がみられたが，グループ聞では接合がほと

んどみられなかったo 3 }グループ Bでは，媛合子の

外層壁が剥がれやすいことも明らかになった.これらの

結果から，栄養細胞の績と債の長さの比，接合子の大き

さ.接合子の外層墜の技館，接合の有無が変種の分類形

質として有効であるという結論を得た.なお.Krieger 

( 1937 )の記識から，グループ A.Cは.それぞれ基

本種(P. nodos四}と変種(P. nodosum var. gutw-
inskll )であり，グループ Bは，未記載であることが

確認された.よって，グループ Bを新変種 P.nodos四
var. minorとして報告する.

(・京都教育大・生物松下電器 FAソフトテ

クノロジー，・・・北海道大・海藻研}

(48) 0生野智昭・峯一朗・奥田一雄:緑譲アオモグサ

(Boodrea coacta)の原形質膜分画における繊維状物質の生成

緑色植物の細胞壁の骨格要素であるセルロースミクロフィ

プリルは、原形質膜内表面に存在するTCs(セルロース合成醇

素複合体)により原形質膜上で直接合成されると考えられてい
る。この原形質膜を生化学的に精製した分函及びその原形質膜

を溌解して得られる蛋白質1炉、 UDPーグルコースを基質として

セルロースを合成する活性を持つことが高等植物において報告

されている.しかし‘緑議においての報告はない.海産多核緑

麓アオモグサは、セルロース性の厚い細胞壁を形成し、その原

形質膜はフリーズエッチング法によってTCsの存在が既に確認
されている。今回、録覇軍アオモグサの原形質膜を生化学的に精

製し‘セルロース生合成能を持っかを調べた.
車車体を氷上で細かく刻みホモジネー卜し溜過する. 43% 

シュークロースの上に載せ14000gで遠心して上澄みを得、さ

らに1000∞gで遠心した沈殿をミクロゾーマル分商とした.こ
れにより原形質膜の指標酵素であるMgZ+-ATPぉeの活性が6-
7倍になり、この分菌を超薄切片法により電子顕微鏡にて観察
したところ閉鎖された小胞が観察された.この分画を0.1%

digitoninで可溶化し遠心して得られた上清をSE1とし、沈殿を
さらに1% digitoninで可湾化し遠心して得られた上清をSE2と

した.このSE1、SE21こUDP・グルコースを奉賀として与えたと

ころSE1ではなにも生成物等は観察されなかったが、 SE2では細
〈長い繊維状構造物の生成が観察された.このSE2の反応を時

間を追って笥聾すると、反応開始10分後では小さな額粒の集まっ
た部分に鯛〈短い繊維織の生成物が現れ、 20分後にはこの織維

様生成物が長〈連なる。 3ω昔、 1、Z鱒間後もほぼ問機の生成物

が観察された.
(高知大・理・生物)
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(47) 0吉田絵里・峯一朗・奥田一雄:キッコウグサ

の配偶子形成過程におけるパピラ形成と表層微小管の

配列

キッコウグサはミドリゲ目に属する海産の多核緑藻

である。配偶子形成では，原形質内で核分裂，細胞質

分裂が起こり全実的に配偶子が形成される。同時に

将来配偶子の放出管となる突起(パピラ)が細胞壁に

形成される。本研究では，パピラ形成過程における表

層微小管の配列の変化を間接蛍光抗体法により作成し

た試料を用いて共焦点レーザー走査顕微鏡で観察し
た。

キッコウグサの単細胞藻体を滅菌海水に移すと，パ

ピラ形成が誘導された。パピラ形成の過程は表面観に

特徴のある 4つのステージを経て起こり，表層微小管

の配列変化は以下のようであった。

1.葉緑体が顕著に集合した部分がいくつか現れた(将

来パピラとなる)。表層微小管は，葉緑体の集合して

いる部分の中心から放射状に配列していた。

2.パピラの周囲で業緑体の分布密度が低くなった。パ

ピラの中心では葉緑体の分布密度は高かった。表層微

小管の放射配列は，葉緑体の分布密度の低い領媛も含

めて維持された。

3.パピラの中心部は，葉緑体の周辺部への移動により

透明となった。表層微小管の放射配列は維持された。

4.パピラの周囲の葉緑体の分布密度が均等になる。表

層微小管の放射配列は維持された。

以上のことから，表層微小管の放射配列はパピラ形

成に関与していると考えられる。

(高知大・理・生物)

(49) 0野崎久義*・伊藤元巳"・渡辺 信***:群

体性緑穣 Bas担且皇盟里(オオヒゲマワリ目)の微細構

造と分類学的位置

Bas並hlamysは Skuja (1956) が Gon担E盟主主旦li-

feru田 Scherffelを基に設立した群体性の属であり、

B. sacculifera (Scherffel) Skujaのみが知られてい

る。本属は 4細胞が互いに離れ、親の細胞鞘に付着し

た鉾体を形成する事を特徴としているが、著者によっ

ては包豆chla旦E豆腐を認めない場合もある (e.g. 

Stein 1959、 Pickett-Heaps 1975)。一方、群体性オ

オヒゲマワリ自の科レベルの分類には栄養群体の微細

書写造が重視されているが(Nozaki島Kuroiwa1992)、

未だ包豆chl皇虹Eは電子顕微鏡で観察されていない。

今回、演者らは塩豆ch担!!!}'J!の分類学的位置を明確

にする目的で栄養群体の微細構造を観察した。その結

果、群体の中で各細胞が細胞外基質(extracellular 

田atrix)の三層擁界構造 (tripatiteboundary)によ

って包まれている事が判明した。以上の結果を含んだ

形態学的データを基に分岐系統学的解析を実施したと

ころ、 E旦豆ch担!!!}'J!はテトラパエナ科の Te主旦h呈en皇

と単系統群を形成することが判明した。

(*東京大・院理、料千葉大・理、***国立環境研究所)
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(50) 0畠中芳郎，小林修，東原昌孝，檎山圭一郎:

Duna1iellaの細胞表層構造に関する研究

現在までに我々は，Dunaliel1aに各種細胞壁溶解

酵素を作用させることで，光学顕微鏡，走査電顕な

どにより観察される，細胞表層の溶解，融合などの

形態的な変化が現れることを確認してきた。

Duna1iellaの細胞表層にはsurfacecoatと呼ばれ

る構造物があることが提唱されている。しかしなが

らこのような表層構造は物理的に弱いため，通常の

電顕試料作成時には失われてしまい，超薄切片観察

によるsurfacecoatの確認は困難であった。そこで

今回，試料画定時に黒住らの混合固定法を用いるこ

とでこの構造の確認を試みた。

その結果，従来の固定法では細胞膜の外側には何

も構造がみられなかったのに対して，混合固定液で

氷冷しながら固定すると，密度の濃いsurfacecoat 

と考えられる構造が細胞膜の外側に残っていること

が確認できた。

ここで観察されるsurfacecoatは，多糖分解酵素

で処理した場合には厚さが薄くなることから，

Dunal1ellaの細胞表層構造はOliveiraらが提唱してい

るような，多糖で構成される構造であることが示唆

された。

(大阪市立工業研究所)

(52) 内田英伸:単細胞緑藻 Chlamydo皿onas

reinhardti iの接合直後に発現する遺伝子 zys1

の解析

単細胞緑藻 Chlamydomonas reinhardti iでは

雌雄配偶子混合後に雄由来核様体の選択的消失

.核の融合・ペん毛の縮退・胞子の形成という

現象が観察される.多くの蕩類に共通にみられ

るこれらの諸現象は，接合開始後に発現される

遺伝子君事により制御されていると考えられる.

この過程の早期に機能する遺伝子を単線するた

めに，配偶子と雌雄配偶子混合後 10分の細胞と

でディファレンシャルスクリーニングを行い接

合子特異的に発現する遺伝子を cDNAクローニン

グした.得られた遺伝子の 1つ zys1は， ORF内・
3'非3ート'領域がそれぞれ 99・50%のホモロジー

がある 2つの遺伝子(zys1A・B) から構成され，

両遺伝子はゲノム上で 14kbのMboI断片内にコー

ドされていた.現在， この領域を含むゲノミッ

ククローンの制限酵素地図を作成し zys1A'

B遺伝子の極基配列を比較検討している.

(筑波大・生物科学)

(51) 0演回仁・大石直人・子安真樹子・坂口恭久・

鈴木瑞史・田代聖子・村上史峰・山下央・赤尾法彦・工
藤智洋・小松真紀・合田史・桜井健二・清水晶・山口禎
夫・高川順也・野路善博・平野克治・村上康一・森田誠
市・四柳智飼・上勢敬一郎・太田匡宣・経隆紀・九鬼伸

夫・篠崎健太郎・細井尚人:

ミカヅキモを指標生物とした中性洗剤の毒性について

ミカヅキモ (αosteriu:meh:rer脚 γgii，接合藻)
は重金属や抗生物質に対する感受性の濃度が人間の値

と似ているため，水質汚染・毒性の指標生物として使わ
れる.実際，種々の農薬・突然変異誘起弗lの他，農場や
ゴルフ場の排水の毒性試験にも用いられた(演田19'叩，

Hamada 1994，1995) .今回は，中性洗剤の毒性について
調べ，その作用メカニズムを，界面活性剤や既に行った
2穫の放射線照射結果とも比較検討して，以下のような

結論を得た.
1)中性洗剤は，石鹸よりも一般に毒性が強い.
2)中性洗剤は，単一の界面活性剤より毒性が強い場合

がある.
3)中性洗剤は，凹凸のある奇形の接合子を作る.
4)ある種の中性洗剤は，ミカヅキモの 1対の接合子に

よく似た形の奇形を生じさせた.合い並んでいる 2
量体 (2Cレベル)のDNAの同じ遺伝子座で変異

が起こった可能性がある.
5)家庭排水では，中性洗剤特有の奇形の接合子が見ら

れるととがある.
(富山医科薬科大学・医学部)

(53) 0阿部信-El~'・田中次郎H ・横浜康継 x x x • 

有賀祐勝目:潮間帯に生育する海藻の乾燥に対する防御
戦略

i朝間待の海藻が乾燥障害を防ぐ手段として，乾燥を遅
らせる(乾燥抵抗性)方法と水分が失われでも光合成な
どの生理機能を維持し脱水に耐える(脱水耐性)方法が
考えられる。本研究ではこれら 2つの性質を定量的に評
価し生育場所との関係について検討した。実験に用いた
18種の海藻は 1994年 12 月 ~1995年 2月に伊豆下回鍋田
湾の潮間帯で採集した。脱水耐性の強さは，脱水の程度
を組織の水ポテンシャルによって表し，乾燥後海水中に
もどした後の光合成活性が乾燥前の50%となる時の水ポ
テンシャル (T50)によって表した。 乾燥抵抗性の強さ
は， 10.C，相対湿度30%の空気中で50%の自由水が失な
われる時間 (A50)によって表した。 その結果， T50は
潮間帯上部から採集した10種の海藻でー20MPa以下と，下
部およびタイドプールの 8種の海藻(-5~ ー 14MPa) に比
べ低い値を示し，より強い耐性を有していることが分か
った。乾燥抵抗性は，潮間帯下部およびタイドプールか
ら採集した 5種の海藻では A50=1. 0~ 1. 9時間と潮間帯
上部の10種の海藻 (0.3~ 1. 0時間)に比べ強い抵抗性の
あることが分かった。特にハパノリでは藻体が重なるこ
とによって抵抗性の強まることが分かった。また， i朝間
帯下部下層およびタイドプール深部で採集した海藻(ウ
ミウチワ，オキツノリ，マクサ)ではA50が O.4~0. 9時
間と低く，干出による乾燥の影響が小さい場所では抵抗
性の弱いものも現れることが分かった。以上のことから，
潮間帯上部の海藻は乾燥障害を防ぐ手段として主に脱水
耐性を強めているのに対し，潮間帯下部の海藻は乾燥抵
抗性を強める戦略を取るものと考えられる o

( .中央水研 u東水大・藻類 u.筑波大・下回臨海実
験センター)



(54)池原宏ニ 1994年春~夏の瀬戸内海の灘

別流れ藻の構成種

流れ藻は幼稚魚の成育場として重要である o

そこで 1994年 5-7月に瀬戸内海の各灘で流れ

藻の調査を行った。各月の種類数は 48-60種

で， 主な織成種は緑藻ではスジアオノリ， 褐

藻ではホンダワラ類， ツルモ， フクロノリ，

紅藻ではフクロフノリ. 他にアマモである。

これらの種を月別， 灘別にみると. 5-6月

は東部の 錨 磨 灘 か ら 備後灘にはシダモクとタ

マハハキモク， 西部の燈灘から伊予灘にはア

カモク. 7月は全域でアマモとヒジキが卓越し

た。この結果は 1993年 同時期の結果とほぼ一

致していることから， 瀬戸内海の流れ諜の構

成種は備後灘と燈灘を墳 に東西に 2分される。

このような現象は瀬戸内海の海水の流れ， 及

び回 遊魚の生態とも類似しており注目される。

(南西水研)

(56) 本村泰三:ミツイシコンブの遊走子形成過程

での核・葉縁体・セントリオールの連闘について

褐藻植物の遊走細胞の基本的形態は概ね共通し、

1個のカップ状 (2棄に分かれた)葉緑体にはさま

れるように核は存在し、セントリオールが核・禁縁

体に隣接して、そこから長短2本の鞭毛が伸長して

いる.このことは、遊走細胞形成のある時期に核と

葉緑体の数が1:1になること、核・葉緑体・セントリ

オールの3つの細胞内小器官はある時期に密接な位置

関係を維持するようになると考えられる.今回、ミ

ツイシコンブの単子嚢内における遊走子形成過程を

モデルに観察を行った.

減数分裂前の単子轟母細胞では通常8個の葉緑体

(C)が存在していた(1N8C).減数分裂を経た4綾(N)

の単子蜜においても個々の葉縁体は生長するものの

その数は8個のままであった(4N8C).すなわち、核

と葉緑体は、 (lN2C→1N4C→)lN8C→2N8C→

4N8C→8N8C→8N16C→16N16C→16N32C→ 

32N32Cの様に数を合わせ、最終的lこ32個の核と32

個の業縁体が1:1で対応し32個の遊走子が形成され

る.抗セントリン抗体を用いてのセントリオール・

核・業縁体の位置関係についても合わせて報告する.

(北海道大・理・海藻研究施設)
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(55) 0菅原顕人事・佐藤博雄帥・吉岡明子判・竹内俊郎事:

褐寝アラメの業状部における脂肪酸組成

各種海療の脂肪畿組成について、各分類群の分布パターンが

かなり明らかになってきている.しかし、脂肪酸組成を各側業

での違いを報告した例は乏しい.そこで、本研究では褐義アラ

メ{局指血b勾'clii)について、新しい側業と古い側業および業

体上郁と下部での脂肪酸組成の違いとその光合成活性について

検討した.

試料は 10月から 12月に採取した千業県坂田産のアラメを

用い、光合成活性はプロダクトメターにより測定し、脂肪畿組

成はガスクロマトグラフィーにより分析した.子饗斑が形成さ

れた部位では形成されていない部位に比較してクロロフィル含

量、光合成活性ともに低かった.主な脂肪酸は、 14:0およ

び16: 0の飽和脂肪酸であり、 18: 1、18:3n-3、

18:4n-3、20:4n-6、20:5n-3の不飽和脂

肪酸も高い割合を占めていた.新しい側薬では 16 : 0 、18:

1の含有量が高く、それに対して古い側業では 18:3n-3、

18:4n-3、20:4n-6の含有量が高いことが明らか

になった.子嚢斑の形成された部位の脂肪酸組成パターンは若

い側業とほぼ同様であった。側築上部と下部の脂肪酸組成の比

較から、下部で 18:4n-3および20:n-6の高度不脂

肪酸の含有量が高いことが認められた.

(‘東京水産大・資源育成、"東京水産大・海洋生産)

(57) 川崎昭二:マコンブ担里担笠当担但且9!の新
分布

マコンブ国監旦盆当主胆単9!の北海道沿岸における
分布は津軽海峡沿岸一帯と室蘭までの道南太平洋海域

とされている。巌近，ミツイシコンブ塩E・盟型註盆呈
の分布の中心である日高支庁管内浦河，様似の漁港内
にマコンブらしいコンブが生育しているという情報に

より 1995年 6月と 9月に両漁港と近隣の漁港を調査し

た。その結果.コンブは長さ130・220c皿，幅20-25cm.重
量250-500gほどのものが多く g月には子嚢斑も形成さ

れていたが.業体の外部形態.子嚢斑.粘液腔道の特

徴から明らかにマコンブであると判断された。また.

生育は浦河.様似のほか傑裳岬西側の笛舞漁港.東側
の庶野漁港でも確認された。潜水夫の観察によって浦
河.様似漁港内の広い範囲で岸壁に干潮線下 1m付近

まで密生し，特に様似では港口から防波堤外側の消波

プロックに約75mにわたり着生範囲が鉱大しているの

が認められた.
乙のコンブは10年くらい前から生育していたという

声があるが.信頼できる情報によれば浦河，様似では
少なくとも1987年までは生育していなかったようであ
る。マコンブが侵入した原因については基本的に漁港
内を生育場所としている点から見て津軽海峡や噴火構

地帯から来る多数のイカ釣り機船によって持ち込まれ
たとする説が有力である。マコンブが天然分布しない
と考えられてきた日高地方に今なぜ本種が生活出来る

のか.また今後港内から港外のミツイシコンブ生育場
所にまで侵入するかどうかを見極める乙とは学術的に
も産業的にも極めて重要なことである。

(函館市日吉町4-29-15)
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(58) 0神林友広*・倉島彰**・横漬康繕*褐藻
アントクメ及びカジメの光合成の環境適応

伊豆半島の西岸の水温は東岸のそれより通年約2・C高い
が，褐藻コンブ科に属する近縁同士の大型海藻である1年
生のアントクメと多年生のカジメのうち前者はほとんど
西岸のみに，そして後者はほとんど東岸のみに分布して
いる。

本研究ではこれら2種が伊豆半島両岸にすみ分けている
原因を探るべく，まず両種の胞子体について光合成速度
および呼吸速度と温度との関係を調べたが，両種聞に顕
著な相違がみられず，また日補償積算光量と温度との関
係では，時期によってはカジメのほうが高温に適してい
るとみなせる結果が得られるというように，両種のすみ
分けの原因とみなせるほどの種聞における生理特伎の相
違は見出せなかった。次に配偶体についても，光合成速
度，呼吸速度および日補償積算光量と温度との関係を調
べたが，やはり両種間で顕著な相違はみられなかった。
しかしどちらの種でも，配偶体は胞子体に比べると耐陰
性と耐熱性においてはるかに優れていることが明らかと
なったが，このことは，多年生のカジメより 1年生のアン
トクメのほうがより高温域に分布しうることを示してい
る.

カジメの場合，胞子体は秋から冬に萌出し.4~5年に
わたって成長を続けるが，最初の遊走子の放出は萌出か
ら2年近く経過した紋である。これに対してアントクメの
場合，冬に萌出した胞子体は初夏には遊走子を放出して
縮れ，夏の高水温期は耐熱性に優れた配偶体のみで過ご
す。コンブ科の海藻のうちで1年生組物はアントクメのみ
であり，またこの種が最も高温域に分布する。アントク
メは生活史を1年生に変換することによって分布域を暖海
側へ広げた種であるとみなせよう。

(*筑波大・下回臨海セ，キ*東水大・藻類)

{停60町 o飯泉仁.町口裕二.坂西芳彦:ホソ

メコンブ(仏La仰mηlI初naωar向旬.

の{伸申長に対する温度の影響

ホソメコンブは北海道日本海沿岸や三陸沿岸に

生育する一年生のコンブであり，近年注目されて

いる「磯焼I1J地域における主要な大型海藻のひ

とつである.磯焼け(コンブ漁獲量を指僚とした.)

と沿岸水温との統計的解析から水温変動と磯焼け

とが密接な関連があることが示唆されている.

コンブの成長に対する温度の影響を室内実験で

調べた結果，ホソメコンブは低温で成長が活発に

なること(成長最適水温は5-10"C)が明らかに

なった.この結果と槌食動物による摂餌を組み込

んだ海藻の現存量変動モデルによって磯焼けの統

計的傾向を再現できたことから，磯焼けには海藻

類の成長に対する環境(水温など)の直接的な影

響が大きいと推測された。

(北海道区水産研究所)

(59) 0奥村宏征・前川行幸.尾鷲湾の海穣植生と藻類

の高温耐性

尾鷲湾は.外海性の強L、湾であるが.河川水の流入.

魚類養殖による有機物付加.さらに湾奥の火力発電所か

らの混排水の流出などにより.環境変動の非常に大きな

湾である。それに伴い海藻植生も.湾口部から湾奥部に

かけて特徴的な分布を示す 本研究では.藻類の分布を

規制する要因の・っとして温度環境を考え.夏期|に採集

した藻体について.光合成.呼吸活性の観点から.藻類

の高温耐性を調べ.湾内の温度環境と藻額分布との関連

性について明らかにしようと試みたド

1994年5月に湾内14地点で海藻植生の調査を行った。ま

た. 1995年6-9月にかけて湾内各地で採集した20積につい

て光合成と呼吸の測定を行った i 藻体の光合成，呼吸の

測定は.改良型プロダクトメーターをど使用し，水温を20

℃から2.5"(;間隔で段階的に上昇させ舌件が失われる温

度まで測定を行った。生育場所の水温l士.尾常市が測定

した過去5年分のデータを用いた"

光合成限界温度は.潮下帯海藻で32.5"(;-40"(;で.それ

ぞれの生脊場所の年間続高水混の範閤内であった!また

湾口部から湾奥部に向かうにつれて光合成限界温度が高

くなり.水温分布と同じ傾向であることから.湾内の温

度環境と藻類の水平分布に強い関連性があることが示唆

された目

(三重大・生物資源)

(61) 0粛藤宗勝・.片山富予康志~竹内一郎..皐

:三陸沿岸の藻場の構成種エゾノネジモクの生

育状況の季節的変化

対馬海流の影響下にある海域とほぼ一致した

分布を示すヱゾノネジモクは、三陸沿岸の漸漂

帯のガラモ場における主要な構成種である。春

から夏にかけて生長し、冬季は葉状部のほとん

どが脱落して藻体を縮小するが、茎部は永年生

であるとされている。この海蕩から成る藻場の

生育状況を知る目的で、岩手県大槌湾の湾口部

水渓約3mlこ分布する群落を対象として、ヱゾ

ノネジモクの主枝の長さ、葉状部の面積及び現

存量などの季節変化について調査を行った。

主枝長の変化は、 6月に最大となった後、 10
月の最低値まで順次短縮したが、冬から春にか

けても僅かな伸長が認められた。 8月から 10月
にかけては幼芽数が多く、 11月以降はこの幼

芽がl順次伸長していた。葉状部の面積は、 6月

以降急増して8月に最大8.271こ達したが、 9月に

は最小値1.23まで減少した。現存量Iま11月から

5月の聞は低い値であったが6月以降増加し、 8
月に最大値1.5kg/m'に還し、 9月以降激減した。

調査結果から明らかとなったヱゾノネジモク

の生育状況と、北日本の寒海域に分布する本群

落の生産性について報告する。

(*盛岡大学短期大学部**東京学芸大学・生物，

脅**東大海洋研大槌臨海研究センター)



(62) 0粛藤宗勝恵・片山富予康 8 ・.竹内一郎本** 

:三陸沿岸の藻場の構成種エゾノネジモクの光

合成特性の季節変化

三陸沿岸におけるガラモ場の構成種である褐

藻ヱゾノネジモクの光合成に対する光と温度の

影響の季節変化を知る目的で、先に述べた生育

調査で対象としたのと同じ岩手県大槌ヱゾノネ

ジモク群落から季節毎にサンプリングした試料

を用いて、先光合成・光、光合成・温度および呼

吸・温度の関係を謁べた。

光合成・光曲線の季節変化では、 4月から7月
にかけて200μEの光で光合成が飽和に達した

が、 11月から 1月では320μEの光でも飽和せ光

の効き方が季節によって変化していた。温度曲

線では、光合成の適温が春季の20"Cから秋季の

300Cまで変化し、この変化は海水温の周年変動

と数カ月のずれをもっていた。呼吸と温度との
関係では、いずれの季節も 5~350C で直線的に

増加し、 400Cで急激な増加を示した。

これらの結果から、エゾノネジモクの光合成

適温は環境水温と連動していることが明らかと

なった。また、他のネジモク類より寒海域まで

分布する本海蓮の適温と耐高温性は、本海藻が

もともと暖海に由来する海藻であることを示唆

していた。
(会盛岡大学短期大学部**東京学芸大学・生物，

**台東大海洋研大槌臨海研究センター)

(64) 0渡部佐知子h 中野武登“・出口博則本:海

岸飛沫帯に生育する地衣類の photobiontとその耐塩

性

西日本沿岸の飛沫帯の岩上に生育している地衣類から，

photobiontを分離・培養し，それらの分類学的検討をお

こなった。 17属22種74標本の地衣類から， 9属14種の緑

藻類 photobiontを確認した。本研究では，これらの

photobiontの酎塩性について検討をおこなった。 14種の

photobiontを篠々 な;叢度の NaCIを含んだ BBM培地 (10，

20， 30， 40， 60， 100， 150%0)で培養し，増殖量の測定，

および細胞の形態と生活史の観察をおこなった。その結

果， 14種すべてのものは高塩分濃度(40%0)の培地で増殖

が可能であり，最高で100%。の培地でも増殖しているもの

もあった (Trebouxiagelatinosa SW-54)。遊走子を形成

するもの (Trebouxia，Myrmeciaなど)では，遊走子の放

出は観察されなかった。このことより，遊走子は塩分の

影響を受けやすいことが示唆される。

以上のことから，海岸飛沫帯に生育する地衣類の

photobiontが高い耐塩性を有することが明らかになり，

これらの photobiontをもっている地衣類は，温分;濃度が

広範囲に変化している海岸飛沫績という特殊環績に適応

して生育していると考えられる。 け広島大・理・

生物科学，日広島大・理・宮島自然植物実験所)
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(63) 0中野武登4 ・山崎扶美*ホ・神田啓史*日・

出口博買1J**南極，雪烏沢産土壌藻類の分類学的研
.，." 
7L 

南纏，雪鳥沢の主として驚苔類が生育している場

所において土壌標本を1m間隔で，南北9点，東西12

点採集した。本研究では，これらの標本を， BBM寒天

平板培地上で培養し，各地点の土壌藻類相を明らか

にするとともに，それらの現存量を測定し，南梅に

おける土壌藻類の生態学的位置を明らかにすること

を目的とした。 21点の土壌標本を埼養した結果，サ

イアノバクテリア4種，黄緑色藻類3種および緑藻類

26種を確認した。特に，蘇苔類の生育している場所

の土壊中から多種の藻類が分灘された。土壌中の藻

類の現存量は，希釈した土壌懸濁液を一定量BBM寒天

平板上に塗布して矯養し，出現した藻類コロニーの

数から，土壊19当たりの個体数を推測した。その結

果，主として北側部分で採集された土壊中の現存量

が高く，この地点には驚苔類が生育していることか

ら，蘇苔類と土壊藻類には緊密な関係があることが

明らかになった。裸地でも土壌藻類が検出され，南

極では藻類の現存量の増加と蘇苔類の生育が並行し

ている傾向がみられ，土壌藻類は，この地域におけ

るPioneerplantとして重要な役割を果たしているこ

とが示唆された。

い広島大・理・宮島自然植物実験所，村広島大・

理・生物科学， 車本指極I也研)

(65) 0飯田高明*・中野武登帥・出口博員1]*:土壌

から分離された Syncoryne属(緑藻類，カエトフオ

ラ目)の1新種

日本各地の土壌から，円盤状の偽柔組織

(pseudoparenchyma) を形成する多細胞性の緑藻

類12株が分離された。これらの藻株を一定培養条件

下で形態および生活史を観察した。その結果， (1) 

藻体の偽柔組織が多層であること， (2)偽柔組織の

中央部の細胞が赤褐色になり，遊離すること， (3) 

遊走子は等長4本の鞭毛を持つこと， (4)偽柔組織

は培養定常期に断片化し， 4-8細胞の集塊(サル

シノイド)になることが明らかになった。

上記の(1 )一(3)の特徴は，海産の単型属である

Syncoryne (S. reikei Nielsen et Pedersen 1977)の

ものと一致する。本研究で得られた藻株は，淡水藻

類用培地でのみ生育した。したがって，得られた藻

株は陸水産の穫であると考えられる。また，本研究

で得られた藻株は， S. reikeiと比較して，偽柔組織

が著しく発達し，サルシノイドが形成されることで

特徴づけられ，本属の新穫であることが明らかに

なった。 ヤ広島大・理・生物科学広島大・理・

宮島自然植物実験所)
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(66) 0大賀 学・大谷修司:中海産 Neodelphineis (67) 0竹下俊治事・中野武登帥・緑藻類Trebouxia属

pelagicaおよびその近縁種について 6種の栄養細胞における形態の比較 I

中海は、塩分濃度が海水の 1/2から 113程度の

値を示す汽水湖である。 1994年、 1995年の両年
の夏から秋にかけ、極を結合しジグザグまたは放
射形の群体を形成する浮遊珪藻が優占した。この
ような群体を形成する種類としては、過去の調査
によると、中 海 か ら は Thalassionema
nitzschioides(GRUNOW)GRUNOWが報告されているが、
今回の試料中の細胞は光顕および SEMによる観
察により、 Neodelphineis pelagica TAKANOであ
ることが確認された。蓋殻の長さは 8.5-31.5um、
幅は 3.0-4.5um。蓋殻は細長い楕円形で、 10um
以下のものは角の丸い菱形であり、切頂条線は
10umに 14-18本であった。高野(1990)の記載に
比べ、蓋殻がやや長い細胞が出現したが、他の形
質については高野(1990)の記載とよく一致した。
同氏によると、本種は内湾において夏季に繁殖す
るとされているが、 1994年及び、 1995年の調査
では、いずれの年にも 9月から 10月にかけて急
激に繁殖し、11月にはほとんど見られなくなった。
過去に報告された Thalassionemanitzschioides 
や Thalassionema属の数種も時期を同じくして
出現したが、いずれも個体数は少なく優占するこ
とはなかった。

(島根大・教育)

Trebouxia腐は地衣植物のphotobiontとして出現する

単細胞性の緑藻類で.現在まで"27種が報告されている。

TrebouλLU属の分類形質としては，他の単細胞性微細藻

類と同様，栄養細胞の形態および生活環が挙げられる。

これらの形質について検討し，現在までにいくつかのモ

ノグラフが提唱されている。しかし，これらの多くは

UTEX等で保存されているtypecultureを再検討したも

のに過ぎない。したがって，Trebouxia属の様々な藻株

を用い，種内変異を検討する必要がある。そこで本研究

では，形態的に非常に類似している Trebouxiaerici， 

T. excentrica ， T. glomerata ， T. irregularis ， T. 

italiana， T. pyriformisの6種について，特に栄養細胞

の形態に着目して比較を行った。これら6種はいずれも

同様の生活環型(自生胞子形成を行わなし、)を持ち.栄

養細胞の形および葉緑体の形態の微妙な相違によって

区別されている。比較の結果，これらの種のうち少なく

ともT.erici， T. excentrica， T. italianaの3種，ま

た，T. glomerata， T. pyriformisの2種は同一種である

ことが示唆された。 グ広島大・学校教育・理科，

H 広島大・理・宮島自然植物実験所)

(68) 0高原隆明ト千原光雄林:管状緑藻ハネモ (69) 0井口律子・中山克己・岡田光正:緑藻オ

ーツユノイト群の葉緑体のピレノイド構造 オハネモのサイトソルと葉縁体広存在するグル
タミン酸デヒドロゲナーゼの性質

管状緑藻のハネモーツユノイト群にはピレノイドを 細胞内では、核ゲノムによってコードされるア

有する葉緑体をもつものがある。それらは，ハネモ属イソザイムが、サイトゾルとオルガネラの別々のコ

主旦巨isの調査されたすべての種と，ツユノイト属 ンパートメントで独立、又は連携して代謝を円滑に

生生竺iaおよびニセハネモ属丘担也里担空の一部の 行っている。窒素代謝に関与するグルタミン酸デヒ

種であるCFeldmann，1937， 1969)。この群は有性世代ドロゲナーゼ (GDHlは、植物により細胞内局在と補

と無性世代の間で異形の世代交代を行うことが知られ酵素特異性が異なり、その生理機能との関係につい

ているが，これまでハネモ属の有a性世代CHori& Ueda，ては、明らかでない点も多い。今回、サイトゾルと

1967; Burr & West， 1970)とツユノイト属の有性世代オルガネラをインタクトに分離できる多核単細胞緑

CWheeler & Page， 1974)についてのみピレノイド構造藻のオオハネモ (Brvopsismaxima)を用いて、 GDH

の報告があり，それらはともγピレノイド‘マトリクスの細胞内局在を調べ、各々のGDHにつきその生化学
』 一、 的性質を検討した。(1) Percoll密度勾配遠心法を

の周りに数個のデンプン鞘をもっ「ポリヒフ ζ ダルJと用いてオルガネラを分離したところ、 GDH活性は、

呼ばれるタイプである。今回，ハネモ属とツユノイトサイトゾルと葉緑体の両薗分に確認された。この結

属の無性世代についてピレノイド構造を調査したとこ果は、ミトコンドリアと葉緑体に 1;種ずつ (ChloreJla

ろ，それらはともにピレノイドマトリクスの周りに 2 pvrenoidosa)、ミトコンドリアに l種と葉緑体に 2種

個のお椀状のデンプン鞘をもっ「パイレンティキュラ (ChloreJla sorokiniana)、ミトコンドリアに3種

一」と呼ばれるタイプか3個のデンプン鞘をもっタイ (Clamvdomonasreinhardtu)の GDHが存在するとい

プであった。また，ニセハネモ属では，有性世代の葉う報告と異なっていた。(2 )ゲルろ過法により求

緑体のピレノイド構造は「ポリピラミダル」であったがめた分子サイズは、両画分の GDH共に、 30 0 kDa 

無性世代の葉緑体にはピレノイドが見られなかった。 であった。(3 )両画分の GDHは、共に補酵素とし

(本専修大・商，林日本赤十字看護大) てNADPHを必要としたが、その補酵素に対する親和

性に差が認められた。(東邦大・理・生物分子)



(70) 0木村裕子・中山克己・岡田光正:緑藻

オオハネモにおける硝酸還元酵素の性質と細胞内局

在

窒素代謝の最所の段階を担う酵素である硝酸還元

酵素(NitrateReductase:NR)については.現在までに

様々な研究がなされている。しかし.高等植物の

NRの生化学的性質や構造については.完全な解明

はされていない。

本研究ではこれまでにあまり調べられていない.

大型緑藻のオオハネモを材料とした。この藻は.多

核単細胞で.経は約1.5mm.長さ15cm程の管状の主

軸に小羽を持つ藻であり.藻体をハサミで切ること

により核や葉緑体を簡単に取り出せる事ができ.酵

素の局在の研究に適した材料である。この材料を用

いて.NR活性の細胞内での局在や性質を爵ぺ.精

製を試み.次のような結果を得た。

1)サイトゾル.葉緑体画分の両方の画分に活性が見

られた。 2螺集後の培養日数の経過に伴い.NADH 

の添加により反応を開始した時の誘導期が長くなっ

た。 3)ゲルろ過により.サプユニットの分子量は.

およそ96.000で.分子量は38.0000前後と推定され

た。

(東邦大・理・生物分子)

(72) 0亀崎佳子・・高甥佳世子・・・中山克己・・岡田光正・:

緑藻 DunaJielJa町ridisのAdenylatecyclaseの性質と精製

DunaJieJJa viridisは、緑諜類オオヒゲマワリ目に属する。単

細胞で細胞壁は無く、同じ長さの 2本の鞭毛とコップ型の大

きな葉緑体と、いくつかのデンプン粒を持つ。また、体内の

グリセロール濃度を迅速に変化させることによって、 0.4M(海

水レベル)から5.0M(飽和塩濃度)までの広範な塩濃度での生育

に適応している。本研究室ではcAMP(サイクリックアデノシ

ンモノホスフェイト)をDunalieJJaの浸透圧調節機構の情報伝

達物質として想定し、 DunaJie、JJaのAdenylateCyclase(AC)の精

製と AC活性化に対する無機イオン、カルモジユリン(CaM)、

フォースコリンの影響を調べた。

細胞破砕後1MNaClで処理し遠心した上清をSuperose12によ

りゲル櫨過したところ、分子量約45.000のピークに活性が認

められた。さらにプルーセフアロースでアフィニティークロ

マトグラフィーを行い、約15倍に活性が濃縮された画分を得

て精製標品とした。精製ACI;l:CaMとフォースコリンによる促

進効果が無〈、マグネシウムイオンに対しては細胞破砕液で

も精製後でも活性化が見られた。しかし、カルシウムイオン

の場合は細胞破砕液ではAC活性の阻害効果が見られ、精製後

では逆に微弱ではあるが活性化する傾向が見られた。

(・東邦大・理・生物分子、・・中央住宅)
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(71) 0西垣敦子・中山克己・大島茂・岡図光正:

緑藻 Dunaliellasalinaの光化学系E集光性クロロフィ

ルタンパク質複合体の光化学的性質

緑藻蜘叫iellasal，胞の光化学系 E集光性クロロ

フィルタンパク質複合体 (LHCn) は，そのアボタ

ンパク質が高い相向性を持つにもかかわらず，含ま

れるクロロフィル分子の数が高等植物や他の緑藻の

約半分である。また，その色素組成が生育光の強度

によって変化することが知られている。

本研究では，D. salilUlのLHcnを精製し，色素組

成とクロロフィル吸収型の構成について調べ，緑譲

オオハネモとの比較を行った。さらに，これらの

LHcnの吸収・蛍光スベクトルを生育温度を中心に

5"Cから40"Cまでの領域で測定し，温度変化とLHC

Eにおけるエネルギー移動との関係を調べた。

LHcnは，チラコイド膜を0.8%digito凶nで可溶化

し， DEAE-Toyopearl， Resource Q， Superdex 2∞による

一連のカラムクロマトグラフィーにより精製した。

吸収スペクトルの極大は673nmで， 3つのクロロ

フィルa成分 (Ca“1， Ca670. Ca儲 2) とb成分 (Cb

6却)から構成されていた。温度を変化させると，

各成分の割合に変化が見られた。成分間のエネルギ

ー移動との関連について考察したい。

(東邦大・理・生物分子)

(73) 0張暁明・渡辺信:中国産の l種の無色鞭毛藻

の摂食栄養について

1995年10月，中国武漢市の水生生物研究所内の養殖

池より採集したサンプルから Microcyslis を捕食して

いた 1種の無色鞭毛藻が培養株として確立された。現

在，水の華を形成し，毒素を持つMicrocystisviridisを餌

としてこの無色鞭毛藻の培養株を維持している。

本iIは無色の単細胞である。細胞は卵形、大きさは

8・12μm，腹個jには溝があり，細胞の後端は二股に分か

れている。ほぽ等長の 2本鞭毛を細胞の先端部から生

じる。鞭毛の長さは 20-50μmで，むち型である。細胞

壁を持たない。細胞核は細施の前端に存在する。これ

らの特徴から Aulacomo胤 S属 (Phylu皿未確定)に所属

すると考えられる。

本研究は，この無色鞭毛藻により捕食される餌の性

質と大きさの範囲を調べた。捕食された餌は藍藻

Microcystis. SyllecJwcoccus及び Oscillatoriaだけでは

なく，緑藻 Cluorella.ChlamydonwlIω，黄金色鞭毛謀

Mallomollω，珪藻 Nilzschω も捕食されることを確認

された。サイズについては最も小さな餌の2μm
Syllec，加 coccωsp.と最も大きな餌約 6X60 μm珪藻

Nitzschia paleaの範囲にわたった。捕食してから細胞

の容積が捕食していない細胞の容積より 40倍も増大

した。
(国立環境研)
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(74) 能登谷正治・ 0金亨根:マルパアマノリおよ

びウップルイノリ葉片の培養

韓国麗水からマルパアマノリを、蔚珍からウップル
イノリを採集し、室内培養によって葉長約3-5cmの

葉状体を得た.その葉状体中央部から葉片(直径約
1 mmの円形)を切り出し、温度 (5、10、15、20、
25、30"C)、光量(1目、20、40、80μmolm・2S-')、光

周期(lOL:14D、14L:I0D)を組み合わせた条件下で培
養し、葉片の生長や成熟を観察した.マルパアマノリ

は30"C下では培養4日固までに全ての葉片が枯死し
た。 5-25"C下では短日下より長日下の方が生長は速

い傾向が見られた。しかし、いずれの条件下でも培養

数週間後には、業片は体細胞のすべてが栄養胞子とな
り、高温下ほど早く葉片の崩壊が見られた。 5"C下で
は培養30日目、 25"C下では4-12日固までに栄養胞子
に分化した。 15"C、 80μmolm-3s-'下では両光周期下

とも精子嚢を形成する葉片が認められた。鋸歯の形成
は10-15"C下の葉片に認められたが、その他の条件下
では不明瞭であった。ウップルイノリでは栄養胞子の

放出による葉片の崩壊は認められなかった.生長は
10"C、 40μmolm-2s・2、長日下で最も速かった。ま

た、 15"C下では精子嚢を形成する葉片が認められた。

仮根の形成はマルパアマノリでは不明瞭であったが、
ウップルイノリでは明瞭で、長日、低温下で大きく伸
張するのが見られた。いずれの種も摘出業片は葉状体
上下の極性が保持されていた.

(東水大・応用藩類)

(76) 山本鈴子.*.千室Uf;1封子*・[H中有l明"・小森

登"・雄辺真之叫*相模湖産Anabaenaspiroiclcsのカ

ビ臭産生に及ぼす環境要因

近年，水道水のカビ臭原因としてgeosminや2・

Methylisoborneol(2・MIB)が注目され上水道関係者の闘

では，異臭l床障害のー-っとして大きな社会問題にな

っている。カビ臭は，Anabacna. 白'Cillllto(iλ Phormi-

dium属のラン藻や放線菌Strcptomyas， Micromono・

sporaの二次代謝産物が主な原因であることがま口られ

ている。神奈川県の水道水の水源として用いられて

いる相模湖においても，ここ数年にわたりカビ臭が

発生しており， 1991年の夏にカビ臭gcosminを産生す

るAnabaclli/ .cpIroIl.ルsを分雌した。本報告では，光，

温度.地盤被1.1:1の窒素濃度などの環境安:凶とジオス

ミンの産生量との関係について検討した。この様が

良好な生育を示す培養条件下でもっとも高濃度の

gωsminを産生し(200-250ttgl.I)，培養後期には，細

胞外に溶出する傾向であった。

け明治大・農化**川崎水道局，材*科博)

(75) 能登谷正治・ o金南吉'・須田昌宏..福

島県松川浦産アサクサノリの培養

松川浦産アサクサノリ葉状体の栄養胞子を40-

60μmol m-2s-'の光量の下で、温度 (5、10、15、

2目、 25、3日"C)と光周期(lOL:14D、14L:I0D)を組み

合わせた条件下で培養し、葉状体の生長、成熟および

葉形におよぽす彫響を観察した。長目、短日下ともに

5-25"Cで生育が見られたが、 30"C下では枯死した。

15週間の培養期間内では、 5"Cの短日下では葉長70阻

に達し最も大きな葉状体となったが、栄養胞子や精子

および果胞子の形成または放出は認められなかった.

一般に短日下で大きな体となったが、温度が高くなる

つれて小型となった。長日下では葉長は20"C下で長も

大きくなったが、糸状で蝦旋または現状となり幅の狭

い体となった.栄養胞子の放出は短目下では10-

25"C、長日下では15-25"Cで見られたが、精子の形成

はいずれも10-20"C下で、培養6-11週後に認められ

た.果胞子の放出はそれより 1-3週間遅れて認めら

れた。葉形は短日下では、一般に低温下から高温下に

なるに従って笹葉状から円形となり、更に高温の25"C

下では塊状または不定型となった。との傾向は長日下

で特に著しかった。高温の25"C、長日下でも葉状体は

生育でき、栄養胞子を放出し続けるととから、天然で

も夏期に生育している可能性が推測された.

(・東京水産大学・“福島県磐城高校)

(77) 0厳興洪・有賀祐勝 NNG処理によ

る紅藻スサピノリの色素変異体の誘導 I

薬品処理により紅藻スサピノリ (Porphyrayezoen-

sis Ueda)の色素変異体を作るため，フリー糸状体に

できた鐙胞子に由来する禁状体から単胞子をとり，こ

の単胞子に由来する幼葉状体を NN G (N-methyl-N'-

nitro・N-nitrosoguanidine)で処理した結果.種々の

色彩部分から成るスポット状斑入りキメラ葉状体が得

られた。このキメラ葉状体を海産巻貝消化管酵素で処

理し，得られた単細胞あるいはプロトプラストを培養

し，再生した禁状体から更に単胞子をとり.この単胞

子を発芽・成長させて. 7種類(赤色系 3，緑色系 2，

櫨色系 1，金褐色系 1)の色素変異体(禁状体)を作

り出すことができた。これら 7種類の色素変異株は，

葉状体から得られた果胞子を培養し.フリー糸状体と

して保存されている.

それぞれの色素変異株について，葉状体の生体吸光

スペクトルを記録すると共にクロロフィル a. フィコ

エリスリン，フィコシアニンを定量し，野生型禁状体

と比較した. 7種類のうちの 2種類はすでに報告され

ている赤色型扱ぴに緑色型変異体に酷似しており，他

の1種類は紫色型に似ていた。 7種類の変異株の糸状

体についても生体吸光スベクトルを記録した結果，基

本的には禁状体と同様の特徴を示すことが明らかにな

った東京水産大・護軍類)



(78) 

田中次郎本・ 0金亨根本本 海藻分布指数 (LFD値)

から見ど韓国の海藻相特性

海藻が暖j1Jj的か寒j1Jj的かを示サ指数として街藻の

生育種数から算出し定LFD値ガ、有刻であることを日

本植物分類学会大会(平3)ですで!こ発表しだ。 LFD

信は傷藻コンブ目，ヒパマタ目，アミジクサ自の特

定の分類群でその生育範囲が限定されることlこ着目

して求められる。指数!こ用いられる分類群let生育水

温環境(寒帯，温帯，熱帯)別!こ分けられ，芸事帯性

(c)の分類群として主!こコンブ科の属，およびヒパマ

タ制を，温帯性 (W)としてコンブ科の一部の属，フ

カメ属，ホンダワラ!認やアミジグサ白の一部を.熱

帯牲 (H)としてホンダワラ亜属とアミジグサ白の一

部を定め，あるi也域!こ生育する寒温，熱帯牲の種

数を算出し，以下のよう!こ寒温指数を求める。

LFD= (CXO-rWX  1 +H X2)ム全種数 (0孟LFD孟2)

合国は韓国の沿岸でこの指数を求めて日本の値と

比較し韓国の海藻相の特性をみた。その結果，韓

国の東部沿岸は寒流の第響か強いだめ指数|己主0.86-

1.00と低<.南部沿岸は対馬暖流の影響で多少暖海

性を示し1.00-1.11であった。西部沿岸は南部と同様

1.00-1初であるが，このi也或は浅海牲であるだめ夏

冬の水温変動が大き<.地域間の変異が大きい。済

州島は対馬暖流の影響か、あり.対馬の1.231こ近い

1.17であつだ。これらの値はいす守れも日本の東北出

万(日本海および末平洋)から中部出方沿岸iこかけ

ての値である0.80-1.201こ相当する。(本東水大・資

源育成・藻類**韓国江陵大・水産資源開発)

(80) 0吉村義経本・幸島司tlll*・大谷修司村・瀬古

勝基本*本:ネパールヒマラヤ・ヤラ氷河における雪氷濠

類の分布特性と，コア解析における環境シグナルとして

の可能性

ネパールヒマラヤ，ランタン地方に位置するヤラ氷

河 (5，100-5，700m a.5.1.)に出現した13種類の雪

氷藻類は. 1991年と1994年の調査によって，善事類バイ

オマスおよび種組成が，高度によって大きく異なってい

るととが明らかになった.藻類バイオマスは，消耗域の

裸氷域で非常に多く，漏養域の積雪域では急激に減少し

ていた。種組成では， 91年の調査では，高度によって

異なる 3つの優占種が存在しており，下流減では

Cylll】drocystlsbrebIssonll，中流域では

Mesotaenlum berggrenlI， 上流域ではTrochIscla

sp.が優占していた。以上のような藻類の高度変化に影

響を与えると恩われる環境要素について考察した。

また， 5，350m地点で，深さ約 7mのアイスコアサン

プルを採集し，その中に含まれる過去の藻類相を分析

し，コア解析における環境シグナルとしての可能性を考

察した固

伊東京工業大・理**島根大・教育***名古屋

大・大気水圏科学研究所)
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(79) 0大谷修司 g ・吉村義隆・e・幸島司郎$傘

:ネパールヒマラヤ，ヤラ氷河における氷雪藻類の種

類組成について

氷雪藻類の試料はヒマラヤ，ヤラ氷河において

1994年 8月に，氷河の消耗域にあたる標高 5100m

から酒養域にあたる標高 5350mの間で標高別に採集

された.そのうち 10試料は灰色から黒色の雪より，

2試料は薄い赤雪から採集された。 試料は現地でグ

ルタルアルデヒド，ホルマリンの 2重固定を行い

部の試料はそのまま氷温で日本へ持ち返った。

今回の試料からは藍藻類 3種類，緑藻類 9種類，

所属不明種 1種類の計 13種類が出現した。南極や他

の高山帯と同様に緑藻類が種数，量ともに多く，ヤラ

氷河に広く分布する灰色雪の優占種は緑藻類の

Cylindrocystis brebissonii f. cryophilaとMesotae-

nium berggrenuの2種類であった。標高 2500m地

点の赤雪の優占種は緑藻類の Ch1oromonas sp.で

あった。緑藻類の Trochisciasp.が上流部で比較的

多く見られたが，その他の種類の量は少なく， 3種類

の糸状性藍穣類，緑藻類の Ancylonema

nordenskiodii， Koliella viretii， Koliella sp. 1， Koli. 

ella sp. 2， Raphidonema sp.がわずかに出現した。

(0島根大・教育“東京工業大・理)

(81) 川上裕司*・ 0寺島由紀彦・・長島秀行口

門柱・塀・壁に付着した藻類の調査一第 1報ー

一般住宅の門柱・塀・壁には多績な色彩の微細な藻類

が付着していることがある。一般にこれらは美観を損ね

るものにもかかわらず，汚れやカピとの区別もつきにく

く.藻類が含まれていることはあまり知られていない。

そこで演者らは付着藻類の防除対策を目的として実態調

査を行った。まず付着藻類の実態を知るため7つの地域

(東京都心部の4地域・東京郊外の 3地域)から藻類を

採集し，同定を行った。この結果，どの地域においても

緑藻 Klebsormidium・藍藻型竺竺笠笠・也竺笠竺記二

生旦E豆豆が普通に生育していることが分かった。これら

は都心部・郊外という地域差よりも採集場所の湿度及び

大気成分が生育に彫響しているものと考えられる。また

都心部の特に交通量の多い幹線道路沿いでは黒色の付着

藻類(包旦笠笠竺・ Chroococcidiopsi5)の方が緑色や

赤褐色の付着藻類に比べて多く生育している傾向を示し

た。更に.防除対策として市販のいくつかの防カピ剤や

殺菌剤を使用してふさ取り除去を行ったので，その結果

についても報告する。
今後は.付着藻類と自動車の排気ガス (N0翼濃度等)

などとの相関についても講査する予定である。

(*エフシージー総研・日東理大・基礎工)
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(82) 0藤田大介:富山湾におけるキタムラサキウ

エの大量へい死とその後の海議群落形成

北海道南西岸では北方系のキタムラサキウニのグレ

ージング活動が持続要因となって磯焼けが持続してい

るが，同じく日本海側に面する本州中部沿岸にもこの

ウニと無節サンゴモからなる磯焼け状地帯が点在して

いるo 1994年の夏，富山湾沿岸では記録的な猛暑が続

き，水温が30"C付近まで上昇し，湾西部の氷見市沿岸

と潟東部の滑川市~魚海市沿岸のキタムラサキウニ個

体群が大量へい死した。キタムラサキウニは，氷見市

沿岸(水深12-14m) ではガラモ場の沖側に平均50個

体1m九滑川市~魚海市沿岸(水深10m-12)ではテ

ングサ場の沖側に 1個体1m2の密度で生息していた。

いずれも磯地帯で，以前には無節サンゴモ以外の海藻

はほとんど生育していなかった。キタムラサキウニが

へい死した翌年，滑川市~魚海市沿岸では顕著な変化

は認められなかったのに対して，氷見市沿岸ではホン

ダワラ類やクロメの幼体，フクロノリなど，約 10種の

海藻が繁茂した。オオパフンウニ腐のウニの大量へい

死に伴う海藻群落の形成は太平洋北東岸や大西洋北西

岸で知られていたが，太平洋北西岸では初めての報告

である。(富山水試・栽培・深層水課)

(84) 0鯵坂哲朗*・ Huynh Q. N.・N自uyen
H. 0.*本・吉田忠生本車*:ベトナム産マジリモクの
1変種とキレパノマメタワラについて

Pham (1967)がマメタワラの 1 変喜E
.s.a.工且a皐皐且血 DI  u I i f" r u m (Turner) C. 
A9. var. .D n"十日nOAnJ;l:-として変種記載した
タイプ標本をサイゴン大学の標本室でみつけだし，こ
れを調べた結果，これがマメタワラではなくて，マジ
リモクの 1変種であることがわかった。タイプ標本は
主枝の一部で， 3-4固2叉分岐した3震がときどきみ
られ，さらに holozY90Carpicな雌雄同総の生殖
器床が確認された。さらに演者らが 1994年2-3
月にベトナム中・北部の海譲調査(文部省海外学術調
査}をおとなった際に採集した偲摩にも ζれと同定で
きるものが得られている.普通マジリモクでは葉がこ
のように分岐するものは報告されていないので，この
形 質 か ら マ ジ リモクの変径と判断し， .s. 
e arDODnvllu m va r. .D n" 十 r~naAn~A

(Pham). comb. nov.という新変種名を提案す
る.

さらに，ベトナム中部で鋒集された標本の中か
ら， Yamada (1942，1944)によりキレパノマメ
タワラ(.s.ロ IIII i fA rlJm (Turn.) C. A9. 
var. JUIrr"tifnlillm)と記載されたものと同じ
ものが観察された。これは8固まで2叉分岐するZ憶を
もち，生E宣器床が雌雄異様で，総状花序に砲列するこ
とからマメタワラ属と考えられ，さらに薬の縁辺に歯
状突起をもつことから本変種と同定された。

どちらの変種も今回初めてベトナムから報告される
ものであるが，マメタワラのような Pbvllot-
Ll..l:.b.l...a亜属のものがこれほど低錦度に生育するこ
とはたいへん珍しいことである。
(車京大・農，本市Production of Seaweed， 

Vietnam，車率牢北大・理)

(83) 0村瀬昇・鬼頭鈎・大貝政治:ノコギリモクの
年齢形賓と群落の年齢構造

多年生ホンダワラ科植物のノコギリモクが安定して群落
を形成し，維持してし、く機構を解明するため，更新と呼ば

れる世代交代現象に焦点をあてて研究を行っている。この

世代交代を明らかにするためには年齢形質を確定し，群落

構成個体の年齢組成を把握する必要がある。ここでは付着

器に形成される生長輸が年輪とみなされる可能性について

検討するとともに，生長輪数と穣体各部位の計測値を比較

して，外部計測により直接把鍾できる他の年齢形質の抽出

を試みた。その結果をもとに約3年間にわたっての群落の

年齢構造の経年変化の実態を推定した。

調査を行ったのは山口県日置町黄波戸沿岸の水深伽付近

の岩盤上に広がるノコギリモク群落で，その中にI辺50cmの
方形枠を用いノコギリモクを付着器下部から採集した。採

集した藻体の付着器に形成される生長輪数を数え，全長，

付着器上部の直径など主な要素を計測し，生長輪数との関

係を調べた。また閉じ群落内lこl辺1mの永久方形枠を設置

し， 1993年6月から1995年11月に到る問， 2-3ヶ月おきに枠

内のすべての個体の各形質の測定を行うとともに.個体の

出現，着生位置，消失を記録した。

探集個体についての計羽田j結果から，新しい生長輸の形成

は秋から冬にかけて認められた。生長輸数と付着器上部直

径との関係は漸近回帰で表すことができた。これらのこと

から，生長輸は年輪として認めることができ，付着器上部

直径は年齢の基準として有効な形質であるとみなされた。

また永久方形枠内の年齢構造については， 3齢以上の成体は

1993年10月には11個体1m2で優占し濃密な群落を形成してい

たが，その後，大部分が枯死流失し，1995年11月には多く

の新生個体が出現した。(水産大学校・増殖)

(85) 0村上裕憲¥新井章吾**・田中次郎*軸:中古事太平洋

産ホンダワラ属新種ヘラナラサモの形態

静岡県下回市志太ヶ浦.三重県南鈴町田曽浦，相賀浦で，

Bactrophycus I属，Repentia節に属する未記載種の生育が確

箆された.

議体は50cmlこ遺する.円柱状の鏑包茎は分枝し.腹面か

ら付着器を生じ頑丈な基剖1を作る.主綾は個旬茎の背面から生

じ，二稜形で舗は7-8mmである.側枝は短〈葉柄の表面か

ら上旬に出る.若い覇主体の下却の葉Iま筒旬釜直上の主枝より互

生的に生じ.ヘラ形で全線，長さ 20cm，幅 1. 5 cmで，

頂舗はわずかに尖る.これらの薬は反幽し，主枝とほぼ平行に

上方に伸長する.主枝が伸長した君臨休においては，震は彼針形，

半禁形で，長さ 5cm，幅 1. 5 cm，葉柄末鏑部のねじれの

ため垂直方向に広がる.中肋1主主枝下部の築では内在するが.

主綾上部や側枝では寵められなくなる.毛』障はほとんどない.

気胞は少なく，紡錘形，冠譲iま舌形でそのa部は側面に伸びる

が，若い藻体で見られることはまれである.雌雄異橡.生殖器

床はヘラ形で金繰.付け織で分枝することもある.鎌の生殖器

床は 1-3mm，帽 1mm，維のものはやや細長い.成熟時期

は夏で，多年生である.波当たりの強い低潮線下部に生育して

いる.

ナラサモと形態的に類似し.若い自車体に見られる直立するヘ

ラ形の繋が特徴的であるためヘラナラサモとした.

** (筑波大・バイオシステム，(練)海藻研， 東水大・藻類)



海津蝿膿・蕩場造 必携の書グ

図鑑海藻の生態と藻礁
編者=徳田 鹿・川嶋昭二・大野正夫・小河久朗

本書は、天然の通で海藻ガどのような姿で生えている

のかをつぶさに見てとることの出来る海藻生態図鑑であ

ると同時に、人為的に投入し疋藻礁に如何にして海藻を

生やすか、を紹介し疋世界に例のない図鑑でもある。

.85判上製 総ページ 198p
力ラ一ページ 179p

定価 14800円 〔税込/送サービス〉

生態編では、緑藻42橿、渇藻72種、系I藻80種、海草6橿の総計200橿をオール力ラーで紹介。

藻礁編では、藻礁、すなわち藻場造成用人工礁の構造や沈設位置を図示し、海中での藻礁上

の海藻の生育状態、あるいは動物の間集状態を経時的に撮影し疋82点に及ぶ刀ラー写真で示

しだ。

藻場造成にかかわる方々はもちろんのこと、沼津環境の保全に意欲と関山をお持ちの一般

の万々にも、本書は幅広く受け入れられるであろう。

英語版も完成~
- A Photographic Guide-

S~Ir;J 

定価15.000円(税込/送サービス〉
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藻類の生活史集成全3巻堀 輝三編(送料各巻450円)

85半U• 450頁・定価8.240円

85半U• 424頁・定価8.240円

85半U・372頁・定価7.210円

第1巻緑色藻類(1B5種)

第E巻褐藻・ 紅 藻 類 ( 171種)

第3巻単細胞・鞭毛藻類 (146種)

藻類の研究者115名が自らの研究成果と資料をもとに執筆に当り，現時点で明らかになってい

る藻 (502種)の生活史・生活環を線図で集大成した初めての本。

本書の構成は，図を左頁に対面iする東に和英の解説文をつけて 2ページを 1単位として組

み立てである。執筆者によるオリジナルの線図は，藻類のライフサイクルを一見して理解させ

それに簡明な解説を付す。さらに教育的配慮から多くの極について分布図を，そして各巻ごと

に同義語を，各巻の巻末に学名総索引・和名索引を収録して読者が使いやすいよう工夫した。

藻類を専門とする研究者や中学・高校の生物の先生，水に関連する研究所や企業の方々を初め

藻類に興味をもっ人々にとって，長い間出版が望まれていた本である。[呈内容案付J

お蔭様で第16巷000.種)刊行， 1600種となοましたo

藻類の種の分類と同定を写真で解説。座右の手引書にお使い下さい。

淡水藻類写真集第16巻費高izhifo日円
小、.. 号、ψ小中小中号、ψ小中小もペトー~々、中小古小、&句、、&句、ψペトー〆苧ゅバトψ串ψ司、ψ々、、台小、~小ψ'苧ψ，.，..ψ小ψ々、'"小企'T'ψ小ψ，.，..、&ペト中小申'苧ψ，.，..ψペトψやもペト""千""小申々、、&ぺ:"....:.-小企

き耳目陸上植物の起源以「;ifZZZEi;宮
-.-叫"""レ勾ド叫Vバト唱，'"、&局ド'"川彦、...;..~ペトーνペト唱vペト叫戸ト"'"ト叫V句ヘL汽F、~'T'、島ペ~..，ト叫戸~ト"""吋'"ト唱""唱bペトー--'-吋ν---..:.-勾Nレペ""勾九唱"""レ勾ト""'"レペ'"レRト、レペト、~々、レ川ト叫，ペト"""活，勾~レ川ト唱""'"

日本淡水藻図鑑
廃瀬弘幸・山岸高旺編 日本ではじめて創られた
本格的な図鑑。淡水藻類の研究者ーや水に関係する
方々にとっては貴重な文献である。定価39.140円

藻 類学総 説

日本の赤潮生物写真と解説

藻類の生態
定価10.300円 秋山・有賀・坂本・横浜編

水の環境科学

植物細胞遺伝工学

水辺の科学

数理分類学

台湾産浮遊性藻類(英文)

ナマコとウニ
-ili)J.川・湿原から環境を考える一 民訴と袖のさかなの話

鈴木静夫箸 定価2.369円大島廃著 定価1.339円

内田老鶴圃
~112 東京都文京区大塚 3 -34 -3 
電話(03)3945・6781 FAX (03) 3945-6782 

呈図書目録

(価格は税込)



学会出版 物

下記の出版物をご希望の方に頒布いたしますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. r藻類Jパックナンバー 価格， 会員各号 1，750円，非会員 3，∞o円， 30巻号(創立30周年記念増大号， 1-30 

巻索引付き)のみ会員 5，0∞円，非会員 7，0∞円，欠号 1-2巻， 4巻 1，3号， 5巻 1，2号， 6-9巻全号。

2. r藻類J索引 1・10巻，価格会員 1，5∞円，非会員 2，0∞円， 11・20巻，会員 2，0∞円，非会員 3，0∞円，創立:
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